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Ｓ系外交官は元許嫁を甘くじっくり娶り落とす










１．元フィアンセと奇跡の再会




『俺が花か詠えと結婚します』

　それは、つい一時間前のこと。元許嫁いいなずけの彼は、約二十年の時を経て再び私との婚約を所望した。業務連絡のごとく淡々と、甘さのない声で。

　幼い頃、勝手に決められていた結婚話は、家同士に確かく執しつが生まれたせいでこれまた勝手に解消されていた。その当時から現在まで、我が暮くれ泉いずみ家とお相手の石動いするぎ家はいがみ合う関係が続いている。両家のいざこざに巻き込まれた子供の私たちも、何年も関わるのを避けていた。

　ところが、わけあって今日はお互いの家族が集まり、話し合い兼食事会が行われている。会場となったのは私の実家が経営する老舗旅館の大広間だが、なかなかに険悪なムードだった。

　その最中、突然彼が私と結婚すると宣言したものだから、皆が仰天した。

　これは両親たちの事業のため。両家の仲を改善させ、協力関係を築くための手段のひとつだ。

『ふたりは俺たちを見かねて結婚すると言ってくれたんだ。昔のいざこざは一旦忘れて、今は協力し合うとしよう』

　石動家のお父様はそう言い、彼の結婚宣言のおかげで長年絶交状態だった父たちの関係に変化が現れ始めた。

　そして、私たちの関係は――。

「あの」

　帰る間際、旅館のロビーまで来たところで、まだ険悪ムードが完全には消えていない両親たちに私の婚約者が声をかける。

「花詠とふたりで話をさせてください。俺たちの今後について」

　彼はにこりともせず、温かみの感じられない口調でそう言った。

　癖のない黒髪に涼しげな二重の瞳、口達者な薄めの唇。すべてのパーツが整っているが、氷の彫刻のように美しく冷たい雰囲気を放つ。

　彼、石動悦えつ斗とは、昔から周囲の人を惹きつける魅力を持っていた。

　父は石動家との関わりを断つために私と彼を引き離そうとしていたが、婚約者となった今は反論する理由もないだろう。渋々といった様子で小さく頷うなずく。

「……ああ、わかった」

「悦斗、花詠ちゃんに優しくするんだぞ」

　お父様に声をかけられ、彼は若干うざったそうな顔をして私を一いち瞥べつした。凛りんとした綺麗な瞳と目が合うと、反射的にドキリとする。

　私も挑戦的な視線を返して、おとなしく彼についていこうとすると、「花詠……」と母が眉を下げて呼び止めた。

　ずっと距離を置いていた私たちがいきなり結婚するのだから、やっぱり心配なのだろう。私は安心させるように微ほほ笑えむ。

「大丈夫。もう決めたことだから」

　力強く言い切り、踵きびすを返す。私も彼との結婚に異論はないのだから。

「とりあえず中庭に行くか」と言う彼に従って歩き出した。仲居さんやフロントの従業員も、私たちを不安そうに眺めている。暮泉家と石動家の確執は、この旅館では知らない人はいないだろう。

　角を曲がり、昼間でも行あん燈どんの灯りに照らされるレトロな廊下へ。今は誰もいない。ふたりきりだ。

　しばらくそこを歩くと、ふいに足を止めた彼が振り返る。目を合わせた瞬間、家族の前のものとはまったく違う柔らかな微笑みが生まれた。

「これで遠慮なくお前を愛せる」

　糖度がぐんと増した声で囁ささやかれると同時に、彼は着物から覗のぞく私の手を引いて抱き寄せた。

　実は、私は知っている。ちょっぴり意地悪な彼だけれど心はとても温くて、私に触れる手や、キスが、とろけるほどに甘いことも。

　私たちが秘密の関係を始めるようになったきっかけは、約一年前に遡さかのぼる。フランスでの奇跡の一日から、運命の歯車が回りだしたのだ。




＊　＊　＊




　――まるで中世都市かおとぎ話の世界に迷い込んだみたい。

　白や淡いオレンジの壁に重厚感のある木枠が施された建物と、窓辺や川沿いに咲き乱れる花が美しい街並みを眺め、私は感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　ここストラスブールはフランスの北東部にあり、ライン川を挟んでドイツと国境を接している。一時ドイツ領にもなっていたため独特の文化を持つ街で、コロンバージュという伝統的な木組みの家が立ち並ぶ。

　クリスマスの時期にはとても可愛らしいオーナメントや装飾で溢あふれるらしいが、六月上旬の今は代わりに鮮やかな花がたくさん飾られていた。爽やかな暑さの風に乗って花の香りが漂ってくる。

「すっごく可愛い街……。これ、容量なくなっちゃうんじゃないの？」

　プティット・フランスと呼ばれるこの辺り一帯はどこもかしこも写真に収めたくなるほど素敵で、私はスマホのカメラを構えつつひとりごちた。

　レストランやカフェは、赤いチェック柄のテーブルクロスや動物のオブジェが目を引く店が多く、乙女心をくすぐる。屋根からぶら下がる凝った看板すらも可愛くて、写真を撮りまくっているがキリがない。

　二日前からフランスに旅行をしに来ていて、昨夜まではパリにいた。高校時代からの友人がＣＡをしているので、彼女のフライトに合わせて同じ便に乗り、ステイ中に現地を案内してもらっていたのだ。

　彼女は昨夜、日本に向けてパリ＝シャルル・ド・ゴール空港を飛び立っていったが、私はせっかくなのであと一日だけパリから電車で約二時間のストラスブールで過ごすことにした。

　ひとり旅は好きで、一日でも休みなら国内のあちこちにふらっと出かけるのが日々の癒いやし。ただ海外に来るのは初めてなので、比較的治安がいいこの街でもスリに遭わないようにと、バッグはしっかり握りしめつつ観光を楽しんでいる。

　私、暮泉花詠は、実家が由緒ある旅館を東とう京きょうで経営しており、普段は若女将おかみとして働いている。

　肩下十センチほどの緩くパーマをかけた髪はすっきりとまとめ、薄桜色の着物を着て、訪れるお客様が安らげるよう笑顔で気配りしているのが普段の私。「美人若女将だね！」なんてうまいことを言ってくれる人もいるけれど、笑うとえくぼができるので可愛く見えるだけかもしれない。

　生まれた時から二十五歳になる今までずっと同じ旅館にいるため、時々見知らぬ土地で羽を伸ばしたくなる。近場でもいいから、旅館から離れることが私のストレス発散法なのだ。

　この仕事は休みがないとよく言われるが、あながち間違いではない。繁はん忙ぼう期きは週に一回休みが取れればいいほうだし、朝から晩まで働く日もある。

　今はまだ母が女将としてバリバリ働いているので業務を分担できるけれど、いつか自分がすべてこなさなければならないと思うと少々気が滅め入いってしまう。

　今回の旅行も、閑かん散さん期きに合わせて旅館が小規模の修繕工事を行うというので、何年ぶりかにまとまった連休が取れたから実行できた。思い切って海外旅行をしようと決断してよかったと、美しい景色を見ながらつくづく思った。

　少し早めの昼食は、川沿いにあるカフェに入ってこの地方名物のタルトフランベをいただいた。薄焼きのピザのような感じで、チーズとベーコン、マッシュルームの風味が濃厚でとても美味しい。

　フランス語は挨拶程度しか話せないけれど、この辺りでは英語が通じる。短大時代に少し勉強したくらいの拙い英語だが、ジェスチャーも加えれば案外なんとかなっている。

　とりあえず食べ物にありつけてほっとしながら、帰りの飛行機の時間までのタイムスケジュールを組み直すことにした。

　アプリの地図を見てルートを確認していると、とある建物の名前が目につく。

『在ストラスブール日本国総領事館』。旅行や仕事で海外を訪れた際、なんらかのトラブルが起きた時にとても頼りになるところであり……私の許嫁だった彼が働いている場所。

「今、すぐ近くに悦がいるんだなぁ……」

　フランスでは珍しいアイスカフェオレをストローで吸い上げ、ぽつりとひとり言をこぼした。

　約七年前、悦もとい石動悦斗が外交官としての道を歩み始めてから今まで一度も会っていない。許嫁というのは昔の話で、子供の頃に親同士の仲が決裂して以来、結婚の約束は自然消滅した。

　両親はことあるごとに石動家を目の敵にしているが、それはあちらも同じ。その中で育った私と悦も、いつしか犬猿の仲となっていた。

　……でも、私の心にはずっと彼が棲すみついている。悔しいことに。

　ストラスブールに行こうと決めたのは、ドイツっぽさのある美しい街並みを見たかっただけじゃない。この地に悦がいるからだ。

　別に会おうと約束しているわけではないし、連絡を取る気もない。ただ、彼が見ているのと同じ景色を見て、同じ空気を吸ってみたかった。万が一奇跡が起こったら、偶然会えるかもしれないし……。

「って、結局会いたいんじゃん」

　自分にツッコみ、ため息を吐き出してうなだれた。

　私、日本からこんなに遠く離れた地にまで追いかけてくるほど、悦が好きだったの？　いや、認めたくない。あの人は私のことなんてなんとも思っていないんだから。

　頬ほお杖づえをつき、バッグにつけたチャームになにげなく目をやる。

　シルバー製の細工を施した小さくて丸いバスケットの中に、ピンク色の球が入っているガムランボール。手のひらで転がすとチャリチャリと可愛らしい音色が楽しめる、鈴のようなものだ。

　これはまだ許嫁だった頃に、悦がバリ島のお土産でくれたもの。幸せを呼び、夢や願いを叶えると言われているらしい。

　昔から大事にしていたこのアイテムをつけてきたのは単純に可愛いからで、奇跡が起こってほしいと願っているからではない……はずだ。

　憎たらしいくらい綺麗で、どこか余裕が漂う整った顔が脳裏に蘇よみがえってくる。その顔を軽く頭を振って掻かき消し、タルトフランベにかぶりついた。

　お腹を満たしてカフェを出た後、食後の散歩がてらクレベール広場へやってきた。とっても広々とした場所で、冬はクリスマスマーケットが盛大に開かれるそうだが、今は涼しげな噴水が上がっている。

　広場を囲むようにして周りにはたくさんのショップが立ち並び、その向こうにはストラスブール大聖堂の塔が見える。

　あの大聖堂にも行こう。そこに行くまでに美味しいアイスクリーム屋があるみたいだし、食べ歩きしようかな。

　銅像のそばに立ってそんなことを考えながら、ゆったりと歩く人々や辺りの景色をカメラに収めていた時だった。

「コンニチワ」

　突然カタコトの日本語が聞こえてきて、私はぱっと振り向く。

　そこには二十代くらいのフランス人らしき男性が立っていた。ブラウンの短髪にヘーゼルっぽい色の瞳、口元にうっすら髭ひげがあり、陽気そうな笑顔を浮かべている。

　えっ、なんだろう？　日本で海外の人に道を聞かれた経験は何度もあるけれど、今はそういう用じゃないのは明白だし、緊張で身体が強こわ張ばる。

「日本ノ方デスカ？」

「はい、そうですが……」

「ヨカッタ！　ワタシ、チョット困ッテル」

　どうやらある程度の日本語はわかるようで、拙いながらも十分聞き取れた。

　少しほっとしつつ話を聞くと、イレネーさんという彼は、明日日本へ行く予定だったのに急用が入って断念せざるを得なくなったそう。日本にいる友人と会い、大事なものを渡すつもりだったので困っているらしいが、そんなに悩まなくていい気がする。

「荷物、宅配便で送ればいいんじゃないですか？　あ、宅配便ってわかるかな……」

「マイフレンド、中国ニ住ンデル。日本デ会ウ約束」

　翻訳アプリを使おうとする間もなく、彼は小さく首を横に振ってそう答えた。

　なるほど、お互い別々の国にいて日本で落ち合おうとしていたのか。でも、急ぎじゃないなら中国の家に送ればいいのでは？

　そう提案しようとすると、彼はスマホの画面を見せてくる。映っている中国人らしき男性が友人だろうか。

「明日、コイツ羽はね田だニイマス。アナタガ渡ス、デキル？」

「私が!?」

〝コイツ〟という日本語のチョイスに笑いそうになったのもつかの間、ギョッとして顔を上げた。

　たった今会ったばかりの人の荷物を預かってまた知らない人に渡すなんて、責任の持てない役割は担えない。この人も、どうして大事なものを他人に預けられるの？

　戸惑う私にお構いなしに、イレネーさんは「コレ、オ願イシマス」と布製のバッグを差し出してくる。さすがに受け取れず、遠慮がちに手の平を向けた。

「すみません。私にはちょっと……」

「話聞イテクレタノ、アナタダケ。トッテモ優シイ」

　凛り々りしい眉を下げて切実そうに言われると、なんだか良心が痛む。とはいえ、簡単に引き受けられない。

　旅館でお客様を相手にしている時のように、丁重にお断りする。しかし何度断ってもイレネーさんに諦めそうな気配はなく、「オ金、タクサンアゲマス」とまで言い出す始末。無意識に一歩ずつ後ろに下がるも、同じ分彼も距離を詰めてくる。

　どうしよう、走って逃げちゃう？　でも追いかけられたら怖すぎる。

　ここが外国だというのがさらに不安を掻き立て、どうしたらいいかわからない。困っているのは私のほうだ。誰か助けてぇ……！

　心の中で情けなく救援要請を出したその時、私たちの横から誰かの手が伸びてきて、イレネーさんの手首をがしっと掴つかんだ。

「これは受け取れないと言っているだろ。しつこいぞ」

　滑らかな低い声、流りゅう暢ちょうな日本語。

　耳に飛び込んできたそれに、神様を崇あがめるようにぱっと顔を上げた私は、息が止まりそうになった。

「え、悦……!?」

　癖のないさらっとした黒髪、視線を合わせたら逸らせなくなるような力を持つ綺麗な二重の目、高い鼻に薄めの唇。ブランド物のスーツも難なく着こなすスタイルのよさと、内から溢れ出る気品。

　現れた救世主は、外見でもステータスでも人々を魅了する外交官、石動悦斗だった。

「……アナタハ？」

　目を丸くする私の向かいで、イレネーさんが訝いぶかしげに悦を見て問いかける。焦げ茶色の瞳がこちらを一瞥し、約七年ぶりに目を合わせた瞬間、心臓が痛いくらいに飛び跳ねた。

「こいつの許嫁。二十年以上前のな」

〝許嫁〟という単語にドキリとした。今は効力もない昔の約束だけれど、悦から許嫁と言われただけでなんだか胸がくすぐったくなる。

　私を見てもまったく驚いていないところからして、助けに入る前から日本人女性は私だと気づいていたみたいだ。まさか、異国の地で本当に会えるなんて。

　唖あ然ぜんとしていた私は、イレネーさんの左手首を掴んだまま冷静に問いかける悦の声で我に返る。

「なにを渡そうとした？」

「……プレゼントダヨ。Souvenirお土産」

「なら、バッグの中身を確認してもいいよな」

　そのひと言で、イレネーさんの表情が瞬時に変わった。これまでの陽気な雰囲気ではなく、今にも襲いかかってきそうな野犬さながらの険しいものに。

　もしかして、この中身ってやばいものだった？

　今さらながら危機感を覚えた直後、悦がもう片方の手をバッグに近づけようとした瞬間に、イレネーさんは急に動き出した。

　自分のジーンズのポケットの辺りに右手を下ろし、そこからなにかを取り出そうとする。悦が即座に反応し、今度はその右手を掴んだ。

　揉み合うふたりの間からイレネーさんの手に握られているものがチラリと見え、私は思わず「ひっ！」と息を呑んだ。

　あれって……拳銃!?　嘘でしょ、こんな危険な状況に自分が居合わせるなんて！

　悦はおそらく拳銃を奪おうとしているのだろう。身長はふたりとも百八十センチくらいで、力の強さも同等に感じるが、一歩間違えたら撃たれてしまうかもしれない。

「悦、危ないよ！」

「いいから、離れろ！」

　やや怒気を含んだ声が投げかけられるも、恐怖で足がすくんで動けない。周囲を歩く人々も異変に気づいたらしく、遠巻きにちらちらと視線を向けていた。

　ただ身を縮めて立ち尽くしていると、「グ、ゥアッ……！」と苦しげな声が聞こえてくる。悦が力一杯イレネーさんの手を捻ひねっていたのだ。

　数秒後、痛さに耐えられなくなったのか、彼の手から拳銃が滑り落ちる。カシャン！と音を立てて地面に落ちた瞬間、奪われないよう悦が足でそれを蹴飛ばした。

　のどかな広場に不似合いな武器が滑り、周囲から悲鳴が上がる。そしてその方向から、全身濃紺の服に身を包み、制帽を被った人が数人駆けてきた。

　あれはフランスの警察官、だよね？　よかった、来てくれて……！

　心底ほっとして悦のほうを見やると、彼もやや表情の険しさを緩めていた。小さく舌打ちをして、まだもがいているイレネーさんに悪態をつく。

「邦人を巻き込むんじゃねぇよ。俺の仕事が増えるだろうが」

「ッ……Merdeクソッ!」

　イレネーさんは顔をしかめてフランス語で叫んでいた。悔しそうにしているのは一いち目もく瞭りょう然ぜんだし、なにを言っているかはなんとなくわかる。

　悦って普段そうでもないのに、怒ると口が悪くなるところも変わっていないな……なんて懐かしむ間もなく、勢いよく駆けつけた警察官によってふたりが囲まれる。イレネーさんはすぐに拘束されるも、いまだに文句を言っていた。

　まだまだ騒然としている中、涼しげな顔でスーツの乱れを直す悦にお礼を言うべく口を開く。

「悦、ありが――っ」

　言いながら一歩踏み出そうとした時、足腰の力が抜けてガクンと体勢を崩してしまった。その瞬間、悦が咄とっ嗟さに私に手を伸ばす。

　まるでダンスをしているかのように、しっかりと腰を抱いて支えられた。視線の先には、男性にしては肌もパーツも綺麗すぎる顔がある。目元の小さな黒子ほくろがわかるくらい近くに。

「大丈夫か？」

「あ、ご、ごめん！　なんか腰抜けちゃって」

　接近してドキドキしているのがバレないよう、へらっと笑った。安心したら力が抜けたのは本当で、今になって少し足が震えている。

　悦はなんとも言えない表情で私をじっと見下ろして言う。

「とんだ再会だな」

「ほんとだよ」

　情けない声で返すと、彼はクスッと気を許したような笑みをこぼした。

　ああ……久しぶりに見た。嫌味のない破壊力抜群の微笑み。再会するならもっとロマンチックなシチュエーションがよかった、なんて一瞬浮かんだ贅沢な気持ちはあっさり吹き飛んでいった。

　悦は「とりあえずあそこに座ろう」と、噴水の横にあるベンチを顎あごで示し、腰を支えたまま歩き出した。私を座らせると、彼は腕を組み、複数の警察官によって連れていかれるイレネーさんを眺める。

「よかったな、カモにされなくて。荷物を受け取らなかったことは褒めてやる」

　この人が上から目線なのは今に始まったことではない。むしろ七年ぶりに聞くと妙な心地よささえ感じるけれど、それは表に出さずに問いかける。

「カモって、あの人はなにをしようとしてたの？」

「お前に麻薬を運ばせようとしたんだよ」

「麻薬!?」

　自分とは縁遠いものだと思っていたものの名前が飛び出て、私は思わずのけ反った。悦はそういう悪事を働く人を非難するようにやや眉をひそめる。

「あれを受け取ってそのまま日本に入ってたら、速攻で逮捕されて有罪確定だったぞ。よくある手口だ」

「嘘ぉ……」

　まさか自分が麻薬取引の片棒を担がされそうになったなんて、衝撃的だしゾッとした。悦が助けに入ってくれなかったらどうなっていたか。

　青ざめる私に、悦は淡々と説明する。

「フランスは大麻の大量消費国だ。バイヤーも、それを使う若者もゴロゴロいる。最近この辺りで邦人が被害に遭ってるって情報は、警察だけじゃなく領事館にも入ってたから、俺も見回るようにしてたんだが……まさか花詠がいるとは」

　流し目を向けられ、名前を呼ばれただけで胸が強く締めつけられる。悦は再会してどう感じているんだろう。

　正直私は、すごく嬉しいよ。悦が来た瞬間にもう大丈夫だと思えた。仲がいいとは言えなかった学生時代も、あなたに救われたことが何度もあったから。

「あの、本当にありがとう。すっごい頼もしかった」

　今しがた、身を挺ていして助けてくれた彼の姿を思い返しながら笑みを向けた。

　以前はこんなに素直に気持ちを伝えられなかったのに……今は自然と言葉が出てきた。うるさい両親がいない外国だというのと、精神的に大人になったせいかな。

　私がしおらしくなって違和感を覚えたのか、こちらを少し凝視していた彼は、ふいっと視線を逸らす。

「別に……お前を守るのが俺の役目だから」

　さらりと口にされたひと言に、心臓が幾度となく飛び跳ねた。〝外交官として邦人を守るのが役目〟という意味だとわかっているけれど、そんな風に言われたら勘違いしそうになる。

　赤くなっているだろう頬を俯いて隠していると、ひとりの警察官がこちらへやってくる。制帽を被っていて髪はよく見えないが、グレーの瞳で爽やかな印象の顔立ちの若い男性だ。

　彼は私ににこりと微笑んだ後、悦に肩を寄せてなにかを話し出す。

「Ta petite amie?」

「Pas sûr.」

「Ne sois pas timide!」

　ニヤニヤして悦の背中を叩く彼。もちろん話の内容はわからないが、なんとなくふたりとも知り合いなのかな？という雰囲気を感じる。悦はうざったそうな顔をしているけれど……。

　流暢にフランス語で会話する悦を見て、私は胸をときめかせながら考える。

　大学時代から英語はペラペラだったけれど、フランス語も習っていたのだろうか。外交官はいろいろな国へ配属されるのだし、彼もここに来ると決まってから勉強したのかもしれない。

　とにかくすごいなと、その努力に尊敬しまくっていると、ふいに彼の視線が私に向けられる。

「今の男と話した内容について少し話を聞きたいらしい。急いでたりする？」

「ううん。飛行機は午後七時発だし、大丈夫」

　腕時計を確認するとまだ午後一時で、パリの空港までの移動時間を含めてもかなり余裕はあるから問題ない。しかし、なぜか悦は眉根を寄せて私をまじまじと見つめてくる。

「今日帰る予定なのか？」

「そうだけど、なに？」

　なんだか表情が浮かないので首をかしげると、悦は「いや、聴取が終わった後でいい」と言って、警察の彼を手で示した。

　不思議に思いつつも、とりあえず警察の質問に答える。悦に通訳をしてもらって、聞き取りはほんの数分で終わった。

　フランス警官の彼は爽やかに「アリガトウゴザイマス」と日本語で言い、悦にもひと言かけて去っていった。広場には再びのんびりとした空気が流れ、私も落ち着きを取り戻して悦に話しかける。

「警察の彼、すごくいい人そうだね。知り合い？」

「ああ。トラブルが起きた邦人の相手をしてると、あいつにもたまに会うんだ。同じ年だし、話しやすい」

　こちらでの悦の交友関係をほんの少し知れて、なんだか得した気分。嬉しく感じながらへえ～と頷いていると、彼は私の隣におもむろに腰を下ろした。

「さっきの話だけど、航空会社と家に連絡しておいたほうがいいぞ。帰れなくなるかもしれないから」

「へ？」

　唐突な話に理解が追いつかず、頭の中にハテナマークを浮かべる私に、彼はポーカーフェイスで淡々と説明する。

「昨日、アイスランドで火山が噴火したらしい。ヨーロッパ側に火山灰が到達すると予想されてるから、飛行機は欠航する可能性が高いと思う」

「えぇぇ!?」

　飛行機が欠航!?　どんだけトラブルに巻き込まれるのよ、今日の私！

　ぽかんと口を開けて驚きょう愕がくする私に、悦は涼しい顔のまま自分のスマホの画面を向ける。そこには確かに火山の噴火を知らせるニュースが載っていた。

　飛行機に関する情報も領事館で発表するが、まだ航空会社からの連絡はなさそうだと言う。私が利用している日本アビエーションのサイトを開いてみても、やはり欠航の情報は出ていなかった。

　ギリギリに決まることもあるしもう少し待ってみないとわからないけれど、こういう事態に詳しい悦が言うのだから、最悪の場合も考えておいたほうがよさそう。

「もう一泊することになったらどうしよう。旅館はあと三日くらいは私がいなくても大丈夫だろうけど……」

「今の時期、毎年暇だもんな」

「閑散期と言ってくれる？」

　さらっと嫌味を言う相変わらずの彼をじろりと睨にらむ。が、今は文句をつけている場合ではない。

「それより、問題は宿だよ。もうお金使いたくないのに」

　パリの宿泊料がなかなか高くて、だいぶ使ってしまったから余計な出費はしたくないのが本音だ。一応名家の娘ではあるけれど、金銭感覚は一般的だと自負している。

　悩む私に横目を向ける悦は、呆れと憐みが交ざったような、なんとも言えない表情をしていた。

「安めのホテル探してやろうか。と言っても、この辺も比較的宿泊料は高いけど」

「だよねぇ～。予算ギリギリだから、ここでの出費は痛すぎる……」

　ため息を吐いてうなだれる私は、恨めしげに外交官様を見上げる。

「領事館ってこういう時は助けてくれないの？」

「さすがに金は出せない」

「ですよね」

　もちろんわかっていましたとも。いくら困っている邦人を助けるのが仕事でも、お金を貸したりなんてできないことくらい。

　うだうだしていないで安いホテルを探すか……と諦めかけた時、長い足を組む彼が言う。

「宿泊料ゼロのところもあるっちゃあるが」

「ゼロ!?　って、絶対いわくつきかなにかでしょう。じゃなきゃ、そんな人のよすぎる宿があるわけない」

「あるよ。俺の部屋」

　耳を疑うような発言にバッと顔を上げると、悦はこちらに意味ありげな視線を向けていた。目を見開いて凝視する私に、彼はふっと鼻で笑う。

「ま、お前は嫌だろうから――」

「いいの!?」

　言葉を遮り、ぱあっと表情を輝かせて身を乗り出すと、彼は若干引き気味で目を丸くした。

　やば、つい本音が。だって、悦の部屋に上がれるなんて貴重すぎるし、単純に一緒にいられるのが嬉しいから。

　でも、ここで素直になれないのが私。小さい頃から〝売り言葉に買い言葉〟という感じで言い合ってきたから、可愛いセリフなんて出てこない。出てくるのは建前の理由だけ。

「や、ほら……背に腹は代えられないっていうか、選り好みしてる場合じゃないっていうか」

「じゃあ、いわくつきホテルでもいいわけだ」

「それは無理！」

　食い気味に返すと、悦はぷっと噴き出した。この人、私がオカルト系が苦手だって知ってて言っているな。

　少し頬を膨らませるも、仕方ないので素直な気持ちを口にする。

「……正直、ひとりで過ごすのがちょっと怖くなって。またなにかあったらって思うと、漠ばく然ぜんと不安が」

　さっきあんな目に遭ったばかりだから、なんとなくひとりでいたくない。麻薬も銃も普段身近に感じたりはしないし、やはりここは日本とは違う国なのだと改めて実感させられた。薄れていた危機感が戻ってきた感じだ。

　膝の上に置いたバッグの持ち手をぎゅっと握る私に、悦はそこはかとない優しさを含み始めた瞳を向けている。

「急にしおらしくなってどうした」

「いつもしおらしいでしょ。若女将姿の私を忘れたの？」

「何年も見てないからな」

「あーそう。じゃあ、日本に帰ってきたら真っ先に『ひぐれ屋』に来てよね。思い出させてあげるから」

　ひぐれ屋というのはウチの旅館の名前。彼は意地悪な笑みを浮かべて「はいはい」と適当に答えていた。

　ダメだ、話が逸れている。今はこんなやり取りをしている場合じゃないのに！

　宿泊料ゼロ円の宿に泊まらせてもらうべく、さらに交渉しようとしたものの、腕時計を見た悦はすっと腰を上げる。

「俺は仕事に戻るよ。休憩時間が終わる」

「あ、うん。すんごい話の途中だけどね……」

「もし飛行機が欠航になったら、午後五時までに領事館に来い」

　やっぱり例の件は冗談だったか、と口の端を引きつらせていた私は、最後のひと言にぴくりと反応した。

　キョトンとして振り仰ぐと、彼はスーツの内ポケットからなにかを取り出そうとしている。

「それまでひとりになるけど気をつけろよ。もう滅多にないと思うが、さっきみたいに近づいてくるやつには絶対に関わるな」

　そう忠告しながら差し出されたのは、一枚の名刺。両手で受け取ったそれには日の丸のマークが描かれ、〝副領事 石動悦斗〟と記されている。

「なにかあったらすぐ連絡しろ。守ってやるから」

　頼もしい言葉をもらえて、ドキンと胸が鳴った。

『領事館に来い』、『それまでひとりになる』ってことは、仕事の後も一緒にいてくれるって意味に受け取っていいんだよね？

　名刺を持ったままぽかんとしていた私は、さっさと歩き出す彼にはっとして立ち上がる。

「悦……ありがとう！」

　感謝を込めて明るい声を投げかけると、彼は振り向いて少しだけ口角を上げた。

　うそ、まさかこんな展開になるなんて。天国と地獄を行ったり来たりしているような今日だけれど、やっぱりガムランボールの力が発揮されているんじゃ？

　こうなったら飛行機は欠航になってほしい……なんて願ってはいけないのだが、期待してしまう自分もいる。もし普通に帰れることになったら、運はそこまでだったと思うしかない。

　運命がどう転ぶのか。チャリ、と音を奏でる小さな幸せのボールをそっと握り、私は遠ざかっていく彼の姿を見つめていた。










２．ストラスブールで秘密の一夜を




　私の実家であるひぐれ屋は、部屋の一部が登録有形文化財に指定されている、歴史ある宿だ。都内でありながら天然温泉が湧き出ていて、その珍しさや建物の美しさから、昔はかなり尊重されていたらしい。

　この旅館を建てた先祖は旧大名家の出身だったらしく、暮泉家は裕福だった。私も幼稚園から大学までエスカレーター式の学校に通っていて、周りも政治家や資産家の子供ばかり。

　許嫁がいたのも、私がお嬢様と呼ばれる家庭環境だったからに他ならない。

　同じ学校に通っていた悦もまた、御おん曹ぞう司しと呼ばれる立場だ。石動家は旧華族であり、現在は大手日系ホテルグループを一族で経営している。

　同業者ということもあり、石動家と暮泉家は昔から交流があった。悦には三歳年上の兄がいて、彼も別の一族の娘と結婚する決まりだったため、私が許嫁に選ばれたわけだ。

　ちなみに、私には五歳離れた弟がいる。現在大学生の彼は特に許嫁などはおらず、旅館を継ぐのかもわからないくらい自由に生きていて、羨うらやましい限りだ。

　悦とは、私が幼稚園生から小学校一年生くらいまではよく遊んでいた記憶がある。両親に連れられて悦の家に行ってゲームをしたり、逆に私の家では、彼が文句を言いながらもおままごとに付き合ってくれたりした。

　あの人は昔からちょっと意地悪なところがあったけれど、私が本気で嫌がることは絶対にしない。むしろ、私が泣いていたら手を差し伸べてくれるような、頼りがいのある男の子だった。四歳年上というだけでも、当時はかなり大人っぽく感じていた。

　そんな彼は、たびたび外国の珍しいお土産を持ってきてくれた。石動グループは海外にもホテル事業を展開しているため、両親に連れられて外国に行く機会が多かったらしい。

　あのガムランボールも、そうしてもらったもののひとつ。『もっと頭がよくなるようにって、これで願ってみれば？』と、なんとも失礼なひと言といたずらな微笑みつきで。

　そして、様々な国の話を楽しそうに聞かせてくれるのだ。難しくてよくわからない話も多々あったけれど、彼が生き生きしているのを見るだけで私は嬉しかった。

　彼が外交官になる道を選んだのも、そういう環境が大きく関係しているのだろう。石動グループは彼の兄が継ぐそうなので、現在も悦は好きなことができて恵まれていると思う。

　容姿も頭も、運動神経もいい。他の誰より親しくて、友達とは違う特別な存在。そんな彼と〝大人になったら結婚できるんだ！〟って、幼いながらに胸をときめかせていたし、嬉しかったのに――。

　石動家と暮泉家との仲に亀き裂れつが入ってしまったのは、ガムランボールをもらった少し後の小学一年生の秋頃。それまで悦たちと交流があったのに、突然『石動家とは関わるな』と父から命じられたのだ。

　なんでも、暮泉家が新たに温泉を採掘して施設を建てようとしていたところ、同じ場所に石動グループもホテルを建設すると割り込まれ、口論になったのがきっかけだったとか。

　おそらく不動産会社の連携ミスで、土地をダブルブッキングしてしまったのだろう。そこでお互いに譲らず、結局石動グループに奪われた形になったため、父の怒りは相当なものだったはず。

　私の父方の祖父が、その温泉施設を『現役最後の大仕事だ』と言って粉ふん骨こつ砕さい身しんしていたものの頓とん挫ざしてしまい、その直後に心不全で亡くなったことも大きな影響を与えた。父はこのいざこざで心労がたたったせいだと、石動家をますます憎むようになったのだ。

　きっと以前から小さな火種は他にもあって、この一件で爆発したような感じだろう。急に仲が悪くなったと感じたのは、私がまだ幼くて大人の事情をよくわかっていなかったからだと思う。

『裏切り者』だとか『石動家のせいで祖父が死んだ』だとか、悪口を散々聞いた私も、なんて酷い人たちだろうと彼らへの印象がガラッと変わった。陽気で一緒にいて楽しい祖父が、私も好きだったから。

　まあ、大人になった今は、祖父が亡くなったのは大好きだったお酒と煙草たばこのせいでは？と思っているのだけど。……十中八九そうだろうな。

　当時はそんなことはわからなかったので、私は両親の主張を鵜う呑のみにしてしまっていた。『悦斗くんとも遊ぶのはやめなさい』と口酸っぱく忠告されて、いつの間にか悦も悪い人なのだと思い込むようになっていたのだ。

　それ以来彼を避けるようになり、学校で出くわすとぷいっと顔を背けていた。

『あ、悦の許嫁ちゃんだ。元気ー？』

　私たちの関係を知っていた悦のクラスメイトの男子がそうやって話しかけてきた時も、私は仏ぶっ頂ちょう面づらでツンツンしていたのを覚えている。

『もう結婚なんかしないの。悦は悪い男だったんだもん』

『なにそれ、弄もてあそばれたってこと？』

『モテ、遊ばれ……？　たぶんそう』

　当時はあまり意味がわからなくて適当に頷いたら、翌日には〝石動カップルが破局！〟と、芸能人のスクープばりに噂が広まっていた。

　悪い男の烙らく印いんを勝手に押された悦は、皆から冷やかされて大変だったに違いない。廊下ですれ違った時、怒りマークが見えるような顔でじっとりと睨まれたので、私は冷や汗を掻きつつそろりと視線を逸らしたのだった。

　彼も両親から暮泉家と距離を置くよう言われていたに違いないが、私の態度にも嫌気がさしたのだろう。週に一回は必ずひぐれ屋に遊びに来ていたのに、いざこざが起きて以来ぱったり姿を現さなくなった。

　いざ会わなくなるとすごく寂しくて。仲よくしてはいけないと思えば思うほど、彼を見つけて避ければ避けるほど、心に原因不明の鈍どん痛つうが走った。

　その痛みにも次第に慣れ、小学校を卒業する頃には悦と顔を合わせても平気になっていた。というか、私も口達者になってああ言えばこう言う犬猿の仲へと変わっていたのである。

　昔から落ち着きがあった悦は、高校生にもなるとより大人びてひと際目立つ存在になっていた。容姿も立ち居振る舞いも他の男子とは一線を画していて、皆からの羨せん望ぼうの眼差しを集めていたのは明らかだ。

　成長するにつれ彼の魅力は増すばかりで、私はそれが憎らしかった。周りの女子が皆、目をハートにしているのも。バレンタインは特に、高校の棟に繋がる渡り廊下で彼がチョコレートを渡されているシーンを、教室から何度も見た。

『花詠は渡さないの？』と友達に言われたけれど、もちろん元許嫁の相手に渡すわけがない。暮泉家と石動家が絶交状態であることはわりと有名だったが、昔の関係を知らない人たちは、私を悦に興味のない女として珍しがっていた。

　興味がなかったわけではなく、そもそも異性や恋愛に構う余裕がなかった。私は中学に入ってから本格的に若女将の見習いをするようになり、休日も皆のようにショッピングやカラオケをして遊ぶことは稀まれだったから。

　礼儀作法はもちろん、旅館内の空間を演出する花道や調度品の知識も身につけなければならない。お得意様の顔と名前も料理の説明も、覚えることが山積みで、試験前なんて地獄だった。

　それでも、お客様が『頑張ってね』とか『女将になるのを待ってるよ』とか、温かい言葉をくれるから励まされた。さりげない気配りに気づいてもらえた時はとても嬉しいし、もっとお客様の喜ぶ顔が見たいと思う。

　めちゃくちゃ大変だったけれど不思議と嫌にはならなくて、この仕事は自分に合っているのだと感じられた。

　高校生になると周りには彼氏を作る子が急増して、合コンも頻繁にやっているようだったが、私のライフスタイルは変わらない。よく誘われたが都合がつく日は少なかったし、そもそも合コンは苦手だから参加しなくていいやと思っていた。

　そんな風に過ごしていたら、高校に入ってからできた友達との間でちょっとしたトラブルが起こった。

『花詠ちゃんってさ、あたしらと仲よくしたくないのかな？』

『男っ気ないから誘ってあげてるのに、いっつも断るんだもん。気分悪いよねー』

『家の仕事手伝ってるから忙しいらしいけど、それも嘘かもね』

　体育の自習中、友達ふたりの姿が見えなかったので探しに行くと、彼女たちは体育館裏で私の陰口を叩いていたのだ。

　最近、ふたりの空気に入れない感じがするなと思っていたら、やっぱりそういうことね。なんとなく予想していたからさほどショックではなくても、当然気分のいいものではない。

　私は壁に背中を預け、ため息を吐き出す。その直後、私の向かいにある石畳の道を、ファイルやテキストを片手に抱えた悦が通りかかった。体育館の隣には講堂があり、大学生もよく行き来しているのだ。

　こちらを二度見した彼は、私の様子がおかしいことに気づいたのか珍しく話しかけてくる。

『どうした、そんなとこに突っ立って』

『しっ！』

　思わず人差し指を口に当てると、彼は怪け訝げんそうな顔で口をつぐんだ。

　静かになった瞬間、いまだに笑って私の話をしているふたりの声が聞こえてきた。すると、悦は表情をすっと冷たくして『ああ……なるほど』と呟つぶやき、あろうことか彼女たちのほうへ歩いていくではないか。

　止めようとするも間に合わず、私はどぎまぎしつつ壁に隠れて様子を窺うかがう。女子ふたりは突然現れた高嶺の花の先輩に、飛び上がりそうなほど驚いていた。

『い、石動先輩っ!?』

『暇つぶししようと思ってたら、楽しそうに話してたから。俺も交ぜてよ』

　絶対そんなつもりじゃないはずなのに一体なにを考えているんだろうかと、口元にだけ笑みを作っている悦を盗み見る。

　彼に話しかけられて断る人はそういない。彼女たちも頬をピンク色に染め、『同じクラスの友達なんですけど、あたしたち嫌われてるみたいでー』と、わざとらしく眉を下げて続きを話し始めた。

　私も黙って聞いていたが、忙しいフリをして連絡も返さないとか、若女将なんてダサいとか、ただの悪口が次々流れてきて心が重く沈んでいく。

　連絡する暇もないくらい働いているのが虚しくなってくる。あんまりバカにされると、好きな仕事も嫌いになってしまいそう。

　悦はこれを私に聞かせるつもりで話に入っていったの？　だとしたら、本当に意地の悪い男だ。

　じわりと瞳に涙が滲にじみ、下唇を噛む。もうこんなところにいたくない。

『へえ。付き合いが悪いって文句を言いたいわけか』

『そうなんですよ～。だから今度、その子抜きで先輩と――』

『くっだらねぇ』

　立ち去ろうとした瞬間、嫌悪するように吐き捨てた一段と低い声が聞こえ、私は足を止めた。

『花詠はあんたらが遊びまくってる間、本当に休みなく働いてんだよ。将来自分があの場所を守っていかなきゃって、今から覚悟して、つらくても逃げないで踏ん張ってる。それのどこがダサいって？』

　傷ついた胸を庇かばうような悦の発言に、私は瞠どう目もくした。女子たちも言葉を失ったらしくしんと静まり返っている。

『そんなことも知らないで、あいつの友達を名乗ってんのかよ。そりゃたとえ嫌われたとしても当然だ。あんたらは花詠に相応しくない』

　厳しくぴしゃりと言い放ち、一歩を踏み出す音が聞こえた。動けずにいる私の元まで戻ってきた彼を、戸惑いつつ見上げる。

『悦……』

『気にするな。本当に花詠と仲よくしたいやつらなら、そのうち態度を改める』

　ポーカーフェイスのままだが少し柔らかくなった声で言い、さりげなく私の頭をぽんと撫なでた。

　さっきまでの悔し涙とは違う熱いものが、一気に込み上げて視界がぼやける。彼女たちを一いっ喝かつしてくれたのもそうだけれど、私の頑張りを認めてくれる人がいることがただただ嬉しかった。

『……ありがと』

　震える声で伝えた感謝は、すぐに去っていった彼に届いていただろうか。彼と接してこんなに温かな気持ちになったのは約十年ぶりだった。

　――その後、彼女たちは態度を改めるどころか、悦に守られたことが気に食わなかったようで私を仲間に入れなくなった。しかし、彼のおかげで〝ああ、この子たちとは縁がなかったんだな〟と割り切られたので、私は平然としていた。

　そのうち、自分と波長の合う新しい友達が自然にできて、高校生活も楽しく過ごせた。あの女子ふたりは遊びすぎたのか補習組の常連になっていて、密かにざまあみろと思っていたのは内緒である。

　この一件があってから、私はふと彼のことを考える時間が多くなっていた。

　そういえば、悦って根は優しくて頼もしい人だったな。決して悪い人じゃないし、嫌な思いをさせられた記憶なんてない。なのに、どうして私は彼を毛嫌いしていたんだっけ。

　根本的なことに疑問を持ち、遡ってみれば両親たちに確執が生まれたからだと思い出す。悦になにも非はないのに、悪い話ばかり聞かされていたせいで関わってはいけない相手なのだと思い込んでいた。

　……くっだらねぇ。あの時の悦の言葉を、そのまま自分にも親にも返したい。

　自分たちが気に食わないからって、子供の私たちまで引き離して。とばっちりもいいところだ。今までおかしいと思わなかった私も私だけど。

　悦を避ける必要なんてなかったのだ。もう親の文句など気にせず、好きなように接しよう。

　ようやくそう思い直せたものの、約十年もそっけなくしていたせいで、今さらどう距離を縮めればいいのかがわからない。普通にしようとすればするほど逆にぎこちなくなってしまうし、なにより話すタイミングが難しい。

　悦は大学三年の頃からすでに国家公務員総合職試験のための勉強に勤しんでいて、それに合格し、超難関の官庁訪問もクリアするまでは本当に大変そうで声もかけられなかった。めでたく外務省への内々定が決まった時に、やっと『おめでとう』が言えたくらいだ。

　でも、私が高校最後の夏を迎えたこの頃は、お互いにつんけんした態度は和らいでいたように思う。学校の敷地内で行き会った時には笑顔を向け、軽く手を振るくらいにはなっていた。

　もしかしたら、また昔みたいに戻れるかもしれない。あの頃は、そんな風に淡い期待を抱いていたのに――。




「まさか自宅にお邪魔するまでに、さらに七年もかかってしまうとは……」

　在ストラスブール日本国総領事館が入居しているレ・アールというショッピングセンターを見上げ、私はなんとも言えない気分でひとりごちた。

　時刻は午後四時五十分。先ほど悦の名刺に記されていた携帯に連絡をして、約束通り午後五時までにここへやってきた。幸か不幸か、結局彼を頼りにする状態になっている。

　クレベール広場で悦と別れたのが、今から約三時間前。とにかく航空会社の情報が出ないことにはどうにもならないので、とりあえず観光を続けた。

　世界遺産でもある大聖堂は繊細な彫刻が素晴らしく、目の前一面に広がる美しいステンドグラスや、教会内にある大きな天文時計も圧巻だった。それはもう、自分が置かれている状況を忘れそうになるくらい。

　見学した後は、近くにあるパティスリーでパイナップルとフロマージュ・ブランのアイスを食べてひと休み。この地域はフルーツが豊富ということもあり、カラフルで珍しい味のアイスがたくさんあって目移りしてしまった。

　そうこうしているとようやく航空会社の情報が出て、やはり飛行機は欠航となり、帰れるのは翌日の午後になった。すぐにオンラインで予約の変更をして、母へ電話をかけた。

　日本は午後十時頃。一番気を遣わず話せるのは弟なのだが、大学生の彼は家にいないかもしれないので母にした。

　火山の噴火で飛行機が欠航になった旨を伝えると、真っ先に泊まる場所は確保できたのかと尋ねられた。やはり一番心配なのはそこだろう。

　もちろん悦の家に泊まるだなんてバカ正直に言うはずもなく、いいホテルを見つけられたから大丈夫だと伝えたものの……。

『そこはセキュリティーはちゃんとしてるんでしょうね？　ただでさえ女のひとり旅は危険がつきものだっていうのに……夜は絶対ひとりで出歩いちゃダメよ！　肌を出すのもダメ。あと、バッグは前で持ちなさい』

　と、すでにわかりきっている注意を延々とされた。お客様の前ではたおやかで優しい女将だけれど、普段はこんな感じだ。

　母のことは好きだが、やや過保護でうんざりする時も多々ある。国内のひとり旅はもう止めるのを諦めているようだが、海外旅行には反対していたので余計に心配されている。

　ついさっき、麻薬の運び人にされそうになって……なんて話は口が裂けても言えないので、『お母さんが思ってるほど治安は悪くないよ。でも十分気をつけるから』と伝えておいた。

　電話の最後に『旅館のことは気にしなくていいから、無事に帰ってきなさい』と私の身を一番に気遣ってくれるのは、母の好きなところのひとつだ。

　家にも連絡できたので、約束通り午後五時少し前に領事館の前にやってきた。ガラス扉から見える入り口にはインターフォンがあり、ここから窓口となっている九階へ行くのだろう。

　しかし私は領事館に用があるわけではないので、この辺りをぶらぶらして待つことにする。

　先ほどまでのプティット・フランスののどかな雰囲気とは違い、ショッピングセンターには都会感が漂う。近くにバスターミナルがあるし、日本の駅ビルに似ているかもしれない。

　ああ……なんか緊張してきたな。これから本当に悦の家に行くんだよね？　決して彼が適当な約束をしたとは思っていないけれど、あまりにも現実味がなくて。

　彼はこれまで何度も私を助けてくれた。今回も同じで、ただ不測の事態で困っているから泊めてくれるというだけだし、私に対して下心があるなんて微み塵じんも思っていない。でも、やっぱり大人の男女がふたりで一夜を過ごすっていうのは危険なわけで……。

　いや、もう決めたんだから変な風に考えるのはやめよう。下心があるのは自分のほうじゃないかとツッコみたくないし。

　広がりそうになる妄想を掻き消し、目の前の壁に設置された縦長の箱に意識を向ける。この自販機っぽいものがなにかを考えることでしか気を紛らわせられなさそう。

　商品らしき画像とボタンがいくつか並んでいて、お金の投入口と取り出し口がついている。それをじっと眺めて気を落ち着かせていた時、こちらに近づいてくる人の気配を感じた。

「やっぱり欠航になったな」

　振り向くと同時に耳に届いたのは、馴染みのある声。ビジネスバッグを手にした悦がわずかに口角を上げていて、私も自然に表情が明るくなるのがわかった。

　たった数時間ぶりの再会なのに、こんなに安あん堵どして嬉しくなるのは、たぶんひとりで心細かったからというだけではない。

「悦の言う通りだったね。仕事終わったの？」

「ああ。せっかくだからどこかで飯食って帰ろう」

　腕時計を見下ろす彼にさらりとそう言われ、私はキョトンとした。

　悦とふたりで、ご飯……食べたのはいつが最後だっけ。もう思い出せないくらい昔だから、食事するだけでまた緊張が押し寄せてくる。そうだよね、泊まるだけじゃなくて当然ご飯も食べなきゃね。

　ドキドキそわそわし始める私を見て、悦は不思議そうに首をかしげる。

「なに？　金なら心配しなくていい。軽くお前の倍以上は稼いでる」

「ひと言余計じゃない？」

　私は口の端を引きつらせた。重々わかってますよ、在外公館勤務の外交官が高給取りだってことは。

　食事代くらいは払うつもりだったけれど、確かに彼にとっては微々たるものだろうし、ありがたくごちそうになろう。

「じゃあ、お言葉に甘えて。悦のお気に入りのお店に行きたいな」

「了解」

　私のリクエストに、彼は軽く頷いた。

　悦の好きなものを一緒に食べられるのも嬉しい。内心ニヤけまくっていると、彼はふいに例の自販機らしきものを指差す。

「それにしても、これをまじまじ見てたけど興味あんの？」

「あー、興味あるっていうか、なんの自販機なのかなって思って」

「Préservatif だよ」

　フランス語ではわからず、眉をひそめて首をひねる私。

「プ、プレ……？」

「コンドーム」

　形のいい口から突然飛び出した、破は廉れん恥ちな単語。私は目を丸くし、引き気味で「えっ!?」と声を上げた。

　こっ、コ、コンドーム!?　この、なんかおしゃれな感じのパッケージが!?

　赤面してあたふたし出す私を見て、悦はぷっと噴き出して教えてくれる。

「〝愛の国〟って言われてるだけあって、フランスにはあちこちに自販機があるんだよ。高校や大学にも」

「そうなの!?」

　学校にも設置されているってすごい……日本の性事情とはやっぱり全然違うんだな。

　驚きつつ納得していると、悦が顔を覗き込んできて、意味深な視線で私を捉とらえる。

「買っとくか？　一夜の記念に」

　扇せん情じょう的てきな笑みとその言葉に、ドッキン！と心臓が大きな音を立てて飛び跳ねた。

　消し去ったはずの妄想が蘇ってきてしまう……私たちには絶対必要ないものだっていうのに！

　慌てて「買いません！」と返してそっぽを向く。耳まで赤くなっているだろう私に対し、悦は余裕そうにクスクスと笑い、私のスーツケースを当然のように持って歩き出した。




　さっそくレ・アールから移動し、徒歩十分ほどで悦が贔ひい屓きにしているというレストランにやってきた。中年夫婦が営んでいる一軒家のような小さな店だが、温かみのあるおしゃれなインテリアもご夫婦の人柄も、心をほっこりさせてくれる。

　窓際のこぢんまりとしたテーブル席に向かい合って座り、店内をぐるりと見回すと自然に表情がほころんでいた。

「アットホームな感じで可愛らしいお店だね。なんか意外。もっと高級レストランみたいなところで食べてるものかと」

「しょっちゅうパーティーがあるから、普段はこういう庶民派な店に来たくなるんだ」

　そう言いながら手書きっぽいメニューを差し出す彼に、私は羨望の眼差しを向ける。

「やっぱりパーティー三ざん昧まいなんだ。華々しいねぇ」

「そんなにいいものでもないぞ。三回も出れば飽きる」

　ドライだなぁ。各国の要人や著名人とのパーティーなんて一般人からしたらものすごいことなのに、しれっとしているこの外交官様は大物だわ。

　レベルが違いすぎて、感服の域を超えてもはや呆れてしまう。料理もお任せすると、お昼に食べたタルトフランベ以外のおすすめのものをささっと決めてくれた。

　そこで、悦はふいにメニューから顔を上げる。

「花詠は酒飲める？」

　問いかけられて、そういえば私がお酒を飲むかどうかも彼は知らないのだと気づかされた。本格的に会わなくなったのは、私が高校三年の頃だったから。

　私はお酒が大好きだ。特に日本酒は旅館でもよくお出ししているから馴染み深く、地方に旅をしに行った時は必ず地酒を飲み比べしている。弟と一緒に飲むと大抵あの子のほうが先に潰れて、『肝臓どーなってんの？』と嘆かれるほど。

　でも、あまり可愛らしくない部分は知られたくないのが乙女心。これは伏せておこうと、ニコッと微笑んで答える。

「うん。まあ、人並みに」

「嘘つけ。酒豪だろ」

「なんでわかるの!?」

「当たりか」

　図星を指され、私はあっさり認めてしまった。悦は「品のいい若女将が実は酒豪だったら面白いなと思って」と、したり顔をしている。

　カマをかけられたのか……屈辱。

　すぐ引っかかる単純な自分に呆れている間に、料理とビールが頼まれていた。ストラスブールがあるこのアルザス地方は、ドイツに隣接しているため古くからビール文化が根付いているのだそう。

　ほどなくして運ばれてきたビールで乾杯し、百パーセントアルザス産ホップで作られているというそれをじっくり味わう。とても香りがよく、苦みの中に絶妙な甘みが感じられて格別だ。

「くぅー、美味しい！」

「花詠がそんなに酒好きになってたとは」

　コン、とテーブルにグラスを置いて喜びに浸る私を、悦もビールを口に運びながら物珍しそうに見ている。酒豪だとバレたおかげで、遠慮なく飲めるので結果オーライだろう。

「お酒が飲める体質でよかったよ。友達との飲み会で盛り上がれるし、旅館でお客様にすすめられた時とか飲んでも平気……」

　話している最中、ビールよりも苦い記憶が蘇ってきて口をつぐむ。

　――それは、約七年前のこと。今日再会するまで、私と悦が疎遠になってしまったひとつのきっかけとなる出来事だ。




＊　＊　＊




　悦が外務省からきちんと内定をもらった頃、私は高校三年の秋を迎えていた。

　陰口を叩いていた女子たちとの問題が起こった後から、悦に対する気持ちが少し変わり始めていた私。また昔みたいに戻れるかもしれないと淡い期待を抱いていた時、秋の終盤に彼のほうから話しかけられて、久しぶりに胸を躍らせた。

　話の内容は特にときめくものではない。学部の仲間と教授も一緒に忘年会をすることになり、その教授がひぐれ屋を贔屓にしているので、大広間でできるかという相談だった。

　ひぐれ屋では宿泊するだけでなく、夜なら食事だけすることも可能。十二月は忘年会シーズンだが、まだ余裕のある時期だったので快く予約を取る約束をした。

　問題は私の両親だが、団体での予約だし悦の名前さえ出さなければ気づかれないだろう。十数年ぶりに悦がひぐれ屋に来る。それだけで私は嬉しかった。

　忘年会当日、土曜日で休みだった私はいつものように旅館の手伝いをしていた。休日はきちんと品のある薄桜色の着物を着て、若女将として仕事をこなす。

　悦たちが来た時も、ちょうど時間が空いたのでロビーでお出迎えした。案内されて大広間へ向かっていく皆さんに挨拶をして、最後に悦に向き直る。

「お待ちしておりました。またお越しいただけて嬉しいです」

　丁寧にお辞儀をして、ふんわりと笑みを向けた。若女将として接してはいても、今の言葉は社交辞令ではない。

　彼は魅惑的な瞳でじっと私を見下ろし、ボソッと呟く。

「……馬子にも衣裳」

「なにぃ!?」

「って言おうかと思ったけどやめとく。綺麗だよ」

　さらりと告げられたひと言に、私の頬は一瞬で熱くなり、しおしおと俯いた。『綺麗』だなんて、悦に言われる日が来るとは……。

　しかし数秒後、バッと顔を上げて「いや、結局『馬子にも衣裳』って言ってるじゃん！」とツッコむと、彼はおかしそうに笑った。

　たったこれだけのやり取りでも胸が弾んで、また少しこの格好をしている自分が好きになれた。

　事務をしながら様々な対応をしている父と、食事の提供をしている母にバレたら面倒なので、私もそそくさと仕事に戻る。今日は上客である金融会社の島しま田だ社長も来る予定になっていたため、少々気を張らなければならなかった。

　午後八時を過ぎ、二階にある大広間からは適度に賑わっている声が聞こえてくる。島田社長はそこから離れた少人数用の静かな一室で、役職者らしき数人と宴会を楽しんでいた。

　一組のお客様を部屋に案内した後、館内を移動している最中に、部屋を出てきたひとりの男性と出くわした。恰かっ幅ぷくのいい五十代後半のその男性が島田社長だ。いい感じにお酒が回っているらしく、顔が赤らんでいる。

　おそらくお手洗いにでも行こうとしたのだろう彼は、「島田社長、ご来館いただきありがとうございます」とお辞儀をする私を見て、ぱっと顔を輝かせる。

「君、もしかして女将の娘さん？」

「はい。花詠と申します」

「可愛いねぇ。後でちょっと一杯付き合ってよ」

　社長は指でお猪口ちょこを傾ける仕草をしてそう誘ってきた。母もよくお酒をすすめられて嗜たしなむ時もあるようだが、未成年の私は当然承諾できないので笑顔で丁重にお断りする。

「申し訳ございません。私はまだ未成年で……。代わりにお酌させていただきます」

「そうかそうか！　じゃあ頼むよ」

　彼は快く納得してくれたものの、やや据わった目でこちらを見つめて「今、何歳？」「どこの学校に行ってるの？」などと質問攻めを始めた。これがなかなか終わらない。

　しまった、切り上げるタイミングを見失った……と内心後悔する。しかし、いつまでもこうしているわけにはいかないので、適当な理由を探して一旦下がろうと試みる。

「あの社長、お水を飲まれてはいかがですか？　今お持ちしますね」

「まあまあ、そう逃げないでさ」

　そそくさと去ろうとした時、突然手首を掴まれてギョッとした。お客様に触れられるなんてことは初めてで、身体を強張らせる。

「俺の娘は花詠ちゃんくらいの頃は反抗期で、こうやってそばにいてくれなくてなぁ～」

　社長のほうへ引き寄せられ、一気に危機感と嫌悪感が増して身をすくめた。しかし、もし私の態度で機嫌を損ねたらひぐれ屋の印象まで悪くなってしまうと思うと、下手なことはできない。

　ぴったりくっつく社長からどうやって切り抜けようかとぐるぐる考えを巡らせるのもつかの間、彼はあろうことか肩に手を回してきた。

　私はゾッとしつつも、耐えろ、耐えるんだ！と漫画かなにかのように自分に言い聞かせる。次の瞬間、後方から「お客さん」という冷ややかな声が聞こえてはっとした。

　肩からすっと手が離れていくのと同時に振り向くと、すぐそばに悦がいて私は目を丸くした。その手には社長の手首が掴まれていて、彼が離してくれたのだとわかる。

「なんだい、君は？」

「お楽しみのところすみませんが、この子にも仕事がありますので。ここはキャバクラじゃありませんよ」

　不機嫌さを露あらわにする社長に、悦は毅き然ぜんとそう言い放ち、今度は彼が私の手を引いて歩き出す。強い力で強引に連れられていく私は、唖然としている社長に「す、すみません！」としか言えなかった。

　彼はずんずんと廊下を進み、角を曲がる。人気がないそこまで来た時、私はぐっと足を止めた。

「ちょっ……悦！」

　振り返った彼も、とても不快そうな顔をしている。おそらく彼もお手洗いに行った時に私を見つけ、助っ人に入ってくれたのだろう。その気持ちはとてもありがたいけれど、今後を考えると素直によかったとは言えない。

　離された手を自分で握り、眉を下げて悦を見上げる。

「助けてくれてありがとう。でも、私が自分でなんとかしなきゃいけなかったの。あの人はＶＩＰ待遇を約束されてる人だから」

「セクハラとロリコン疑惑で有名な金融会社の社長だろ。知ってるよ」

　そっけなく返された言葉には嫌味が込められていた。

　悦の言う通り、島田社長はセクハラで訴えられた過去を持つ。不起訴となったが、その後も若い子に手を出しているのではないかと、時々ワイドショーを賑わしている。

　それは知っていたが、ここではお客様なのだから失礼があってはいけないのだ。

　悦の行動はきっと社長を不快にさせてしまったはず。とはいえ、彼からすれば人助けをしただけなので、当然悪びれてはいない。

「俺は別にここの従業員じゃないからな。ＶＩＰだろうがなんだろうが関係ない」

「そうだけど、こっちの立場ってものが……」

「若女将はお触りＯＫってこと？」

「そんなわけないでしょ！」

　ついツッコんでしまった。もちろん触れられるのは嫌だし、お客様じゃなかったら肘ひじ打ちをくらわせていたわよ。

　堂々巡りのやり取りをしていると、やってきた別のお客様に声をかけられ、そちらの対応をしているうちに悦は大広間へ戻っていった。

　すっきりしない気分のまま仕事を続けていると、案の定先ほどの件で島田社長がクレームをつけたようで、父が事務仕事をしている執務室に呼び出された。

「どういうことだ、花詠」と怒りを抑えて問う父に、悦の名前は出さずに事実を伝える。その最中に外から声をかけられ、私が戸を開けると、なんとそこにいたのはまたしても悦だった。

　驚いているうちに彼は遠慮なく中へ入ってきて、十数年ぶりに父と対面する。デスクチェアに座って腕組みしていた父は、目を見開いて背筋を伸ばす。

「え……悦斗、くん？」

「ご無沙汰しています」

　簡潔に挨拶して頭を下げた彼はこちらを一瞥し、どうしてここへ？という私の疑問に答えるように口を開く。

「帰ろうとしてたら、暮泉さんがご立腹の様子で花詠を連れていくのを見て、さっきの件だろうなと。俺も話したほうがいいだろ」

　どうやら見られていたらしい。昔、この執務室で遊ばせてもらったこともあるから、こんなに堂々と入ってこられるのだろう。

　まず、なぜ悦が旅館に来ているのかと混乱しているであろう父に、大学の皆と忘年会をしに来ていたのだと説明した。

　父はすぐに事情を察し、目を鋭くして威圧感たっぷりに悦を見上げる。

「君だったのか。島田社長に無礼を働いたのは」

「ええ。でも俺は、間違ったことをしたとは思っていません」

　悦はまったく怯ひるまず、堂々と言い切る。ハラハラしっぱなしの私は、仲裁に入らずにはいられない。

「お父さん、悦は困ってた私を助けてくれただけなの。私がしっかり対応できてなかったから……！」

「彼が社長の機嫌を損ねたことには違いない。なんとか納得していただいたが、大事な顧客を失いかねなかったんだ。宿の評価にも繋がるし、君の行動は浅はかだったのだと理解してもらいたい」

　私の言葉を遮って、父の厳しい声が響く。それでも、芯の強さを感じる悦の表情は変わらない。

「暮泉さんは、娘を守るより宿の評判を取るんですか？　ひぐれ屋はたとえＶＩＰがひとり来なくなったとしても、それだけで困るような威厳のない旅館ではないと思いますが」

　きっぱりと言い放たれた言葉に、私も父も目を見張って押し黙った。

　悦は、ひぐれ屋がちょっとやそっとじゃ評価が落ちるような宿ではないと認めているのだ。そして、なにより私を心配しているのが伝わってきて、胸がじんとする。

　はっとした様子の父も、それに気づかされたのだろう。しかし、頑がん固こな父はそれで素直になるような人ではない。眉間のシワを濃くし、イラ立ちを抑えてため息を吐き出す。

「君は人を不愉快にするのが得意なようだ。あの家の人間に関わるとロクなことにならない。帰ってくれ」

「お父さん！」

　私のためにしてくれた彼になんて酷いことを言うの!?と、つい憤りを抑えられなくなって声を荒らげた。

　悦はなにを言っても無駄だと悟ったのか、冷めた表情で「失礼しました」と頭を下げて踵を返した。私は慌てて彼を追おうとする。

「待って――！」

「やめなさい、花詠。仕事中だぞ」

　すぐに父の厳しい声が飛んできて、情けなくも足を止めてしまった。扉が閉まり、私たちふたりを残した部屋は気まずい静けさに包まれた。

　肩を落とす私に、父が硬い声で確認する。

「まさか、ずっと悦斗くんと親しくしていたわけではないよな？」

「……親しくなんかないよ」

　胸が痛むのを感じながらぽつりと呟いた。

　仲よくしたくてもできなかったんだよ。きっとこれからも、この父の元にいる限りは無理だ。彼に嫌な思いをさせるだけ。

　やりきれない私の心情を知ってか知らでか、父は「それでいい」と無情なひと言を吐く。悔しさで視界が滲み、強く握りしめる拳を着物の袖で隠した。
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　あの一件から、迷惑をかけたくなくて私はまた悦との距離を置いたのだ。大学四年の彼は講義もほとんどない時期だったので学校にあまり来なくなり、学校に行けばすれ違うなどで会えていた私たちが会わなくなるのは簡単だった。個人的な連絡先も聞いていなかったし、あえて聞こうともしなかった。

　私は海外のお客様に少しでも寄り添えるように、付属の短大で基本的な英語を学んだ。私が卒業してしばらくした頃に、悦は本省での研修を終えてフランスへ飛び立ち、今に至る。

　昔のような関係を取り戻せないまま七年も経ってしまったのは、こういった経緯のせいである。

　懐かしくほろ苦い出来事を昨日のことのように思い返していた私は、汗を掻いたビールのグラスを眺めつつ口を開く。

「……悦が忘年会をしにひぐれ屋に来たの、覚えてる？　あの時はごめんね。私を助けてくれたのに」

　ずっと言いそびれていた謝罪をすると、彼はすぐに合点がいったようで「ああ」と軽く頷き、苦笑を漏らす。

「セクハラロリコン社長の件？　あれは俺も未熟だったなと思うよ。今ならもっとうまく立ち回れるはずだ」

「でも、私は嬉しかった」

　やっぱり今日は、素直な気持ちを自然に表せる。悦の表情も柔らかくなった気がして、心はますます軽くなっていく。

「あれがもう七年前だなんて信じられないね。お父さんがうるさいから、悦にも迷惑かけたくなくてあれから意識的に会わないようにしてたんだけど」

「俺も。お前の親父さん、本当に頑固だよな」

　呆れたように言われ、私も共感しまくりで苦笑いした。

　悦もあの一件を気にして距離を置いていたんだ。やりきれなさと、私自身が嫌われていたわけではないとわかって安堵が入り混じる。

　その時、スライスされたフォアグラが載ったリッチな前菜が運ばれてきたものの、彼はそれを気に留めず私に視線を向けたままでいる。

「今ここにいるのは俺たちだけだ。誰にも文句は言われないし、止めることもできない。食事していても、ひと晩過ごしたとしても」

　ドキリと心臓が音を立てた。

　そう、今日だけは誰にも邪魔されない。なにをしようが私たちの自由なのだ。

「絶対、秘密ね」

　まるで共犯者のような気分で言うと、彼は不敵に口角を持ち上げた。

　今夜は間違いなく特別な一夜になる。スリルや背徳感に似たものを覚えて心拍数が上昇していくのを自覚しながら、私はフォークを手に取った。




　美味しい食事をゆっくり楽しんだ後、スーパーで軽く買い物をしていよいよ悦の自宅に向かった。

　領事館から徒歩十五分くらいだろうか。イル川沿いの静かな通りに、ヨーロッパらしい趣のある三階建てのアパートがあった。ここの最上階に彼の住処がある。

　まず足を踏み入れたリビングダイニングは家族で暮らせそうなくらい広く、それとは別にゲストルームまでついているそう。白を基調とした内装にソファやカーテンの青が差し色になっていて、センスのよさが感じられた。

　まったく散らかっていないホテルライクな部屋をぐるりと見回し、私は感嘆の声を上げる。

「すごく綺麗だし広い！　これも外交特権？」

「そう言われても仕方ないとは思ってる」

　私の冗談に対する返しにクスクス笑っていると、テーブルにワインのボトルを置いた悦は、ネクタイを緩めながら提案する。

「先にシャワー浴びてくれば？　どうせ酔ったらそのまま寝るんだろうから」

「今日はそんなベロベロにはなりませんー」

「どうだか」

　首元をくつろげて気を許した笑いをこぼす彼に、私は平静を装いつつも内心ドキドキしまくっている。

　先ほどスーパーで、悦は飲み足りない私のために名産のアルザスワインを買ってくれた。これからそれで晩酌しようという寸法なのだが、緊張で酔えないかもしれない。

　バスルームを借りるのすら緊張してしまうが、一旦ひとりになって気持ちを落ち着かせたい気もする。とりあえず言われた通り、シャワーを浴びることに決めた。

　ここでも日本とは違い、バスタブはあるものの洗い場がない。悦いわく、フランス人はシャワー派が圧倒的に多く、バスタブにお湯を張ったとしてもそのお湯で髪や身体を洗うのだとか。

　そして朝浴びる人が多いらしく、悦も明日にすると言っていた。仕事に行く前に、駅まで送ってくれるとも。

　ギリギリまで一緒にいられることが嬉しい。ただその分、離れがたくなってしまいそう。

　彼と同じシャンプーの香りを纏うだけで胸が苦しくなる。このもどかしさも洗い流すべく、熱いシャワーを頭からしっかりと浴びた。

　ラフな部屋着に着替えてリビングに戻ると、ワイングラスやウォッシュチーズのマンステールがすでに用意されていた。それらを前にソファに足を組んで座る彼の、なんと絵になることか。

　緊張しているのがバレないよう、なにも気にしていないフリをして隣に座り、改めて白ワインで乾杯した。

　――それから早くも一時間が経ち、私はほろ酔いでいい気分になっている。美味しいチーズと楽しい悦との会話が、ワインをすいすい進めさせるのだ。緊張で酔えないなんて前言は撤回しよう。

　すっかり気が緩み、ソファにぐでんと背中を預けて満足げにため息をこぼす。

「街はおしゃれで可愛いし、料理もワインも美味しい～。ストラスブール最高～」

「じゃあ、ここにいれば？　ずっと」

　ワイングラスを片手に流し目を向ける悦が、さりげなくドキッとすることを言う。

　いやいや、〝ストラスブールに〟という意味であって〝俺のそばに〟って言われているわけじゃないんだから、勘違いしちゃいけない。

　現実問題、これからも旅館で働かざるを得ない私に移住なんてできないのだし。

「無理言わないで。私はひぐれ屋から離れられないんだから」

「弟がいるだろ。あいつは旅館継ぐ気ないのかよ」

　私はグラスを口に運びつつ、考えを巡らせる。

　弟の祥しょうは二十歳の大学生だ。緩いパーマがかかった茶髪に、私より目鼻立ちがはっきりした顔立ちで、身長は百七十センチ後半。性格も明るく人懐っこいので、大型犬みたいな感じ。

　年が離れているせいもあってか、私はいまだに可愛いと思っているし憎めないやつなのだが、跡取り息子としては悩みの種だったりする。

「あの子は継ぐ気はなさそう。一応経営の勉強はしてるし、旅館の手伝いもたまにするけど、真剣さが感じられないっていうか。従業員の子と付き合ってるしね」

「お気楽なもんだな」

　悦の目が据わり、呆れ気味に呟いた。

　私たちの両親に確執が生まれた頃、祥はまだ赤ちゃんで、悦もあまり関わっていない。ただ、祥も同じ学校だったし、姉弟そろっている時にたまたま会ったりもしたので、お互い顔見知りではある。

　祥が旅館を継ぐのを両親は強く望んでいるのだが、本人はのらりくらりとしていて跡を継ぐと明言するのを避けている。他にどうしてもやりたい仕事があるなら私は応援してあげたいけれど、そういう感じでもないから困っているのだ。

　付き合っている彼女は二十二歳で、私も仲よくしている性格のいい子。ふたりが恋人同士であることはごく少数の人しか知らず、もちろん両親はその中に入っていない。

　彼女のためにも将来どうするのか、はっきりさせたほうがいいと思うんだけどな……と考えているうちに、また別のことが気になってくる。

「悦は？　今さらだけど、彼女いないの？」

「いたらお前を泊めたりなんてしない」

「だよね。でも、そろそろ結婚したいなって思わない？」

　こてんと首をかしげて隣に目を向けた。酔っ払っているとこんな質問もストレートにできる。

　彼はぴくりと反応し、おもむろにグラスを置いた。そして私と同じようにソファに背を預け、表情は変えずに口を開く。

「この仕事をするって決めた時から結婚は諦めてる。嫁になる人は、俺がいろんな国に配属になるたびついてこなきゃいけないからな」

「そっか……」

　確かに、外交官は日本と外国を数年おきに行ったり来たりする仕事なのだから、ついていくにしても単身赴任にしても、奥さんは大変だろう。

　私と許嫁の関係のままだったら、悦は外交官になる道を選べなかったかもしれない。もし祥が跡を継がなければ、両親は私と旦那様になる人に旅館を任せたいと望むだろうし。

「許嫁じゃなくなってよかったのかもしれないね、私たち」

　ぽつりとこぼすと、彼の瞳が静かにこちらを向く。

「私は外国どころか他県にすら移住できなそうだし、悦も日本に留まっていられないでしょう。なかなかまとまった休みも取れないし、海外で悦とこんな風に過ごせるのは最初で最後かも」

　私たちはどうなったって結ばれない運命だったのかもしれないと思うと、胸がしくしくと痛む。切なさを隠しきれない微笑みを浮かべ、まつ毛を伏せた。

　ダメだ、なんだかしんみりしちゃう。それより、私はずっと言いそびれていたことがあるじゃないか。

　数年分の感謝を、今私にできる精一杯の方法で伝えよう。

　意を決して顔を上げると、思いのほか憂いを帯びた綺麗な瞳と視線が絡まる。どうしてそんなに寂しそうにしているのか、考えたりはせず思い切って行動に移す。

　悦の腕をそっと掴み、顔を寄せる。そのまま彼の頬に自分の頬をくっつけ、チュッとリップ音を立てた。これがビズというフランス特有の挨拶だとＣＡの友達から教わった。挨拶だけでなく感謝の意味もあるらしいのでしてみたのだが、うまくできただろうか。

　顔を離すと、目を丸くして固まっている悦がいる。彼がこんなに驚きを露わにするのも珍しい。

「昔も今も、たくさん助けてくれてありがとう。今日、会えてよかった」

　ずっと言えていなかった学生時代から今日までのお礼を口にして微笑んだ。直後、触れ合った頬がじんじんと火照りだし、一気に恥ずかしさに襲われる。

　酔っているとはいえ、ちょっと大胆すぎたかな……。

「せ、せっかくだからしてみたくなったの、フランス流の挨拶」

　今さらながらどぎまぎしつつ、へらっと笑って顔を背けた。どうしよう、気まずくなってしまうかも。

　早くも後悔しかけたその時、ふいに頬になにかが触れて肩が跳ねる。驚いて隣に目をやると、私の髪をそっと除けるようにして悦が手を当てていた。

　彼の瞳には先ほどとは違う力強さが感じられて、雰囲気が変わったのがわかる。

「そんな、最後の挨拶みたいな言葉はいらない」

「え……？」

　どういう意味か、考える間もなかった。頭を引き寄せられ、目の前に悦の綺麗な顔が迫って――唇が、柔らかなそれで塞ふさがれていた。

　息をするのも忘れ、ただ呆然と彼の伏せられたまつ毛を目に映す。それがゆっくり持ち上げられると共に唇が離れていき、遅れて心臓が激しく動き始める。

　え……え？　待って待って、なんでキスを……!?

　あまりの衝撃でなんのリアクションもできない私に、再び彼の真剣な顔が近づく。

「悦――」

　私になにも言わせないようにするかのごとく、唇が重ねられる。角度を変えて何度も。ついには舌が差し込まれて、自然に甘い吐息が漏れた。

　全身が熱い。今になって酔いが回ってきたみたいにクラクラする。一体どうしてこんな状況になっているのか、脳がちゃんと機能していなくて考えられない。

　やっと唇が離された時には、私は背中からソファに倒されていた。少し息を乱しながら、とろんとした瞳で覆い被さる彼を見つめる。

「私……こんなに酔ってたんだ」

「酒豪がなに言ってる」

「だって、すごく気持ちいい……」

　恥ずかしいのに正直すぎる感想がこぼれて、ああ、やっぱり酔っているのだと実感する。キスがこんなに満たされるものだったなんて。

　一瞬目を見張った悦は、みるみる色気を増した男の表情になっていく。もう一度私の頬に手を当て、言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「気持ちいいのは酔っているからじゃない。相手が俺だからだ」

　ドクンと心臓が大きく鳴り、お腹の奥が疼うずく感覚を覚えた。自分でも知らなかった女の部分が反応しているのがわかる。

　そして、悦も。情欲を滾たぎらせた彼の姿なんて知らなかった。今、この瞬間まで。

「もっとよくしてやりたい」

　熱っぽい瞳で欲求を抑えきれなくなっていそうな彼を見て、私の理性も崩れていく。想いを止める術は見つけられない。

「……して、ほしい」

　素直にねだると、悦の表情から迷いが消えた気がした。彼はぎしりとソファを軋ませて肘をつき、すぐに唇を奪える距離に顔を近づける。

「明日の朝になっても、これから先もずっと覚えていられるように、身体の奥まで俺を刻み込んでやる」

　官能的な低い声で宣言されると共に鼻先が触れ、私は覚悟を決めて目を閉じた。

　彼は深いキスをしながら器用に私の服を脱がし、誰にも触られたことのない場所を暴く。その秘められた部分にもキスをして、舌や指で愛撫する。あまりの刺激に、私は我慢できずに喘いだ。

　この歳にして処女の私には、意識も記憶も吹っ飛びそうなほど恥ずかしい行為だけれど、全然嫌じゃない。熱い彼の一部が割り入ってくる瞬間も、身体は悦びで震えた。

　もう、どうなってもいいと本気で思った。彼が私を抱く理由がわからなくても、この先私たちの関係が変化するとしても、すべてどうでもいいと。

　投げやりになったわけじゃない。悦にだったら全部捧げたいと、心が望んでいる。

　ひとつになれることがただただ嬉しくて、胸が張り裂けそうなほど切なくて、今だけは離れたくなかった。

「あぁっ、悦……んうっ」

「花詠……っ」

　指を絡め、荒い呼吸をしながらひたすらお互いの名前を呼ぶ。本能のまま夢中で求め合い、私の中で交わる。

　とてつもなく淫らで、想像以上に甘く切ない世界に身を投じた私は、自分が完全に落ちていることを認めざるを得なかった。

　私はずっとずっと前から、一番近くて遠い存在のあなたが大好きだったんだ。




　――翌朝、私はダブルベッドの上で目を覚ました。

　しばらく誰もいない部屋をぼんやり見回し、昨夜の夢のような出来事を思い出した途端、一気に覚醒して全身が熱くなった。ブランケットを捲るとキスマークがついた自分の裸が露わになり、慌ててまた包まる。

　ど、どうしよう!?　私、悦とあんなめくるめく一夜を……！

　酔っていたのと、行為が衝撃的すぎて細かい記憶は曖あい昧まいだ。あのままソファで眠ってしまった私を彼がここに運んでくれたのだろうけど、抱かれたことはしっかり覚えている。

『明日の朝になっても、これから先もずっと覚えていられるように、身体の奥まで俺を刻み込んでやる』

　そう言われた通り、忘れられないよ。私を見つめる切なげで情熱的な瞳も、隅々までいたずらに触れる指や唇も、自分の中で感じた熱さも……。

　欲情した彼の姿を蘇らせていた時、ドアがノックされてびくっと肩が跳ねる。

「はっ、はい!?」

　頭から被ったブランケットから顔だけ出した状態で、反射的に返事をした。ドアが開かれて悦が顔を覗かせると、ドキン！と胸が騒ぐ。

　すでにワイシャツとスラックスを身につけていて爽やかなのに、セクシーに見えるのは昨夜の余韻がかすかに残っているからだろうか。

「おはよう。身体は大丈夫か？」

「っ、う、うん！　大丈夫……！」

　何事もなかったかのごとく平然としつつ身体を気遣う彼に、私は声をひっくり返らせるもとりあえず答えた。動揺しまくっていると、落ち着いた声が投げかけられる。

「そうか。ゆっくり寝かせてやれなくて悪いけど、そろそろ時間」

「あっ!?」

　はっとしてベッドサイドの時計を見やると、昨日家を出ようと決めた時間まであと三十分。

　現実に引き戻され、「もっと早く起こして！」と文句を言う私。彼がクスッと笑って扉を閉めた直後、ベッドから飛び降りて支度を始めた。

　それからは慌ただしくて、余韻なんてものはなくなっていた。あの官能的な出来事は夢だったのかと疑うほど。

　昨日、朝食用に買っておいたパンと、悦が淹いれてくれたコーヒーをお供にササッとメイクをし、ふたりで一緒にアパートを出る。ここでも私の荷物を持ってくれる彼のさりげない優しさは、愛情があるからなのか、それともただの気遣いなのかわからなくて胸が締めつけられた。

　ストラスブールの朝は、心とは裏腹にとても清々しい。昨日の夜のことは悦も口に出すのをためらっているのがわかって、結局曖昧なままだ。

　お酒を飲んだ勢い……ってことになってしまうんだろうか。私には確かに愛があるし、彼も軽い気持ちでしたのではないと思いたい。けれどお互い話題に出せないのはおそらく、一緒になれる未来が見えないから――。

　たわいない会話を普通にしながらも、もどかしく切ない気持ちでいっぱいになっていた。

　先ほど悦が調べてくれた航空会社の情報によると、噴火の影響は大きなものではなかったらしく、今日は順調に運航しているようだ。

　ストラスブール駅は同じホームに路線や行き先が違う電車がひっきりなしに到着・発車しているので、パリへ向かう電車も悦にちゃんと確認してもらった。

　この駅には改札がないため、プラットホームで悦と向き合う。彼と話せるのはこれが最後。もちろん日本に帰国すればまた会えるけれど、あえて約束はしていないし、いつそんな日が来るかもわからない。

「次はいつ日本に帰ってくるの？」

「早ければ来年。もっと長くなったら、さらに一年は帰れないだろうな」

「そっか……」

　一年は確実に待たなければいけないのか。これまで会わなかった期間のほうが長いのに、どうやって今まで耐えてきたんだろうと思うくらい、ものすごく寂しい。

　その気持ちを表に出さないようにしたいけれど、自然に視線が下がっていく。うまい言葉も出てこなくて、無意識にまたバッグについているガムランボールをきゅっと握った。

「それ、まだつけてたのか」

　悦の声にふっと顔を上げると、彼は私の手元に視線を向けている。懐かしそうな、優しい目をして。

　ガムランボールのことを覚えていたんだなと、ほんの少し嬉しく思いつつ「うん。可愛くて」と頷いた。

「これをあげた頃から、花詠は明るくておてんばで、ちょっとバカなところもあって。若女将になんてなれるのかって心配してたけど」

「急に悪口」

　いきなりディスり始めたなと口元を歪ゆがめるも、彼は凛とした笑みを湛えて私をまっすぐ見つめる。

「そういう無邪気さも、芯が強くて頑張り屋なところもお前の魅力だと思ってた。花詠なら旅館に来るたくさんの人を幸せにできる。これからも頑張れよ」

　思いがけずエールを送られ、胸がじんと熱くなった。決して仲はよくなかったのに、ずっと見守ってくれていたような温かさが溢れている。

　気を抜くと涙が出てしまいそうで、何度も瞬きをしてなんとか口角を上げた。

「悦は相変わらず頼もしかったよ。そっちも頑張ってね」

「ああ。気をつけて」

　瞳を潤ませつつ精一杯の笑顔で返すと、彼も口元を緩めて軽く頷いた。

　名残惜しくなるばかりなので、下唇を噛んでくるりと背を向ける。そのまま電車に向かって歩き出すも、まるでぬかるみを進むみたいに足が重い。

　離れたくないよ。あんなに濃密な時間を過ごしてしまったから、もう前のように距離を置ける気がしない。

　でも、こんな風に寂しくなっているのは私だけかな。悦は基本ドライな性格だし、私を抱いたことを後悔しているかもしれない。今振り向いても、彼はさっさと帰っているかも……。

　そこで立ち止まらずに、電車に乗ってしまえばよかったのに。未練がましく振り返った私は、その場から動かずに見届けようとしている彼の姿を捉えて目を見張った。

　胸がきゅうっと苦しくなるのを感じながら、本心とは真逆のことを言って促す。

「は、早く行きなよ……仕事遅れちゃうよ？」

「そっちこそ。お前が乗らないと行けない」

　悦はわずかに眉根を寄せた。名残惜しさで動けなくなる私を見て、彼はひとつため息を吐き出す。

　呆れられてしまっただろうかと思ったのもつかの間、こちらに近づいてきた彼が私の手を引いた。

　逞しい腕にしっかりと抱かれて、目を見開く。瞬時に昨夜の熱さが蘇ってくる。

「……日本で、また会おう」

　一瞬ホームの雑音が消え、悦のひと言が耳に届く。寂しさでいっぱいだった胸に希望の光が灯り、再び込み上げる涙を堪えて「うん」と頷いた。

　悦もまた会おうとしてくれている。今はその約束ができただけで救われるような思いで、私は憂いが滲む笑みを向けて今度こそ彼の元から離れた。

　いつか、お互いの気持ちをさらけ出せる時が来てほしい。結ばれない立場だとしてももう抑えられないくらい、私は心底あなたを愛しているから。










３．あなたはビター・スイート




　ひぐれ屋は大正元年に創業した老舗旅館だ。最初は屋敷を買い取って宿を始め、昭和に入ると当時の最高の建築技術を駆使して増築していった。徐々に客室を増やし、今は全部で二十五部屋ある。

　一部屋ずつ造りが違った趣のある和室で、当時はそのデザイン性の高さも群を抜いていたらしい。客室は中庭を囲むように建てられているので、どの部屋からも美しい日本庭園を眺められる。

　温泉は三つの大浴場と、貸切風呂が五つある。すべて源泉かけ流しで、露天風呂はもちろん、檜ひのき風呂や岩風呂などバラエティーに富んでいて好評だ。

　そんなひぐれ屋は私の自慢の場所であり、今日も若女将としての誇りを抱いて館内を歩き回っている。

　宿泊客がチェックインをしにやってくるのは午後三時から。その前に一度、三十人近くいる従業員が全員でロビーに集まってミーティングをする。

　ここでは仲居さんひとりにつき二組のお客様を担当するのが基本。その割り振りや、お客様によって違う食事の時間を確認したり、記念日のお祝いをする時はそれを周知させたりするのだ。

　特に注意しなければいけないもののひとつは食物アレルギーで、お客様の情報を仲居さんから板前さんまで共有するよう徹底している。

　今も女将である私の母が、きりりとした表情で皆の前に立って話を進めていた。

「注意事項と担当の割り振りは以上です。では、今日もお客様に素敵な時間をご提供するよう、各々尽力してください。よろしくお願いします」

　母に続き、「よろしくお願いします」と私も皆と声をそろえ、丁寧に頭を下げた。

　フランス旅行から一年弱、もうすぐ二十六歳になる私は変わらずひぐれ屋で若女将の仕事をこなしている。四月上旬の今は桜柄の着物を着付けたり、宿泊客にはお着き菓子として桜や菜の花をモチーフにした練り切りをお出ししたりして、そこかしこで春を感じる日々だ。

　悦は元気でやっているだろうか。一応家に泊めてもらった時に連絡先は交換したけれど、お互いにやり取りはしていない。

　いざメッセージを送ろうとしても結局やめてしまう。やっぱりあの夜のことを考えてしまって、なんの話をしたらいいのかわからないのだ。

　彼を想うと胸が苦しくて仕方ないので、今日も仕事に邁まい進しんして余計なことを考える余裕をなくそう。金曜日だから予約も多いし。

　帯揚げの形を少し直し、よし、と気合いを入れて仕事を始めようとすると、母がなにかを言い忘れたらしく「ああ、それと」と皆を呼び止める。

「もうすぐ若旦那も入りますので。わかっているでしょうが、お客様よりあの子のことを見ていてはいけませんよ」

『若旦那』という呼び名が出た途端、仲居さんたちはぱっと表情を明るくして色めき立った声を上げる。母は「そわそわしない！」と一喝するが、これは毎度お馴染みのやり取りだ。

　若旦那というのは、弟の祥のこと。そういえば、今日はなんの用事もないから大学が終わったら手伝いに入ると言っていたっけ。彼にとってはバイト感覚なのが悩ましいけれど、手伝ってくれるだけありがたい。

　祥は着物に羽織を纏った姿で働く。贔屓目に見なくても容姿はいいほうだと思うくらいなので、やはり仲居さんたちにもお客様にも人気で、彼が入る時は今のように女性陣のテンションが三割増しになるのだ。

　中でも一番喜んでいるのは、旅館に併設されている茶房で働く祥の彼女だろう。

　二十三歳の一いち柳りゅう棗なつめちゃんは名家のお嬢様であり、茶道ではなく急須でお茶を淹れる煎せん茶ちゃ道を学んでいて、とても美味しいお茶でもてなしてくれている。

　茶房は昼はお茶とお菓子、夜はお酒とおつまみを楽しめる場所。煎茶道の作法を振る舞える棗ちゃんは、最初はバイトとして働き始めたものの、今やここになくてはならない存在だ。

　長い黒髪をお団子にして、品のよさとあどけなさが調和した可愛らしい顔立ちの彼女に、私はそれぞれの持ち場へ向かう皆に交ざってさりげなく近づく。

「よかったね、棗ちゃん。祥が来て」

　そばにくっついてこそっと耳打ちすると、平然を装っていた彼女が一瞬でにんまりとした顔に変わった。

「花詠さ～ん、俄然やる気出てきました！　祥くんの着物姿を見るだけで、ご飯三杯イケます！」

「たぶんあの子も同じこと思ってるよ」

　着物の袖から控えめなガッツポーズを覗かせる彼女に、私は呆れにも似た笑いをこぼした。年下彼氏の祥も、着物姿の棗ちゃんにひと目惚れしたのだから、今夜会えるのを心待ちにしているだろう。

　内緒の交際を始めて約二年。決して人前でイチャイチャしないが、その分私の前ではふたりとも遠慮なくデレる。もう勝手にやっててくれと放っておきたくなるくらいデレる。本当に仲よしなので、このまま結婚までいってしまうかもしれない。

　客室が綺麗に整っているかを確認しに行くため、茶房へ向かう棗ちゃんと館内を歩きながら、つかの間の雑談を楽しむ。

「旅館で働けばずっと棗ちゃんといられるのに、あの子はなんで渋ってるんだろうね」

「うーん……やっぱり最初から進む道が決まっているのは複雑なんじゃないですかね。プレッシャーもあるって弟が言ってたし」

「弟くんは、跡を継ぐかどうかってもう決めてるの？　棗ちゃんたちのお父さんって『ヒトツヤナギ』の社長さんだよね」

　棗ちゃんも我が家と同じ家族構成なのだが、実は彼女も旧華族の末まつ裔えいである。一族が昔暮らしていた屋敷の旧一柳侯こう爵しゃく邸ていは、レストランや資料館として利用されていて全国的にも有名だ。

　彼女のお父様はそこの支配人でもあり、経営者でもある。弟くんは私たちと同じ学校に通っていて、この春大学一年生になったばかり。跡継ぎ問題はどうなっているのか、我が家と境遇が似ているのでとても気になる。

　棗ちゃんは少し視線を宙に向け、おおらかな調子で答える。

「まだ決めてはいないみたいだけど、継がなくてもうちの両親は責めないと思います。『自分の好きなことをしなさい』って言ってくれているから、私もここで働いていられるんですよ」

「なんて寛大なご両親……！」

　旧華族ともなるとこういった問題はシビアな気がするけれど、きっと子供思いの素敵なご両親なのだろうと感服した。棗ちゃんがこんなにいい子に育ったのも頷ける。

　本来なら棗ちゃんも旧一柳侯爵邸で働くのが自然なのだが、嬉しいことにひぐれ屋の茶房をとても気に入ってくれて、ここで働きたいとご両親に直談判したのだそう。

　うちの親は子供が跡を継ぐのが当然だと思っていて、祥とはこれまで何度も対立してきた。私ももちろん祥とひぐれ屋を守っていけたらいいなとは思うけれど、もし本気でやりたい仕事が見つかったなら、そちらの道へ進むのを応援したい。

　ただ、その場合は私がお婿さんをもらわなければいけなくなりそう。本当に好きな人とは結ばれない運命まっしぐらだ。

　また悦の顔が脳裏をよぎり、ため息をつきたくなった時、棗ちゃんが含みのある笑みを浮かべて私の顔を覗き込んでくる。

「祥くんが跡を継いでくれたら、花詠さんだって嬉しいですよね。外交官の妻になる選択だってできるんだし」

　今度は彼女が私に耳打ちした。その途端、ぽっと頬が熱くなる。

　私も彼女にだけは悦が好きなのだと打ち明けている。でも、急に妻とか言われると動揺が隠せない。

「んなっ、棗ちゃん心読んでる!?　その通りだよ！」

「花詠、仕事しなさいっ！」

　棗ちゃんの肩を叩いて本心をさらけ出す私と、騒いでいるのを見つけてにょきっと角を生やした母に、彼女はあっけらかんと笑っていた。




　それから約一時間が経った午後四時、帰宅してきた祥が銀ぎん鼠ねずの着物に紺色の羽織をまとい、お客様をお出迎えし始めた。

　午後六時から順々にスタートする夕食の準備で仲居さんはてんやわんやなので、会場の確認やお客様の対応は私たちがする。臨機応変に食事を運ぶのも手伝うし、この時間はいつも慌ただしい。

　そんな中私は、先ほどチェックインしたお客様のお部屋へ向かっていた。手にしているのは食事ではなく、濡らして冷蔵庫で冷やしておいたタオルだ。

　お声をかけて扉を開けると、二十代の男女がくつろいでいる。丁寧に挨拶をして、女性のほうに濡れタオルを差し出す。

「上うえ原はら様、よろしければこちらをお使いください。目を冷やすとかゆみが抑えられますので」

　そう言うと、彼女は目を丸くして驚きを露わにした。

「えーありがとうございます……！　花粉症ってわかったんですか？」

「チェックインの時から目真っ赤にしてたもんな」

　気の毒そうに笑うお連れ様の男性が言う通り、チェックインする時に目をかゆそうにしていたので、すぐに花粉症だとわかった。少しでも快適に過ごしてもらうためになにかできないかと思い、これを持ってきたというわけだ。

「冷蔵庫で冷やしてお使いください。ひぐれ屋の温泉はぬるめで、肌への刺激も少ないのでかゆみは抑えられますし、安心してご入浴できるかと思います」

　熱すぎる温度だと余計かゆくなってしまうけれど、その心配はないことを伝えると、ふたりはほっとした笑みを浮かべた。

「お気遣い、すごく嬉しいです。わざわざありがとうございます」

　何度もお礼を言うふたりに、私もほっこりした気分で部屋を後にした。

　ロビーに戻ってくると、カウンターの奥に忍ばせているファイルを取り出す。これは私だけの特別なアイテムだ。

　若女将の仕事を始めてから、お客様の顔や、どんな面子で来ていたかくらいは自然に覚えられるようになった。さらに、そのお客様の名前と、なにを話したかなどのメモをファイリングしておくようにしているので、見返すとわりと人物像が蘇ってくる。

　今も、忘れないうちに上原様の名前と、花粉症の情報を書き加えておく。こうしておけば、次回また来館された時に思い出してもてなすことができるから。

　こういったアレルギーはもちろん、記念日もわかった方はメモしている。サプライズでケーキをお出しすると喜んでもらえるのだ。

　少しでもお客様一人ひとりに合ったおもてなしをしたいと思って自分なりに始めた習慣だが、なかなか役に立っている。

　その後も、他のお客様に問題がないかを確認していた。午後七時頃、なにもなさそうなら後は仲居さんに任せて、私や母は業務を終える。

　仲居さんたちは食事が終わると後片付けに奔ほん走そうしなければならないし、まだ慌ただしい時間は続いている。私もこの時間になるとクタクタだけれど、着替えて旅館を出るまでは気が抜けない。

　廊下で会ったお風呂上がりらしき中年男性のお客様にも、疲れを見せず姿勢を正して品よく笑顔で接する。

「いいお湯だったよ～。料理も美味しかったし」

「御み影かげ様、ありがとうございます。明日の朝食も楽しみにお待ちください。おやすみなさいませ」

　お腹の前で自然に手を重ねて言い、うやうやしく頭を下げた。

　ゆっくり姿勢を戻し、部屋へ向かう男性を見送ってひとつ息を吐いた時、なにやらロビーのほうから声がするのに気づく。

　クレームとかではなさそうだけど……と思いつつそちらへ向かってみると、祥が四人の若い女性陣に囲まれていたので、私は脱力した。

　今日も大人気だな……。こういうのに慣れている祥は、まったく動じず営業スマイルをキメているけれど、ここに棗ちゃんが来たらめちゃくちゃ焦るに違いない。

「若旦那さん、すっごいイケメンですよね！」

「写真撮らせてもらってもいいですか？」

「申し訳ございません。建物や料理以外の写真はお控えいただいております。ですので、ぜひまた直接会いにいらしてください」

　愛あい嬌きょうがあり、かつ大人びた笑顔を振りまく彼の言葉に、女性陣は目をハートにして「はいっ！」と従順に答えていた。私は内心苦笑いする。

　祥が旅館を継ぐ気があるのかどうかはさておき、若旦那としての素質は備えていると思う。ちゃらんぽらんに見えて気が利くし、なにか問題が起きた時も誠実に対処できるし。だからこそ、継がないのはもったいない気がしてしまう。

　浴衣姿で部屋に戻っていく彼女たちに、私もたった今通りかかったように装い、祥と一緒に「おやすみなさいませ」と頭を下げた。

　ロビーが静かになると、祥はドヤ顔で私に親指を立ててみせる。

「リピーター、ゲット」

「なんか腹立つわ」

　こっちはどうしたらまた来てもらえるか試し行こう錯さく誤ごしているっていうのに……と、口の端を引きつらせて速攻で返した。こんな砕けたやり取り、絶対お客様には見せられない。

　気を取り直して、祥は夕食が終わるまで働く予定なので、先に上がることを伝える。

「お疲れ様。私、執務室に寄ってから帰るね」

「俺も、板前のおっちゃんから父さんに伝言頼まれたから行くところだったんだ」

　それならと、別館にある執務室に一緒に向かう。我ながら仲のいい姉弟だ。

　客室がある本館と、従業員だけが使っている小さな別館は、屋根がついた渡り廊下で繋がっている。穏やかな夜風に乗って桜の花びらが舞うそこに出れば、私たちはようやく普通に話せる。

「棗ちゃん、今日は遅番なんでしょ。着物姿が見られてよかったねー」

「おう。さっきすでに茶房に様子見に行ったけど」

　冷やかしたものの、仕事中に逢おう瀬せを重ねるな！と眉間にシワを寄せる私。

「この不届き者！」

「お客さんを案内したついでだよ。何回見ても可愛いんだよなぁ。ご飯三杯、いや五杯はイケる」

「真面目な顔で言うな」

　腕組みをしてひとり頷く弟は、予想通り彼女と同じことを口にしていた。ほんとバカップルなんだから。

　呆れた笑いをこぼして執務室の前にやってきた時、中から少々怒気を含んだ声が聞こえてきた。

　祥と目を見合わせてお互いに耳をそばだてると、おそらく父と母がなにかを言い合っている。ケンカしている風ではなく、なにかの問題に対して議論しているような感じだ。

　もう一度目で合図してから、コンコンとノックをして木製の扉を開ける。

　大正ロマン風の落ち着いた内装の部屋には、やはり両親がいた。デスクチェアに座る父は険しい表情で、その向かいに立つ母も困り顔で私たちに視線を寄越す。

「ああ……あんたたち、お疲れ様」

「なに、トラブル？」

　今いるのは家族だけなので、祥が軽い調子で問いかけた。父は眉間のシワを濃くしたまま、祥を一瞥してそっけなく言い放つ。

「ここを継ぐ気のないお前には関係ない」

「「子供みたいな意地張らないの」」

　私と母の呆れた声が重なった。祥に対して父がふてくされるのも、私たちが今みたいにツッコむのもいつものことだ。

　話す気のない父の代わりに、母が一部始終を教えてくれる。

「この間から宿泊のキャンセルが相次いでいるのよ。ゴールデンウィークにかけて、石動グループが他の大手ホテルグループと手を組んで、破格の値段で泊まれるキャンペーンを始めたのが影響してるみたいね」

「これだからあいつらは……やることに品がないんだ、まったく」

　父はぶつくさ言っているが、私は不意打ちで飛び出した石動グループの名にドキリとした。

　悦のお父様たちが始めた企画なのか。父からしたら、因縁の相手にまた邪魔されているのだから、余計に気に食わないだろう。

　確かにキャンセルされるのは痛いな、と考えていると、祥が父のほうに向かっておもむろに歩き出した。デスクを回って父の隣に寄り、パソコンのマウスに手を伸ばす。

「ちょっといい？」

「なんだ、勝手に」

「別に変なことはしねーよ。今スマホがないからこれで調べるだけ」

　訝しげな父をよそに、祥は素早くキーボードを打ち、なにかの画面を見て「これか」と呟いた。私と母も、男ふたりの後ろに回り込んでパソコンの画面を覗く。

　そこに開かれていたのは有名な旅行サイト。ずらりと並ぶホテルや旅館の情報には、キャンペーンの内容と値下がりした金額が目立つ色で記されていた。

　いくつかの高級ホテルを見比べたあと、私は腕を組んで唸る。

「確かに魅力的すぎるわ。一流の高級ホテルにこの値段で泊まれるなら、そっち行くよねぇ」

「俺も、べアティチュードのスイートとか泊まってみたい」

　祥が言うのは、『ホテルべアティチュード東とう京きょう』というラグジュアリーな五つ星ホテルだ。私も同意してうんうんと頷いていると、「あんたたち、ケンカ売ってる？」と母にじとっと睨まれた。

「そんなに呑気にしていられないのよ。ただでさえ、ここ数年は宿泊客が減ってきてるんだから……」

　母は頬に手を当て、困り果てた様子でため息を吐き出した。

　彼女の言う通り、徐々に宿泊客が減ってきているのは私も実感している。昔は閑散期も予約が取りづらいほどだったのに、数年前から繁忙期にも空きが出るようになった。去年、修繕工事ができたのも、お客様が少なくなっていたからこそである。

　今日のように週末は忙しいし、すぐに赤字になるほどではないはず。しかし、このまま衰退していったら数年後どうなっているかはわからない。

　こうなった原因は、多様なホテルがたくさんできて競争が激しくなったせいだろうと父は推測しているが、そもそもこの宿は少し時代遅れな部分があると私は思う。

　ひぐれ屋は旅行サイトには掲載を許可しておらず、予約を受け付けているのも電話のみ。一応ホームページはあるものの、こういった類いのものを重要視していない父は管理もおろそかになっている。

　ずっと指摘しているけれど、てんで伝わっていないので改めて言わせてもらう。

「お父さん。うちも旅行サイトに載せてもらって、いろんな割引キャンペーンをやるべきだって前から言ってるじゃない」

「旅行雑誌には掲載しているんだから十分だろう。むやみやたらに宣伝したり、宿泊料を下げたりしたらひぐれ屋の品位が損なわれる」

　そんな風に昔気質なプライドを守っている場合じゃなくない？と、私はぎゅっと眉根を寄せて反論する。

「考えが古すぎ。それじゃそのうち年配の人しか来なくなるよ。今の若い人はスマホで全部調べるし、予約もネットでできたほうが行こうって気になりやすいんだから」

「冷やかしならお断りだ」

「はぁぁ？　この、がん――っ！」

　ツンとして突っぱねる父にイラッとして、思わず悪態が口をついて出そうになるも、なんとか堪える。

「……なんでもない」

「今、頑固オヤジって言おうとしただろ」

「し、てない」

　へらっと笑う祥に図星を指され、喉を詰まらせつつしらを切った。父は怒りとショックが交ざったような顔で私を見た後、へそを曲げたらしくそっぽを向く。

「とにかく、うちのやり方を変える気はない。変わらないほうがいいものもあるんだ」

　頑として聞く耳を持たない父に、私たち三人は顔を見合わせて静かにため息を吐き出した。




　話し合いが解決しないまま迎えた翌日の午前十時半、宿泊客のチェックアウトは十時までとなっているので、ここからチェックインが始まるまでは少しひと息つける時間だ。茶房だけは午前十一時から営業しているので例外だが、仲居さんはたすき掛けという勤務でこの時間はおらず、私も適宜休憩を取っている。

　昨日、例の問題について聞いてからずっと考えているものの、いい解決策は浮かばない。というより、父を納得させるための案が浮かばないのだ。

　お客様一人ひとりに見合った、心のこもったおもてなしをする。それは当然として、これまで様々な試みを行い、たくさんの方がまた来たくなる宿にするために努力してきた。

　お着き菓子は老舗和菓子店から日替わりで取り寄せたり、日本各地の日本酒を用意して飲み比べられるようにしたり。貸切風呂は数年前まで完全予約制だったが、一部を予約不要で入れるようにもした。

　かなり昔の建物だけれど綺麗に保っているし、大正ロマンの風情も感じられる素敵な内装だと思う。もちろん茶房だってイチオシだ。

　それでも客足が減っているのは、やはりそれなりの宿泊料がかかることや、ひぐれ屋の存在を知っている人が少なくなってきているのもひとつの要因ではないだろうか。昔から常連だった人が、歳を取って来られなくなってしまったのもあるかもしれない。

　リピーターを作るのにも、口コミにも限度がある。これまでとは違ったアピールもしたほうがいいと思うんだけどな……。

　清掃のスタッフがてきぱきと働いている中、私はロビーに飾ってある生花を手入れして、ため息交じりにひとりごちる。

「どうしたらあの頑固オヤジを説得できるんだろ」

「口に出てますよ、花詠さん」

　ちょうど出勤してきた棗ちゃんが、苦笑しながら私にツッコんだ。昨日は堪えたのに、目の前に本人がいないと口が緩くなってしまう。

　私は色が悪くなってきたアルストロメリアの一番花を摘み取り、残っているつぼみの二番花を交互に眺めて口を開く。

「棗ちゃん。お花ってさ、長持ちさせるには古くなった部分は取り除いていくじゃない？　このひぐれ屋にもそういう思い切りが必要だと思うのよね」

「うんうん……えーと、なんの話ですか？」

　へらっと笑って首をかしげる彼女に、時間の許す限り昨日の話を愚ぐ痴ちろうとした、その時。玄関のガラスの扉が開き、誰かが入ってきた。

　白いＴシャツにネイビーのジャケットを羽織った姿がちらっと見える。開館前と知らず、お客様が来てしまったのだろうか。

「申し訳ありません、まだ――」

　言いながらきちんと向き直った瞬間、そこに立つ人物を見て私は目を見開いた。

「え……悦!?」

　毛先が揺れる指通りのよさそうな黒髪に、男性にしては綺麗すぎる顔。服装はスーツではないけれど、シンプルなファッションでもなぜか様になっている彼は間違いなく悦だ。

　び、びっくりした！　日本に戻ってきたの？　まだフランスにいると思っていたのに……しかも、ここに来てくれるなんて。

　嬉しさと感動で胸がいっぱいになって、言葉が出てこない。凛とした表情の彼が一歩一歩近づくにつれ、心臓の音も大きくなる。

「花詠」

　久しぶりに名前を呼ばれ、胸がきゅーっと締めつけられた。その口から紡がれる次の言葉に意識を集中させる。

「エントランスが桜の花びらで汚れていたぞ。掃除したのか？」

　…………はい？　掃除、ですと？

　勝手にロマンチックな再会を期待してしまっていた私は、あまりにもかけ離れた言葉に愕然とした。ぱちぱちと瞬きをした後、一気に仏頂面に変わる。

　久しぶりに会っての第一声がそれ？　曖昧なままとはいえ抱き合ったのに？　あの時の甘い彼はいずこへ……!?

　背の高い彼はただ見下ろしているだけかもしれないが、その視線は嘲あざけっているようにも見えてくる。むくむくと怒りが湧いてきて、私の眉間のシワが深くなる。

「もちろんこれからもう一度します！　というか、まだ開館前なのに我が物顔でやってくるあなたもどうかと思いますが？」

「客として来たわけじゃない。業者だって、打ち合わせには閉館中に来るだろう」

「じゃあ、あなたはなんの用で……」

「花詠に話があって来た」

　温かみを感じない口調を続ける彼に頭を抱えたくなっていると、急に意味深なことを言うのでピクリと反応した。

「どこかふたりきりで話せる場所はあるか？　たいして時間はかからないから」

　大事な話なのかと思いきや、そうでもなさそうで再び脱力する私。なのにふたりきりになりたいって、この人の考えはよくわからない。

「時間のかからない話ならこのロビーで聞きます」

「親父さんに会ったらまた険悪になりそうだけど、それでもいいなら」

「うっ」

　確かに悦と話しているのを見られたら、また父の怒りの導線に火が点いてしまうかもしれない。石動グループへの敵対心が強くなっている今はなおさら。

　とはいえ館内ではいつ両親に出くわすかわからないので、「外しかないから出てて！」とビシッと玄関の向こうを指差した。

　彼はあっさりこちらに背を向けて歩き出す。私は花瓶を置いてある棚に片手をつき、反省猿のような格好で大きな落胆のため息を吐き出した。

　自分の存在を消すように縮こまって静観していた棗ちゃんは、おずおずと話しかけてくる。

「か、花詠さん、もしかしてあの人が……」

「元許嫁の外交官」

　皮肉たっぷりに言い、のっそりと姿勢を戻す。

〝フランスで親密になったんじゃなかったんですか？〟と言いたげな彼女に「後でいろいろ愚痴らせて」と告げ、足取り重く私も外へ向かった。

　人目につかない場所はそれほど多くない。建物の壁に沿うようにして少し歩き、中庭に出る前に足を止めて彼と向き合う。

　また犬猿の仲だった頃のように戻ってしまったのかと、悔しさや切なさを抱きつつ、こちらもそっけない態度で尋ねる。

「いつ帰ってきたの？」

「昨日」

「そう。この一年弱で砂漠並みにドライになっちゃったんだね」

「なってない。上辺だけだ」

　嫌味を込めて言ったものの、『上辺だけ』という言葉が引っかかって訝しげに悦を見上げる。

「俺たちの仲が悪いってのは有名なんだから、急にお前に甘くなってたら不自然だろ。フランスで会ったことは秘密なんだし」

「あ……」

　そういえば、暮泉家と石動家の不仲については、この旅館でも周知の事実になっているんだった。私たちが親しげに接しているところを見られたら、不思議がって噂になるかもしれない。

　面倒なことになりそうだから、あえて仲よくなさそうに演じたの？

　ようやく悦の意図がわかった気がして眉を上げると、彼の顔にちょっぴりいたずらっぽい笑みが生まれる。

「ほら、今ならしてもいいぞ。フランス流の挨拶」

　自分の頬を人差し指でトントンと叩く彼。私の行動があの一夜のきっかけになったことを思い出して、かあっと顔が熱くなる。

「日本だからしません！」とそっぽを向く私に、彼はクスクスと笑った。

　……ああ、ストラスブールで会った時と同じ悦だ。本気で冷たくされたんじゃなくてよかった。

　心底ほっとして、自然に笑みがこぼれる。

「元気そうでよかった。これからはしばらくこっちにいるの？」

「たぶん。最低でも五年は」

「そっかぁ。その間ならいつでも会え――」

　つい本音が出そうになり、咄嗟に口をつぐんだ。やばいやばい、会えるのが嬉しいと思ってるのがバレてしまう。

　彼がじっとこちらを見下ろしているので、慌てて話を逸らす。

「そ、それより、話ってなに？」

「ああ、それは口実」

「へ？」

　まぬけな声を漏らすと、悦は柔らかく口角を上げる。

「とりあえず真っ先に来ただけ。クレベール広場で花詠に言われたから」

　クレベール広場で？　というと、私が麻薬の運び人にされそうになった時だ。

　悦との会話の記憶を辿り、思い出したのはなにげないひと言。

　私の若女将の姿を忘れていそうだった彼に、『日本に帰ってきたら真っ先にひぐれ屋に来てよね』と言ったんだっけ。まさか、それを覚えていた上に本当に実行するなんて。

　じわじわと喜びが広がって、だらしなく緩む口元を着物の袖でさりげなく隠した。

「あんなの、覚えてたんだ……。ていうか、それだけのために？」

「俺にとっては結構重要なことだけど。久しぶりに若女将の姿を見るのも」

　さらりと嬉しいことを言う悦は、ふいに一歩近づき私の頭に手を伸ばす。驚いて肩をすくめると、彼の指がそっと髪に触れた。

　すぐに離された指には桜の花びらが摘ままれていた。ついていたそれを取ってくれただけなのに、髪に神経が通っているんじゃないかと思うほどドキドキしている。

　このソメイヨシノとは比較にならないほど頬が染まっているのを自覚していると、彼の指からはらりと花びらが舞う。

「その様子だと、まだ結婚してないみたいだな」

　その様子って、私からは独り身のオーラかなにか出ているのか？とツッコみたくなるも、開き直って胸を張る。

「おかげさまで、自由を謳おう歌かしてますよ」

「ならよかった」

　意味深な返しに、私は小首をかしげた。その時、旅館の玄関のほうから「花詠！」と呼ぶ声が聞こえてきてギクリとする。

　こちらに小股で駆け寄ってくるのは母だ。結局見つかってしまい、どんな言い訳をしようかと瞬時に脳をフル回転させる。

　内心あたふたする私と、やっぱり動じない悦の元へ来た母は、丁寧に頭を下げた。どうやら彼をお客様だと思っているらしい。

「申し訳ありません、お客様！　うちの若女将が――」

　顔を上げてよくよく悦の顔を見た彼女は、はっとした表情に変わる。

「あ、あなた、悦斗くん……？」

「お久しぶりです。開館前に来てしまってすみません」

　頭を下げて挨拶と謝罪をする彼を、母は驚きと戸惑いを露わにして見つめていた。そしてひとつ息を吐き、私に視線を向けて落ち着きを取り戻した口調で言う。

「花詠が従業員ではない誰かと言い合っていたって聞いたから、てっきりお客様とトラブルがあったかと。ひぐれ屋に……花詠に、なんの用かしら？」

　強張った表情で悦に問いかける母からは、少しの不信感を抱いているのが伝わってくる。

　母は、父ほど石動家を敵対視しているわけではないが、関わりを持とうとはしない。私たちが親密にしていたと父に告げ口されたらまた引き離されそうだし、ここはケンカしていた風に装っておこう。

「な、なんか、久々に日本に帰ってきたらここが懐かしくなって気まぐれで来たみたい！　だから、石動グループがえげつないキャンペーンを始めたからこっちは大変なのよって文句言ってたの！」

「俺に文句を言うのは間違っている。俺は石動家の人間ではあっても、石動グループの社員じゃない」

　わざとらしくなってしまう私に対し、さっきまでの甘い空気をあっさりと消し、冷ややかな態度になっている彼には感服する。そしてやっぱり、演技だとわかっていてもちょっと腹立つ。

　俳優にもなれそうな悦はやや伏し目がちになり、「でも……そうか。なるほどね」と呟いた。なにか考えているような素振りを見せた後、母に向き直って口を開く。

「来月、フランスの閣僚がプライベートで日本にいらっしゃるんですが、ぜひ歴史のある宿に宿泊したいとおっしゃっているんです」

「ええ……それで？」

「今度、改めて開いている時間に下見をしに来てもいいですか？　ここの宿が要人を泊めるのに相応しいと判断したら、ひぐれ屋を紹介させていただきます。多少なりともメリットになると思いますよ」

　思いもよらない話に、私も母も目をぱちくりさせた。

　閣僚の方が来てくれたら人脈が広がるかもしれないし、ひぐれ屋にとって損はない。もしかして、私が『石動グループがえげつないキャンペーンを始めたからこっちは大変』と言ったから、助けようとしてくれているの？

　呆気に取られる私に対し、母がうっすら猜さい疑ぎ心しんを滲ませた瞳で悦を見つめている。

「社員ではないとはいえ、石動家の一員であるあなたが私たちに協力していいのかしら？」

「天下のひぐれ屋さんが四苦八苦しているのは、俺も見るに堪えないので。他社がキャンペーンを始めたくらいで苦戦するなんて、日頃から業績が思わしくないのでは？」

　涼しげな顔でズバッと痛いところを突きまくってくる彼に、私は口元を歪ませた。これは演技じゃなく、本気で思っているんだろう。遠慮のないところは昔から変わっていない。

　母の眉もぴくりと動き、こめかみには怒りマークが浮き上がっているような気さえする。

「……そうね。石動グループには歴史ある高級宿はありませんもんね。聞いた私がバカだったわ」

　口角だけを上げて目は全然笑っていない母は、ぶつぶつと嫌味には嫌味で返す。これは女将魂に火が点いてしまったのでは……。

「上等です！　しっかりもてなして差し上げましょう。ひぐれ屋の底力を舐めてもらっちゃ困りますからね！」

　母はキッと悦を睨み、鼻息荒く宣言した。お腹の前で手を重ねた姿はシャキッとしているけれど、その手にも肩にもかなり力が入っているのがわかる。

　一方、悦は余裕の笑みを浮かべ、「楽しみにしています。では」と軽く頭を下げた。

　一度意味ありげに私と目を合わせて去っていく彼を、複雑な心境で見送る。私の隣では、母が女将とは思えない険しい形相をしていた。

「悦斗くんがあんなに口達者な子だったとはね……。そりゃあ花詠が言い合うのも無理ないわ」

「あ、あはは」

　まさか裏があるとは言えず、苦笑するしかない。母は演歌歌手のごとく拳を握り、メラメラと闘志を燃やす。

「やっぱり石動家に負けていられないわ。この屈辱は絶対に晴らしてやるんだから」

　額に手を当てる私に、母は気づいていない。悦ってば、手助けしてくれるのはありがたいけど、お母さんとも険悪になってどうする。

　この先どうなることやら。まず、悦は私をどう思っているのだろう。

　約一年前の些細な発言を覚えていてわざわざ来てくれたり、私が結婚していないと知って『よかった』なんて言ったり。

　ちょっとは脈があるのかも……なんて期待した途端、母には遠慮のない発言をして怒らせるし、私と仲よくやっていく気はなさそうな気もする。

　恋心を実らせて、もう一度彼と許嫁の関係に戻りたい……なんて淡い希望は夢のまた夢のようで、私の口からはため息しかこぼれなかった。










４．ジェラシーと溺愛




　悦がひぐれ屋の下見をしにやってきたのは、約一年ぶりに再会した日から四日後のことだった。その際、来日予定のノエ・ラヴァルさんという方について詳しく聞いた。

　ラヴァルさんは昨年、三十三歳にしてフランス内閣の最年少環境大臣に就任したのだという。悦とは在外公館に勤務している最中のパーティーで知り合い、ラヴァルさんの気さくな性格と、歳が近いこともあって意気投合したらしい。

　彼はこれまで何度も来日している親日家で、日本語もとても上手だそう。それを聞いて、私だけでなく両親も内心とっても安心したに違いない。

　ラヴァルさんが来日した際の詳しい予定や、食事の好き嫌いなどについても、細かく情報を仕入れた。それから、悦は宿の中で最もランクの高い部屋と貸切風呂を確認し、実際に会席料理を食べて、紹介するのに相応しいと納得してくれたのだった。

　まさかこんな風に悦との繋がりができるとは。フランスでの出来事はもちろんすべて秘密で、必要以上に話をしない関係を演じなければいけないが、何度も会えるのは嬉しい。

　桜の木が瑞々しい新緑に変わった四月下旬、あっという間にその日はやってきた。

　ラヴァルさんは午後六時に到着して、そのまま夕食をお出しする流れになっている。ここには悦も同席するらしいので、ものすごく安心感がある。

　今回、主に対応するのは両親なのだが、ロビーで彼を待ち構えている今、珍しく緊張しているようだ。

「この宿に政界人がやってくるのはいつぶりだろうな……」

「しかも海外のお客様だなんて。身が引きしまるわね」

　大旦那として着物に羽織を纏った姿で待つ父の呟きに、背筋をピンと伸ばす母が続いた。

　悦がこの件を持ちかけた時からとてもやる気になっている母は、玄関の扉越しに日が長くなってきた外を眺めて呟く。

「またここが昔みたいに繁盛するきっかけになるといいけど」

「そうなったら悦に感謝しないとね」

　ふたりの反応が見たくて口を挟むと、彼らは同時にこちらを振り向いた。母はバツが悪そうに小さく笑うが、父はいささか不満げな顔をしている。

　悦は下見をしにここへやってきた時も、父にケンカを売っていた。打ち合わせの最後に、いつもの不敵な笑みを浮かべてこう言ったのだ。

『経営は手こずっているようですが、宿のクオリティーは保たれているようで安心しました。よかったですね。今回のおかげで、暮泉さんが大好きな〝ひぐれ屋の評判〟ってやつに繋がるかもしれませんよ』

　しっかり嫌味をつけ加えていた彼に、私がまた苦笑しつつ頭を抱えたのは言うまでもない。絶対、学生時代のあの一件を根に持っている……。

　宿を紹介してもらえるのはいい話なので、わりと穏便に打ち合わせをしていた父も、この時ばかりは『本当に嫌味な男だな、君は！』と本音を返していた。

　父も今回の件については悦に感謝しているはずなのだが、簡単に素直になるような人ではない。今も、仏頂面をしてぼそっと言う。

「石動の人間は、きっとここが落ち目になっているのを鼻で笑っているだろう。悦斗くんも情けをかけただけかもしれない。……屈辱だ」

「悦は単純にひぐれ屋を評価してくれているんだと思うよ。じゃなきゃ、大事な要人に紹介なんてしないでしょう」

　彼はこうも言っていた。『ラヴァル氏は父親がフランス公使を務めていたこともある政治家一家です。今回は外遊ではなくただのプライベートな旅行ですが、日本の外交にとって重要な人物でもあることをご承知おきください』と。

　そんなに大事な人を宿泊させるのに、ひぐれ屋は相応しいと判断してくれたのだ。他意はないはず。

　しかし、父はどうしても信じたくないらしい。

「悦斗くんは外交を行う立場の者だ。この接待がうまくいったら自分の手柄にできるってだけかもしれない。花詠も、少しよくされただけで気を許すんじゃないぞ」

　悦は自分の利益ばかり考える人じゃないよ、という反論をぐっと飲み込む。

　いつまでも石動家を目の敵にしている父に嫌気が差すも、彼に好意を持っていると感づかれてもいけないので曖昧に返事をしておいた。

　その時、ガラス戸の向こうにサングラスをかけた外国人の男性と、スーツ姿の悦が見えた。同時に母が「お見えになったわ」と言い、私たちは姿勢を正す。

　悦が扉を開けて現れたブラウンの髪の男性は、身長は悦より少しだけ高いくらいだが、目を見張るようなオーラを放っていた。

　長めの前髪を斜めに分け、サイドの髪は耳にかけたヘアスタイルが外国人らしい。ネイビーのジャケットスタイルは、首にラフにかけたスカーフで一気におしゃれ度が増している。

　そしてサングラスを外し、翡ひ翠すいのような色の綺麗な瞳が露わになった瞬間、つい目を奪われた。……カッコよすぎる。

「いらっしゃいませ。ラヴァル様、石動様。お待ちしておりました」

　まず父が挨拶し、私たちも見惚れるのはほどほどにして丁寧にお辞儀をした。ラヴァルさんは胸ポケットにサングラスを挿し、にこりと微笑む。

「こんばんは。ロマンのある素敵な建物ですね」

　穏やかな声色で紡がれた日本語は、予想より遥かに流暢で驚いた。これならほぼ問題なくコミュニケーションが取れそうだし、悦がいなくなっても安心だろう。

　閣僚というより、海外映画に出てきそうなくらいイケメンな彼は、隣に立つ悦を手で示す。

「ムッシュ石動がとてもいい宿だと言っていたので、楽しみにしてきました」

「ありがとうございます。ぜひ日頃のお疲れを癒していただけたらと存じます」

　とても嬉しそうな母が普段通りに返すけれど、〝癒して〟とか〝存じます〟とか、難しい日本語はどのくらい通じているんだろう。

　なんて考えていると、ふいにラヴァルさんの瞳がこちらに向けられた。本当に吸い込まれそうなほど綺麗な瞳に見つめられて、ドキッとする。

「あなたはもしかして、えー……〝オカミ〟の娘は……」

　なにかを考えているらしく顎に手を当てて呟く彼に、悦が助け船を出すかのごとく言う。

「若女将？」

「C'est ça!　若女将、ですか？」

　おそらく「そうだ！」と言ったのだろう。ぱっと表情を輝かせるラヴァルさんに、私はふふっと笑いをこぼして会釈する。

「はい。暮泉花詠と申します」

「カエさん。あなたはとても美しいですね。笑顔が桜のようだ」

　ストレートな甘い言葉をかけられ、私は目をしばたたかせた。こんな風に褒められた経験がないので、めちゃくちゃ照れながら「ありがとうございます。メルシー！」と返した。

　すごいな、リップサービスだとしても外国人に言われると威力が半端じゃない。

　一気に熱くなった頬を手で仰ぎたくなるも、ラヴァルさんはいまだに私の顔を覗き込んでいる。

「後で少しお話できますか？　若女将さん、初めて会ったので」

　そう問われ、私はさりげなく母に目をやる。

　ラヴァルさんの対応をするのは母の予定だったが、彼女はうんうんと小刻みに頷いた。〝花詠が担当しなさい〟という意味だろうと受け取り、ラヴァルさんに笑顔で向き直る。

「はい。お部屋にお食事をお持ちしますので、その時でしたら」

「よかった。待ってます」

　爽やかに微笑まれ、緊張とときめきで胸が早鐘を打つ。普段身近にいない人だから、芸能人に会った時のような感覚に近いかもしれない。

　ところが、さっそく部屋へ案内しようとした時、一瞬すごく不機嫌そうな顔をしている悦に気づいてギョッとした。

　え、なんで？　これまでのやり取りで特に失礼はなかったよね？　極端な話、外交問題に関わると思うとかなり気を遣う……！

　冷や汗を滲ませつつも、いつも通りの丁寧で心を込めた接客をすればいいのだと自分に言い聞かせる。部屋に着いてラヴァルさんと話す悦は普段通りだったので、杞き憂ゆうだったかなとほっとした。

　その後は、厨房とお部屋を行き来して食事を運んだ。母もラヴァルさんにうっとりした様子で、「花詠をあんな風に褒めてくれるなんて、愛の国の人はさすがね～。くれぐれも粗相のないようにね」と、念を押しながらも嬉しそうにしていた。

　豪華な料理の数々を詳しく説明して、お飲み物のリクエストも聞く。ラヴァルさんは日本酒を飲みたがっていたので、私は張り切ってオススメの一本を用意した。

　純じゅん米まい吟ぎん醸じょうの冷酒をお酌すると、彼は香りを確かめてひと口含み、目を丸くした。

「こんなに美味しい日本酒、初めてです。ヴァン・ブランみたいだ」

　感動している様子の彼に続いて、悦がフランス語の説明をしようと口を開く。

「ヴァン・ブランっていうのは……」

「白ワイン、ですよね」

　これは約一年前、彼の部屋で晩酌をした時に教えてもらったので覚えている。得意げに悦を見やると、彼も当時を思い出したらしく、ふっと笑みを浮かべて頷いた。

　白ワインのようだという感想は、まさに私が意図していたものだったので嬉しい。

「おっしゃる通り、香りもマスカットのようで白ワインに似ているので、海外の方も馴染みやすいかと思いまして。もっと甘いものも、きりっとしたお味のものもありますので、お好みのお酒をご用意いたします」

「ありがとう。カエさんはお酒に詳しいんですね」

　感心したように言う彼は、お猪口を軽く掲げてみせる。

「旅館では女将さんも一緒に飲んでくれると聞きました。カエさんもどうですか？　エツトもあなたと知り合いだと言っているし」

「ぜひ！　私、お酒に詳しいだけじゃなくて、大好きなんです」

　喜んで承諾して正直に明かすと、ラヴァルさんはおかしそうに笑った。一方、悦はいたずらっぽく口角を上げる。

「ラヴァルさん、彼女を甘く見ないほうがいいですよ、酒豪ですから。酒豪っていうのは、フランス語で grande bu――」

「ちょ、イメージを崩すようなこと言わない！　……で、ください」

　つい普段通りに返してしまいそうになって敬語をつけ足す私に、悦は笑いを噛み殺している。そんな私たちを、ラヴァルさんは観察するように眺めて言う。

「ふたりは仲がいいんだね」

「「そんなことありません」」

　咄嗟にそう答えたら声が重なり、悦と目を見合わせる。口では否定しながらも気が合うのを証明してしまったようで、ラヴァルさんはクスクスと笑っていた。

　結局三人で飲むことになり、お酌をし合って私もありがたくいただく。彼は本当に気さくで、すぐに打ち解けられた。

「ラヴァル様、日本語が本当にお上手でびっくりしました」

「ありがとう。昔から教えてもらっていてね」

「そうなんですか」

　お箸も上手に使っている彼の言葉に、悦が「親戚に日本人がいるらしい」と補足してくれた。

　それでこんなにしゃべれるのか、と納得していると、悦が静かにお猪口を置いて口を開く。

「これだけ流暢なんですから、今日俺は必要なかったんじゃないですか？　通訳いらないでしょう」

「エツトに来てもらったのは通訳のためじゃないよ。いつか日本のアニメについて語ろうって言ったじゃないか」

「俺はたいしてアニメに詳しくないとも言いました」

「カメハメハー！なら知ってるだろう？」

「……知ってます」

　開いた両手を上下に合わせた有名なポーズをするラヴァルさんと、淡々と返す悦の温度差に、私は笑いを堪えることができなかった。

　悦は気を遣いながらも、砕けた調子で会話を楽しんでいる。ラヴァルさんも、この部屋に入ってからは『エツト』と名前で呼んでいるし、思った以上に親しげだ。

　私は会社同士のお付き合いのような、もっと堅苦しい関係を勝手に想像していたけれど、どちらかと言うと上司と部下みたいな感じがする。いつの間にかこちらの緊張も解れていて、一緒につかの間の会話を楽しんでいた。

　ラヴァルさんは新鮮なお刺身を堪能しつつ、悦との話をし始める。

「エツトが日本に帰ってしまって寂しいよ。互いの国のいいところも悪いところも、全部話せて楽しいんだ。こんなに遠慮しない日本人は珍しい」

「ええ、本当に。本音をズバッと言うし、根が意地悪だし」

　私も遠慮なく言うと、悦の眉間にむっとシワが寄った。きっと本人にもその自覚はあるだろう。

　私は含み笑いして、「でも」と続ける。

「実は人のことをよく考えていて、常に力になってあげようとする、優しくて温かい心も持っているんです。私も何度も助けられましたし、領事は彼にぴったりな仕事だと思います」

　これももちろん本当のこと。私が好きな、悦の素敵な一面だ。

　頬を緩めて話していた私は、悦が真顔でこちらを見ているのに気づいてはっとする。

「あっ、申し訳ありません！　どうでもいい話ばかり」

「おい」

　悦が即座にツッコみ、ラヴァルさんはぷっと噴き出して「いいんだよ」と快く言った。そして、私のほうに少し身を乗り出してくる。

「ねえカエさん、明日か明後日は休み？」

　急に予定を聞かれて頭にハテナマークが浮かぶも、私はキョトンとしたままとりあえず答える。

「いえ、どちらも仕事で」

「それは残念。デートに誘いたかったのに」

　肩を落とし、がっかりしたような笑みを見せる彼のひと言に、一瞬固まった私は大きく目を見開く。

「デ、デート!?」

「Il ne peut pas être autorisé.」

　正座が崩れそうになるほど驚いて声を上げた直後、なぜか悦のフランス語が割り込んできた。

　突然どうした？と目をしばたたかせる私と、すっと真剣な表情になったラヴァルさんの視線が悦に集中する。

「Pourquoi?」

「……Parce que je ne veux la donner à personne.」

　ふたりがフランス語で会話し始めるので、私は蚊か帳やの外に追いやられる。

　一体なにを話しているんだろう。なんとなくさっきまでの和やかな雰囲気から、張り詰めた空気に変わった気がするけれど……。

　じっと正座をしたまま静観していると、ラヴァルさんがこちらに視線を移す。

「そうか、わかった。また今度にしよう。日本に来る機会はたくさんあるしね」

　微笑みかける彼は、先ほどの穏やかさに戻っていた。そして、とろけるような翡翠色の瞳で、私をまっすぐ見つめる。

「僕は君が気に入ったよ、カエさん。ずっと日本にいられるなら、毎日会いに来たい」

「……えっ!?」

　甘い言葉がぽんぽんと飛び出し、またしても顔が熱くなる。お世辞だとわかっていてもやっぱり動揺してしまい、縮こまりながら「あ、ありがとうございます」とお礼を言うしかなかった。

　ラヴァルさんはそんな調子だけれど、なぜか悦はまた険しい顔をしている。今度は気のせいではないと、はっきりわかるくらいだ。

　もしかして、こういう口説き文句みたいなのを聞いているのが嫌なのかな。悦ってキザなセリフとか苦手そうだしね。

　勝手にそう解釈し、これ以上私がいるとさらに雰囲気を悪くしてしまうかもしれないので、この辺で部屋を出ることにした。時間的にもこれが限界だ。

　ふたりのことが気になって仕方なかったが、食事が終わった頃に部屋へ伺うと、ラヴァルさんはほろ酔いで上機嫌だった。悦も「アニメ勉強しておきます」なんて茶化していて普通だったし、やっぱり女がいないほうがよかったのだろう。

　お風呂は部屋についているが大浴場の説明もして、あとはおひとり様で気楽に楽しんでいただく。

「朝食は八時からになりますのでよろしくお願いいたします。それでは、ごゆっくりお休みください」

「ありがとう」

　お礼を口にしたラヴァルさんは、自然に私に近づいてくる。ハグしそうなくらい近くに。

　え？と思った次の瞬間、頬と頬を重ね合わされ耳元でチュッと音が響いた。それも、左と右で一回ずつ。

　まさかビズをされるとは！　フランスでは友達の友達には初対面でもビズをすると聞いたけれど、びっくりするし慣れない……私は日本人だもの！

　目をまん丸にして硬直する私を、ラヴァルさんはいたずらっぽく見つめて微笑む。

「おやすみ、カエさん」

「あ、お、おやすみなさいませ……！」

　触れた頬が一気に熱くなるのを感じながら、ロボットみたいにぎこちない動きでお辞儀をした。

　直後、悦にぐっと肩を抱かれて襖ふすまのほうへ身体を向けられる。悦も「おやすみなさい」と挨拶するも、今日一番の険しい顔つきでラヴァルさんを睨んでいた。

　部屋を出て、悦を見送るため玄関に向かって一緒に歩く。なんだか妙に気まずい……が、今のはただの挨拶だから！と自分に言い聞かせ、自然な調子で話をする。

「はあ、緊張した。ラヴァルさん、満足してくれたかな」

「ああ……部屋からの景観も綺麗だし、料理も美味しかったし、また泊まりに来たいと言ってたよ。仲間にも紹介しまくるって」

「本当？　よかった～」

　どうやらお気に召してもらえたようなので、私はほっと胸を撫で下ろした。悦も若干声色が暗い気がするけれど、普通に返してくれているし。

「ありがとね、悦。ひぐれ屋を知ってもらうきっかけを作ってくれて。要人の接待をするっていう貴重な経験もできてよかった」

　笑顔でお礼を言うと、彼はわずかに口元を緩めた。しかし、すぐに真面目な面持ちになって問いかける。

「明日も花詠がラヴァルさんを担当するのか？」

「んー、お母さんがなんて言うかによるけど、普通は同じ人がチェックアウトまで担当するから、このまま私になりそうだね」

　翌日の業務は朝食をお出しするところから始まる。私がやることになったら、朝からまたラヴァルさんと顔を合わせるだろう。

「もし、明日また誘われても絶対に断れよ。外交問題とかそういうのは気にしなくていい」

　私の返答を聞き、悦は表情を変えずにそう言った。珍しく心配性なので、私はクスクスと笑う。

「一度断ったんだし、もう誘われないでしょう。そもそも、デートなんてできるわけないよ。仕事があるっていうのもそうだけど、あんなイケメン閣僚と街なんか歩けっこないし」

　外国人な上にハリウッドスターばりの容姿で、絶対に注目を浴びる人の隣になんていられない。きっとＳＰもついているはずだし、一緒にいたら気が気じゃないだろう。

「でも、やっぱりフランス人ってすごいなぁ。リップサービスだとしても、甘い言葉をかけられると嬉しいもんだね。ビズにはびっくりするけど、あんな風にされたらうっかり惚れちゃいそうになるかも――」

「絶対に惚れるんじゃねぇぞ」

　ただ文化の違いに感心していただけなのに、鋭い目で睨まれると共にドスの利いた声が飛んできてギョッとした。

　き、急に口が悪いし、怖っ。こんなに忠告してくるって、ラヴァルさんはそんなに惚れてはいけない相手なんだろうか。

「え……ラヴァルさんって実はすっごく悪い男なの？」

「違うけど、お前に相応しい相手じゃないだろ。どう考えても」

　ツンとした調子で言われ、若干カチンとくる。間接的に私をディスっているよね？

「なんか失礼」

「事実を言っただけだ。一国を担う大臣と、老舗とはいえ経営が傾きかけてる旅館の若女将とじゃ格差がありすぎる」

「もちろんわかってますよ！　こんな凡人じゃ釣り合わないってことくらい」

　私は決してラヴァルさんとどうこうなりたいわけではないのに、勝手に分不相応だという風に言われるのはどうにも腑ふに落ちない。

　怒りがむくむくと込み上げてきて、口調も荒っぽくなる。

「ていうか、惚れるなんて冗談だよ。私は好きな人とずっと一緒にいたいし、外国にいる人と付き合おうなんて思わない」

　勢いで言い放ち、ひとつ息を吐いたところではっとした。

　外交官である悦だって、今は日本にいるけどいつかは外国に行ってしまう人のひとり。今の発言は悦と付き合いたくないという意味にも取れてしまう。

　しまったと思うと同時に、彼が一瞬傷ついたような表情を見せた気がした。が、それは都合のいい勘違いかもしれない。

　気まずさに襲われ、沈黙が流れる。そこへ食事の後片付けをする仲居さんが早足で歩いてきて、私たちは口をつぐんだまま歩き続けた。

　ロビーにやってきて、玄関の扉の手前で足を止めた彼がおもむろにこちらを振り向く。その瞳には複雑な色が滲んでいて、私は息を呑んだ。

「なあ、花詠――」

　彼がなにかを言いたげに口を開いた時、廊下から響く声が大きくなってきた。あの声はおそらく父だ。常連客と和やかに話しているのがわかる。

　悦もそれに気づき、まつ毛を伏せてくしゃっと頭を掻いた。

「……明日、ラヴァルさんを見送るまでよろしく」

　次いで出てきた言葉は当たり障りのないもので、肩から力が抜ける。たぶん彼が言いたかったのは違う内容なんだろうなと思いながら、「うん。今日はありがとう」と無難に返した。

　気まずさを残したまま、外へ向かって歩き出す彼の背中を見つめる。

　もしも、お互いの仕事や立場を抜きにして考えるなら、私は悦とだったらどこへでもついていきたいし、逆に遠距離になってもいいから彼と恋人以上の関係になりたい。相手が悦じゃなければこんな風に思わない。

　それを伝えたら、彼はどんな反応をするんだろう。もどかしさでいっぱいになり、着物の袖をぎゅっと握りしめた。




　翌朝、いつもより少し早く出勤した私は、朝食を持ってラヴァルさんの部屋へ向かった。朝食の提供も基本は仲居さんがやってくれるのだが、今回のように特別なお客様は例外である。

　昨日予告した通り午前八時に声をかけて襖を開けると、浴衣姿も様になっているラヴァルさんが爽やかな笑顔で出迎えてくれた。

「ラヴァル様、おはようございます。よくお休みになれましたか？」

「ええ、とっても。朝になって気づいたけど、庭の花も見事だね」

「ありがとうございます。あれはツツジという花で、今が満開なんです」

　中庭では濃淡が違うピンク色や、赤や白の色とりどりなツツジが目を楽しませてくれる。それも気に入ってもらえたようでなによりだ。

　重箱のような入れ物に色とりどりのおかずを詰めた朝食をお出しした。ラヴァルさんは目を輝かせてとても喜んでくれたものの、なぜか眉を下げて微笑みかける。

「昨日はすみません。急にデートなんて言われて困ったでしょう」

「ああ、いえ！」

「この街を案内してもらって、もっと日本の話を聞きたかったんだ。カエさんとなら楽しそうだなって」

　ちょっぴりシュンとしている彼は、なんだか怒られた大型犬みたい。力なく垂れた耳やしっぽが見えるようで、母性本能をくすぐられる。

　もしかして、デートとはいっても私たちが思うものとは少し違って、ただ日本を楽しみたかっただけなのかな。私を誘ったのも、初めて若女将に会ったからなのかもしれない。

　だとしたら私にもできることがあるとひらめき、居住まいを正して彼に向き直る。

「ラヴァル様、もしお時間があれば……」

　キョトンとする彼に、私はちょっとした提案をし始めた。




　午後一時、本来ならすでにどこかを観光しているはずだったラヴァルさんは、ひぐれ屋の茶房にやってきた。もちろん、私が約束を取りつけたからである。

　私は中抜け勤務といって、チェックインまでの間に長い休憩時間が入るので、街を案内することもできなくはない。しかし、それだとかなり慌ただしくなるし、昨日悦に言ったようにハードルが高いので難しい。

　なら、茶房だったらどうかと案が浮かんだ。観光ではないけれど、棗ちゃんが煎茶を淹れてくれるから日本ならではの文化も楽しめるし、私も休憩時間を合わせればお話ができる。

　それを提案したところ彼はとても喜んでいて、昼食は私たちがオススメした料亭で食べ、食後のお茶をしに再び出向いてくれたのだ。

　棗ちゃんを始め、茶房で働く皆にも話をすると快く了承してくれて、曜日を決めて行っている煎茶道のお点前を特別に披露してもらうことになった。

　煎茶道は茶道とは違い、テーブルでも行える。小ぶりで色鮮やかな茶器を水で清め、拭くところからお点前は始まっており、その姿が一種のパフォーマンスになっている。それから、急須で一定の濃さになるように、人数分の茶碗に煎茶を注いでいく。

　この作法にラヴァルさんは興味津々で、お点前を終えた棗ちゃんに感嘆の声を漏らした。

「茶道は見たことがあるけど、この〝センチャドウ〟は初めてだよ。踊っているみたいで綺麗だった」

「ありがとうございます！　ぜひ煎茶のお味もお楽しみください。今は新茶が一番美味しい時期なんです」

　嬉しそうにする棗ちゃんが詳しい説明をして、茶葉の甘みを感じられる新茶をいただいたラヴァルさんは「マイルドで美味しい」と満足げにしていた。

　お茶と和菓子をお供に、私は地図を見せながら東京の観光名所の話をする。スカイツリーや浅あさ草くさなどの有名な場所は行ったことがあるらしいので、この辺りの知る人ぞ知る名所を教えてあげた。

　やはり日本語が堪能なので普通に話せるし、会話のセンスも面白くて、彼がフランス人だということを忘れてしまいそうになるほど。時々、常連のお客様から話しかけられると、一緒に写真を撮ったりして盛り上がった。

　ラヴァルさんもとても楽しそうで、終始ニコニコしている。

「煎茶も、スタッフの皆さんも素晴らしいね。いい店を教えてくれてありがとう」

「ご満足いただけてよかったです」

「日本の旅館のおもてなしがすごいのは知っていたけど、ここまでしてくれるなんて。僕が閣僚だから特別なのかな」

　なにげない調子で言われ、私はほんの少し考えを巡らせる。宿泊に関しては特別待遇をしたけれど、ここへ来てもらったのにラヴァルさんの立場は関係なく、ただお客様に喜んでもらいたい一心でしたことだ。

「確かに、客室などは特別に一番グレードの高いお部屋をご用意いたしました。ですが、今こうしてお話をしているのに、閣僚というお立場は関係ありません。少しでもラヴァル様の望みを叶えて、いい思い出を作っていただきたかっただけです。海外からは滅多に来られませんしね」

　思ったことをそのまま口にしていた私は、こちらをじっと見つめるラヴァルさんを見て、言葉が難しかっただろうかとふと心配になった。

「あ、意味伝わったかな……」

「ありがとう。ちゃんと伝わってるよ」

　ひとり言をボソッと漏らすと、彼はふっと表情をほころばせた。

「僕は、フランスではやっぱりどこへ行っても政治家として見られるから、ちょっと寂しくなる時もあるんだ。でも今は、ちゃんと〝僕〟を見てもらえてる感じがして嬉しいよ」

　わずかに切なさを含んだ穏やかな笑みを浮かべる彼も、人知れず心許なさを感じているのかもしれない。それを少しでも癒してあげられたなら、今日お声がけをしてよかったと思える。

　私も笑みを返した時、入り口のほうから聞き慣れた声が聞こえてきた。振り向くと、予想通り着物を着た祥がやってきて、棗ちゃんや従業員の皆に挨拶をしていた。

　今日彼はチェックインの時間から勤務する予定だけれど、早めに出勤して棗ちゃんに会いに来たのね……。相変わらずお熱いこと。

　彼女に甘い笑みを向けた祥は、私たちに気づいて二度見した。彼ももちろんフランスの閣僚が来るというのは知っているが、まさかここでお茶をしているとは思わなかっただろう。

〝もしかして例のＶＩＰ？〟と私に目で訴えてくるのがわかり、私は口角を上げてこくりと頷いた。腰を上げ、こちらに近づいてきた彼の隣に立って紹介する。

「弟の祥です。まだ大学生ですが、一応若旦那です」

「ラヴァル様、ご来館いただきありがとうございます。お会いできて光栄です」

　綺麗に一礼する祥に、ラヴァルさんはぱっと表情を輝かせて握手を求める。

「ショウさん、はじめまして。男性の着物、とってもクールですね～」

「Ｏｈ～メルシー！」

　祥はめちゃくちゃ明るいノリでお礼を伝え、彼の手を取った。弟のこの物怖じしない性格、本当に羨ましい……。

　ふたりは握り合った手を上下に振りながら話をして、せっかくだからと写真撮影をすることになった。以前、女性陣には断っていた祥だけれど、今回の相手は要人なので快くＯＫし、自分も更衣室に戻ってスマホを取ってきていた。

　私も後で送ってもらおうと思い、ラヴァルさんとのツーショットや、棗ちゃんにカメラマンをお願いして三人で撮ってもらう。とってもいい記念になるな。

　ひと通り撮り終わって祥が棗ちゃんのほうへ戻っていくと、ラヴァルさんは今撮った写真を見ながら好奇心たっぷりな調子で言う。

「いいね、若旦那。カエさんと結婚したら、僕もこうして働けるのかな？」

「えっ!?」

　唐突な発言に、私は驚きの声を上げた。単なる例え話なのに、結婚という単語に過剰反応してしまった。

　ひょっとこみたいな顔をする私に、ラヴァルさんはおかしそうに笑う。

「ごめんごめん、ジョークだよ」

「で、ですよね！」

「でも、こっちに住みたいくらい日本が好きなのは本当なんだ。しばらくしたらそうするかもしれない」

　へらっと笑っていた私は、席につきながら言う彼の言葉が引っかかって問いかける。

「ずっとフランスの政治家として生きていきたいのではないのですか？」

「もちろん今はこの仕事を続けていきたいし、国と国民のためにベストを尽くすよ。でも、数年後どんな気持ちになっているかはわからないからね。どうしても他にやりたいことができたら、これまでのキャリアは捨ててもいいと思ってる」

　潔い発言に、私は目を見張った。彼は迷いのない表情で自論を語る。

「僕は親も政治家だから、周りからもこの道を進み続けることを望まれていて、僕もそうじゃなきゃいけないと思っていたんだけど、そうやって自分で決めつけるのはおかしいよね。だから、僕だけは自分の心の味方でいようと思ってるんだ」

　ラヴァルさんの言葉が、ストンと私の胸に落ちてきた気がした。たぶん、自分に当てはまっているから。

〝若女将をしなきゃいけない〟とか、〝ひぐれ屋にいなければいけない〟とか。親にも言われてきたけれど、自分で決めつけていた部分も多い。もっと柔軟に考えてもいいのかも。

　自分とは違いすぎる世界にいる人だからこそ、新たに気づかされることもあって、彼と話すのは私にとっても有意義だった。




　あっという間に時間が経ち、ミーティングが始まる頃合いになったところで、ラヴァルさんとお別れした。

　私と祥とで見送ったのだが、彼は最後まで情熱的で……。

『ここへ来て、カエさんに会えてよかった。今度会う時は正しょう真しん正しょう銘めいのデートに誘うかもしれないから、覚えておいてね』

　ラヴァルさんが甘い微笑みを浮かべてそんな風に言い、さらにまたしてもビズをしてきたので、祥のほうがどぎまぎしていた。もちろん私も動揺したけれど、数時間話したおかげで多少免疫がついたらしく、ぎこちなくならずにお礼の言葉を返すことができた。

　それからいつものように仕事をして、何事もなかったので少し早めに帰り支度をする。ロビーを出ようとして、ふと昨日の悦とのやり取りを思い出した。

　そういえば、気まずいまま別れたんだった。次はいつ会えるだろう。きっと普通に接するだろうけど、私の心はスッキリしないな。

　ぼんやり考えながら外へ出た時、茶房へと続く小道から誰かが小走りでやってくる足音が聞こえてきた。

　驚いて振り向くと、松の木の中で灯る照明が今まさに頭に浮かんでいた人物を照らし出し、私は目を見開いた。

「な……なんで？」

　なんで、悦が今ここに？　その方向から来るってことは、茶房にいたの？

　混乱状態で固まる私に駆け寄ったスーツ姿の彼は、なぜか焦燥と怒りを混ぜ合わせたような顔をして口を開く。

「花詠が今夜、ラヴァルさんに呼ばれてるってのは本当か？」

　開口一番で突拍子もない問いかけをされ、私は眉を歪めてぱかっと口を開ける。

「っ、は!?」

「今、お前の弟に会って聞いた。昼間あの人と茶房で会ってたんだろ。『姉ちゃん、すげー口説かれてましたよ』って言ってたけど」

「あ、あの子……！」

　なんでラヴァルさんに呼ばれてるだなんて妙な嘘をついたのよ!?　悦が茶房にいた理由も謎だし、わけがわからない。変な汗が出てきた……。

　内心どぎまぎする私を、悦は不機嫌さマックス状態で見下ろしている。

「ふたりで写真撮って、あげくにキスまでしてたなんて聞いたら、さすがに見過ごせない」

「いやいやいや」

　キスってビズのことだよね？　祥にとってはキスに見えていたのか。

　とにかくまず誤解を解きたくて、私は身振り手振りで必死に説明する。

「全部変な意味はないから！　茶房で会ったのは別にデートとかじゃなくて、お客様に対するおもてなしの一環だよ。口説かれたっていうほどでもないし、ていうかそもそも今夜呼ばれてなんて――」

「もういい」

　舌打ちしてそう吐き捨てられた。

　え、そっちから話振ってきたくせに!?と唖然としたのもつかの間、ぐっと腕を掴まれた。彼はそのまま敷地の外に向かってずんずん歩き出す。

　街灯も人通りも少ない脇道に逸れたところで、「ちょっと……！」と戸惑いの声を漏らした直後。さらに強く手を引かれてバランスを崩した私は、悦の胸の中へ。

　飛び込んでしまった彼の逞しい身体は、しっかりと私を抱き留めた。包み込まれる感覚に、息が止まりそうになる。

「……もうなんでもいい。お前がここにいれば、それだけで」

　彼が吐き出した深い息と共に、意外なひと言が耳に届く。

「俺のそばにいろ。この先もずっと。あの人にも、誰にも花詠はやらない」

　――独占欲に満ちた力強い言葉が、鐘のように心臓を大きく揺らした。

　まさか、悦も同じ気持ちだった？　両想いだなんて信じられなくて、彼の胸に頬をくっつけたまま上ずった声で確認する。

「い、今のは……告白？」

「他になにがある。好きな女じゃなきゃこんなことしないし、家に泊めたりもしない」

〝好きな女〟。それが自分なのだと思うと、嬉しさが込み上げて胸がきゅうきゅうと締めつけられる。

　ていうか『家に泊めたりもしない』ってことは、フランスで会った時から想ってくれていたの？　人助けというだけではなかったのか。

「じゃあ……あの夜も？」

　ただ酔った勢いでした過ちではなかったんだよね？という意味を込めて、ドキドキしまくりながら彼を見上げて問いかけた。

　一度見つめ合った後、ほんのり熱を帯びた瞳が近づいてきて、ちゅっと軽く唇が触れる。

「当然」

　可愛い口づけをして認めた彼に、ぶわっと愛しさが膨れ上がった。どうしよう、好きすぎて心がはち切れそう。

　真っ赤になっているだろう顔を胸に埋めて悶もだえる私。悦は私の頭を撫でながら話し出す。

「親同士の確執は知ったこっちゃないが、花詠は旅館を継がなきゃいけないだろうし、俺はそのうち海外へ行く。そんな状況じゃ未来はないよなって諦めてたんだ。フランスで一夜を過ごすまでは」

　お互いの仕事がネックで一歩を踏み出せなかったのも、再会して恋心が動き出したのも、私たちは同じだったらしい。

　胸を高鳴らせながら、奇跡みたいな話に耳を傾ける。

「花詠を抱いたら、案の定気持ちを止められなくなった。日本に戻ったら関係を変えてやろうと思っていたのに……ラヴァルさんが本気で惚れるとは予想外だった」

「それは考えすぎじゃない？」

　どうしてもラヴァルさんが本気だとは思えなくて口を挟むと、悦は眉をひそめてわずかに口調を強める。

「あの人は軽々しく女を口説くタイプじゃないんだよ。だから心配で、今もお前の仕事が終わるまで茶房で待ってたら、祥に写真を見せられてあれこれ聞かされるし。今夜呼ばれてるなんてのはさすがにないだろうと思ってたけど、だとしても放っておきたくなかった」

　今日ここに来たのはそういう理由だったのか。昨日ちょくちょく彼の機嫌が悪くなっていたのも、強く忠告されたのも、きっと同じ理由だろう。

　やっと腑に落ちたものの、いまだに信じられない。私より、悦と釣り合う素敵な女性はたくさんいるのに。

「まさか私が、そんなに想われてたなんて……」

「いつ、なにがきっかけだったのかはわからないが、子供の頃から花詠は特別で、大事にしたいとは思ってたよ」

　当たり前のように言われ、ふいに目頭が熱くなった。

　許嫁だったから意識的にそうなっただけなのかもしれない。だとしても、あの頃からずっと助けてくれていたのは、彼に情があったからに他ならない。

　言葉にならない感動が押し寄せてきて瞳が潤む。悦は優しい表情で、今にも涙がこぼれそうな私の頬に手を当てる。

「泣くほど嫌か」

「違う。嬉しいんだよ」

　わかっているくせに。嫌ならとっくにこの腕を振り解いているって。

　私は首を横に振り、彼の背中に手を回してぎゅっとしがみつく。

「私もずっと、大好きだったから」

　素直な気持ちを告げると、彼がそこはかとなく嬉しそうな笑みをふっとこぼした。

　この先どうなるかはわからない。仕事に関しても、両親に認めてもらえるのかも、問題はたくさんある。

　けれど、想いが通じ合っただけで今は十分。許嫁を解消したと同時に解けた赤い糸を結び直すように、私たちは宵よい闇やみの中でしばし強く抱き合っていた。










５．誰にも渡さないマ・シェリ




　俺が四歳の時、花詠は産まれた。

　彼女が可愛い赤ちゃんだった頃から小学校に上がるまで、会うたびにこの子が許嫁だと教えられていたため、俺はなにも疑問を抱かず花詠と結婚するものだと思っていた。当然、恋というものがなんなのかも知らないうちに。

　小学五年生にもなれば、結婚相手は大切にしなければいけないということくらいはわかる。そうでなくても花詠はおてんばで危なっかしいところがあり、変なやつに目をつけられてもおかしくないくらい可愛い子だったので、自然に俺が守らなければという意識を持つようになっていた。

　ところが、両親たちは土地のダブルブッキングがきっかけで次第に不仲になり、ついには暮泉家とは交流を持つなと言われた。それまで家族ぐるみで親密にしていたというのに、関係が壊れる時はあっけないものだ。

　だからって、俺や花詠にはなにも非はないというのに、関わるなというのは納得できるはずがない。しかし、暮泉家に行けば手のひらを返したように冷たくあしらわれ、花詠自身も俺を避けるようになって、距離を取る他なくなった。

　きっと彼女も親からきつく忠告されているのだろう。そうわかっていても、避けられるのは多少なりとも傷ついたし、それ以上にもう以前のような関係には戻れないのかという寂しさのほうが大きかった。

　そのまま時は過ぎ、みるみる成長していく彼女を学校で見かけると、無意識に目で追うようになっていた。そのたび、胸におかしな違和感を覚える。

　大人びていく綺麗な顔、伸びたサラサラの髪、制服から覗く白い肌。同学年の男子と話したり、笑い合ったりする姿も。目に映すたび胸の奥がちりちりと焼けるように痛み、掻きむしりたくなるくらいに疼く。

　原因不明の症状はそれだけじゃない。高校に入って新しくできた友達が、俺たちの関係をどこからか聞いてきたらしく、こんな話をした時のことだ。

『花詠ちゃんって、悦斗の許嫁だったんだって？　なんであんまり仲よくないの？』

『お前、知らねーのかよ。石動家と暮泉家のドロ沼不仲話。結構有名だぞ』

『まじか！　あんな可愛い子と結婚できるチャンスが……もったいねー』

『つーか、可愛い幼馴染がいるってだけで羨ましいよな。花詠ちゃん、いい子だしさぁ。フリーなら俺が狙っちゃおうかな』

　友達ふたりが花詠の話をしているのを聞くだけで妙に腹立たしくなり、『別にどうでもいいし』なんてそっけなく言ってごまかしていた。

　このもどかしさやイラ立ちはなんなのか、はっきり悟ったのもこの頃だったと思う。胸がときめく感覚を知り、かと思えば苦しくなったり、こんな複雑な感情になるのは花詠に対してだけだったから、認めざるを得なかった。

　そのうち花詠は旅館の手伝いを始めたらしく、放課後はほとんど姿を見かけなくなった。時々学校で会うと、俺が嫌味を言い合いながらも花詠の近況を探っていたことに、彼女は気づいていないだろう。早くも若女将として頑張っている彼女を密かに応援していたことも。

　花詠が高校生になり、女友達とうまくいっていない状況に偶然出くわした時には、迷わず彼女の味方をしていた。あんなに一生懸命働いている人をバカにするようなやつは、単純に許せなくて。

　この出来事がきっかけで、俺たちの関係は少しずつよくなり始めていた。やはり彼女を守りたいという意思が自分の中にあることにも気づかされた。

　両親たちの確執に俺たちが巻き込まれるのは、やはりとてもくだらない。許嫁の関係には戻れなくても、普通に仲よくしていけばいいだろう。そう考えるようになっていた。

　ところが、めでたく外務省に内定が決まった後、大学の皆とひぐれ屋で忘年会をした時に問題が起こった。

　普段とのギャップにドキッとするほど大人びた若女将姿の花詠が、ニュースで悪名高いセクハラ社長に絡まれている。そんな場面を目撃したら、当然なにもせずにはいられない。考えるより先に足が動いて彼らに近寄った俺は、男の手を掴んで引き剝がしていた。

　花詠はＶＩＰである彼に誠実な対応をできなかったことを反省していて、彼女の父親の暮泉さんは旅館の評判に関わる事案だと、相当頭に来ていたようだ。

　ふたりの気持ちもわからなくないし、考えれば他にもっといいやり方があっただろう。だが、自分が間違った対応をしたとも思っていない。俺は、花詠を守れればそれでよかった。

　とはいえ、この一件で俺たちの距離は縮まるどころかさらに開いてしまった。俺と会ったら花詠が父親に責められるだろうし、まだ大学生の自分では彼を説き伏せる力もないとわかっていたので、関わるのはためらわれた。

　結局、子供の頃となにも変わっていない。そんな自分が情けないし、もっと人間的に成長したい。

　いつか、また会えた時には自信を持った男でいられるようにと、その〝いつか〟が訪れることを密かに願って、俺は外交官の道を歩み始めた。




＊　＊　＊




　二十四歳になり在外語学研修が始まったその年、パリで行われた忘年会で、俺は当時のことを思い出していた。花詠と疎遠になったまま約三年が経ったが、入省してからは目が回るほど忙しく、彼女のことを考える余裕はあまりなかったのであっという間だった。

　最初の約二年間は外務省の部署で、三年目の今は在フランス日本国大使館で働きながら語学研修を行っている。フランス語は入省してから初めて触れたので覚えるのは大変だが、日常会話なら困らないくらいにはなった。

　花詠は短大に行くと言っていたから、今頃もう卒業して本格的に旅館で働いているだろう。脳裏に彼女の姿がよぎるとやはり胸の違和感も蘇り、それをごまかすためにビールを呷あおっていた。

　忘年会というのは日本独特の文化で、海外ではあまりない習慣だ。しかし、普段なかなか接点のない部署の人とコミュニケーションを取れ、親睦を深められるのはいい機会になるということで、フランス人職員も一緒になって飲んでいる。

　先ほど、日本は酔っ払いに対しても比較的寛容なのだという話を聞いた。確かにスーツを着た男性や、特に女性が道端で酔い潰れている姿は海外ではほとんど見ない。それだけ日本の治安がいい証拠なのだろう。

　そんな話も楽しみながら酒を嗜んでいると、ソファに座る俺の隣にふわっとしたショートカットの女性がやってきた。五歳年上で、三等書記官を務める槙ま木きさんだ。

　派手さはないが和風美人といった顔立ちの彼女は、丁寧に仕事を教えてくれるしサバサバしていて話しやすい。すでに日本を代表して相手国と交渉を行っているので、尊敬する人のひとりでもある。

　しかし元々明るい性格の彼女は、アルコールが入るとさらにテンションが高くなるのが玉に瑕きずだ。今も突然細い手で俺の顎を掴み、まじまじと顔を見てくる。

「ねえ、石動くんほどの男に彼女いないって世も末じゃない!?　こんな顔面をしておきながら」

「どういう意味ですか」

「けしからんほどのイケメンってことよ！」

　言葉のチョイスがおかしい彼女は、急にはっとした様子で声のトーンを落とす。

「そうか、性格に難があるのか……」

「納得しないでください」

　思わずツッコんでしまった。自分は決して〝いい人〟ではないと自負しているが、他人から言われると少々不服だ。

「まあでも、彼女がいても遠距離になっちゃうしね。結婚しづらいのが外交官のつらいところかも」

　苦笑する槙木さんの言葉で、またしても花詠の姿が頭に浮かぶ。

　俺が外交官を目指したきっかけは、仕事で海外へ行く父親についていった小学校時代に遡る。一度パスポートを失くし、領事館の世話になった時のことだ。

　不慣れな海外でトラブルが起こるとかなり不安になる。俺もそうだったのだが、とても親身になって助けてもらって感激した覚えがある。

　そこで初めて知った外交官という仕事に魅力を感じ、いつの間にか本気で目指すようになっていたのだ。

　外交官になったら、確実に花詠と離れる。進路を決めた時は、もう許嫁ではなくどうせこの関係が変わることもないのだから、離れても構わないと思っていた。なのに今は……正直、少し寂しい。

「それでも、外交官以外の道を選ぶ気にはなりませんでしたね」

　鴨肉のパテ・ド・カンパーニュを口へ運びながら言うと、槙木さんは興味深げに俺の顔を覗き込む。

「石動くんは前から領事を希望してるよね。あなたは筋がいいし度胸もあるし、将来は最前線で外交交渉もできそうだけど、このまま大使館で働きたいとは思わないの？」

　領事館は相手国に居住する自国民の保護を主に行うところで、大使館のように自国民の政治的代表として相手国と交渉を行う権限は持たない。

　各国と良好な関係を築くためにコミュニケーションを取ったり、困難な交渉をまとめたりする重要な仕事に興味がないわけではないが、普段から一般市民に寄り添える領事のほうが今の俺にとっては大事だと思っている。

　そう考えるようになったのは昔領事館で助けられた経験だけでなく、花詠から受けた影響も大きい。

　俺が大学生だった頃、たまたま学校で彼女が必死にノートを取っているのを見かけた。普通に勉強しているのかと思いきや、見えたページには誰かの名前や特徴みたいなものがびっしりと綴られていたので、俺は首をかしげた。

『なにそれ』

『あー、これまでひぐれ屋に来たお客様の情報を書いておくの。昨日、寝落ちちゃって書けなかったんだよねぇ』

『お客さん全員書いてんの？　毎日？』

『うん』

　当たり前のように頷く彼女に、俺は驚きながらも深く感心した。そこまで努力しているとは思わなかったから。

『人によって、してもらって嬉しいことって違うでしょ。それを覚えておけば、またいつか来てくれた時に〝自分のためにしてくれたんだ〟って喜んでもらえるかなって』

　笑ってそう話す花詠の瞳は、生き生きとした新緑のようにとても綺麗だった。

　俺も領事館に助けを求めてくる人たち一人ひとりに、真摯に対応することを心がけよう。国民を大切にしてこそ、さらに日本を愛することができる。国のために交渉を行うのはそれからだ。

　花詠と接していつの間にかそう考えるようになっていて、今の俺がある。

「今は一般の人たちの身近に寄り添える場所にいたいんです。そうすれば、もっと日本を愛せるかなと。大使館にいたら外遊でやってくる総理や大臣に、無駄に豪勢なおもてなしをしなきゃいけないですしね」

「外遊のくだりはここだけの話にしとくわ」

　表情を変えずに答えた俺に、槙木さんは口元を歪ませてそう言った。

「でも、そういう考えも好きよ。大事なことね。ますますあなたが気に入ったわ」

　彼女はすぐに微笑んで肯定し、俺も先ほどより穏やかな気持ちでビールを味わった。




　翌年、希望通りに在ストラスブール日本国総領事館に配属されてから、転勤もなく四年経った今は副領事として働いている。花詠も元気でやっているだろうか。

　彼女が好きなアイスクリームや、パリの一角にある店の雅やかな着物、昔土産に買っていった奇跡のメダイ。それらを見てあいつを思い出すたび、針を刺したようにかすかに胸が痛んで、優しい気持ちになった。

　俺は今も邦人や日本のためにできる限りのことを日々行っている。

　最近は、ストラスブールで麻薬を邦人に運ばせる事件が多発している。被害に遭っている日本人がいないか、俺はなんとなく通勤時や帰宅時にも意識して周囲を見るようにしていた。

　時間があれば外で休憩し、同じように気を配る。運命の一日となったその日も、たまたまクレベール広場で街ゆく人々を眺めながら昼食を取っていた。

　まさかそこで、会うはずがないと思っていた人に再会するとは。

「……花詠？」

　信じられなくて、思わず声に出していた。

　旅行している日本人は、服装や雰囲気でだいたいわかる。彼女がひとりで観光していて、フランス人に話しかけられて困っている様子なのはすぐに察した。

　他人の空似か？と半信半疑なまま近づいていくと、声や顔がはっきりとわかり、花詠に違いないと確信した。そして、おそらく麻薬を渡されそうになっている。

　急いでふたりの間に割り込んで男性の手を掴んだ瞬間、彼女がこちらを振り向いて大きく目を見開いた。

「え、悦……!?」

　数年ぶりに名前を呼ばれただけで、胸の奥が疼く。が、今はそれどころではない。

　バッグの中を見せろと言うと、男は明らかに形相を変え、ジーンズのポケットに手を伸ばした。警察から銃を所持している可能性があると聞いていたため、すぐに反応して取り出すのを阻止した。

　人の多いこの場所で銃を使われたら、花詠だけでなく一般市民も巻き込んでしまうかもしれない。なんとしても避けるため、相手の骨を折るくらい力を入れて銃を手放させた。

　そこへ駆けつけた警察は、俺も普段から顔を合わせているフランス人のアレクシ。邦人のトラブルで警察の世話になることも少なくないのだ。

　とても人がよくて気さくな彼は、くだらない話ができる友人でもある。男を引き渡しながら、もっと早く来いと文句をつける俺に、彼は無茶を言うなと反論していた。

　事態が収まり、花詠は安堵で気が抜けたのかよろけてへたり込みそうになるので、咄嗟に支える。

　その瞬間、止まっていた時間が動き出したような、不思議な感覚を抱いた。甘い香りが鼻先をかすめ、外国人のどの色よりも綺麗な黒い瞳に見つめられると、眠っていた愛しさが目覚めるのを実感する。

　アレクシは男を連れていくよう部下に指示を出した後、俺の元にやってきて肩を組んだ。彼は俺と花詠を交互に見て意味ありげにニヤニヤしていたので、なにを考えているかは想像がつき、俺の目が据わる。

「Ta petite amieお前の彼女?」

「Pas sûrさあね.」

「Ne sois pas timide照れるなって!」

　予想通りの絡みに、俺は若干うんざりして口元を歪ませた。

　アレクシは調子のいい男なので、こちらもつい口が緩くなってしまい、日本に大切な人がいるという話をほんの少し漏らしたことがある。どうやらこの女の子がそうなのでは？と感づいたらしい。

　変なところで鋭いんだよな……と苦笑し、適当に話を流してその場はごまかしておいた。こういう時にも、外国語で話せるのは助かる。

　その後、花詠が乗る予定の飛行機が、火山の噴火で欠航するかもしれないという事態に。

　泊まる場所で困っている彼女を我が家に泊めることにした自分に、下心が一ミリもなかったと言えば嘘になる。好きな子とひと晩過ごしたいと、健全な男なら誰だって願うものだ。

　だが、そんな提案をしても彼女は断るだろう。俺たちはただの幼馴染……いや、それよりもっと曖昧で不安定な関係なのだから。七年も音信不通状態だったのに、急に俺の部屋に泊まるなんて無理に決まっている。と、思ったのに。

「いいの!?」と、なかなかに乗り気な返事をしたものだから、こちらが面食らってしまった。そこまで金を節約したいのか、はたまたあいつも同じ気持ちなのか。

　それはわかりかねたが、助けてやりたいのも、奇跡のような再会を一瞬で終わらせたくないのも本心。約束を取りつけた俺は、残りの仕事を完璧に終わらせようとオフィスに戻った。

　九階の領事窓口の奥にあるオフィスでは、現地の職員と日本人が一緒になって業務を行っている。いつものようにデスクに向かい、邦人が訪ねてくるとその対応をする。

　しばらくすると飛行機の欠航の情報が出て、そのすぐ後に花詠から電話がかかってきた。彼女が泊まることが確定し、なんとなく落ち着かない気分になっている俺の元に、領事の桧ひ山やまさんが近づいてくる。

　桧山さんは四十二歳の男性で、領事らしからぬ軽い言動が多いがとても頭の切れる人。口元にある整えた髭がワイルドな印象で、国内外問わず女性から人気だ。

「石動、今夜空いてるか？　ちょっと相談事があるんだが」

　隣にやってきた彼にそう問われ、ピクリと眉が動く。

　今夜は花詠を泊める約束をしてしまったから正直別の日にしてほしいところだが、重要な話だろうか。近々あるイベントとか。

「今度ここが主催する寿司のデモンストレーションの件ですか？」

「いや、恋愛相談」

　彼の口から飛び出した予想外すぎる言葉に、目が点になる。

　恋愛経験豊富で独身貴族の桧山さんが恋愛相談？　なんだか妙だし、俺にアドバイスできるとは思えない。

「相談する相手が間違ってますよ」

「俺じゃなくて、セリーヌとパメラが教えてほしいって言ってるんだよ。日本人男性との恋愛のいろはを」

「ああ、そういう……。というか、俺より桧山さんのほうがよっぽど適任でしょう」

「もっと若いモテ男がいいってことで、石動をご指名だ。ま、面白そうだから俺も同席したいけど」

　ニヤリと口角を上げる彼の後方、ひとつ離れた島のデスクに座るフランス人女性のふたりが、こちらを向いてニコニコしながら軽く手を上げる。

　ふたりとも有能な社員で、普段から俺たちとも雑談するような仲だ。彼女たちの恋愛話を聞くのは別に嫌ではないが、なにせ今夜は予定があるので譲れない。

　俺は苦笑いして彼女たちに同じ仕草を返し、桧山さんに軽く頭を下げる。

「申し訳ありませんが、また後日に。今夜はどうしても会わなきゃいけない人がいるんで」

　そう断ると、桧山さんは意外そうな顔をする。パソコンに向かう俺を腕組みして見下ろす彼は「ほぅ……もしや女？」と呟いていたが、聞こえないフリをしておいた。




　その日の晩は、久しぶりに心が躍るひと時となった。お偉いさん方との気を遣うパーティーばかりに出ている俺にとって、お互いだけを存分に目に映し、自然に笑い合える花詠との時間はとても癒される。

　しかし未来の話になると、彼女は「許嫁じゃなくなってよかったのかもしれないね、私たち」なんて言う。

「私は外国どころか他県にすら移住できなそうだし、悦も日本に留まっていられないでしょう。なかなかまとまった休みも取れないし、海外で悦とこんな風に過ごせるのは最初で最後かも」

　切なげに微笑む彼女を見て、これまでにないほど胸が苦しく締めつけられた。

　俺が結婚する気がないのは本当だ。ずっと一緒にいたいと思える相手なんて、花詠しか考えられないのだから。

　外国人も含めてたくさんの女性と出会ったが、心を動かされる人はいなかった。理由はうまく説明できなくても、俺が求めるのは花詠だけだというのはなぜかはっきりしている。

　だが、彼女が誇りを持っている若女将の仕事を取り上げることはできないし、両親たちはいまだに絶交状態。俺と一緒になるのはまず無理だろう。

　きっと彼女もそれをわかっている。だからって、そんな顔して最後とか言うなよ。

　不覚にも寂しさを滲ませてしまう俺に、花詠はあろうことか頬をくっつけてきた。不慣れなビズをして照れた笑みを浮かべる彼女を見た瞬間、自分の中でなにかが弾けたような感覚を覚える。

　お互いの立場とか両親の関係とか、すべてがどうでもよくなって唇を奪っていた。

　彼女の紅潮した頬や、悩ましげに潤んだ瞳に情欲を掻き立てられる。柔らかく、清らかな肌に触れたら最後、もう止められやしない。

　どうしようもなく愛しい、お前が欲しい――その一心で、俺の熱を彼女の身体に刻んだ。




　翌朝目が覚め、隣で眠る一糸纏わぬ彼女を見た瞬間に、俺は頭を抱えた。

「まずいだろ……」

　花詠の気持ちも確かめずに一線を越えてしまった。それに、こんなことをしたら離れがたくなるだけだっていうのに。

　綺麗な寝顔を見ると愛しさが込み上げてきて、そっと髪を撫でる。

　彼女になんて声をかけるべきか。頭を悩ませるも時間がないことに気づき、急いでシャワーを浴びて身支度を整えた。

　深入りした話もできず、結局何事もなかったかのごとく駅のホームに向かう。花詠も戸惑っているに違いないのに、気の利いた言葉が見つからない。ただ、若女将として頑張れという励ましの声をかけ、彼女を見送っていた。

　その時、ふいに足を止めた彼女がこちらを振り返る。その愛らしい顔が明らかに寂しそうな面持ちをしているものだから、手を伸ばさずにはいられなかった。

「……日本で、また会おう」

　柔らかな身体を抱きしめて囁くと、花詠も俺の服をきゅっと掴んで「うん」としっかり頷く。

　離したくない思いでいっぱいになりながら、小さな約束を取りつけた。

　ふたりで過ごすのも、甘い唇に触れるのも、これきりで終わらせたくない。学生時代なんて比較にならないほど、愛しい気持ちが高まっている。

　日本に帰ったら新しい関係を始めたい。その時までに花詠が誰のものにもなっていなければ、もう遠慮はしない。

　今度こそ電車に乗り込んでいく彼女を見送り、俺は心に誓った。




　――そうして一年弱が経ち、本省へ戻る命が下された。

　帰国した足で、桜が咲き乱れる霞かすみが関せきへ向かう。真っ先にひぐれ屋に行きたいところだが、さすがに会社への挨拶は済ませておかなければ。

　外務省の領事局政策課。最近の洒落たオフィスとはほど遠い、いかにも事務所といったその一室では、国家公務員の男女がせかせかと事務仕事をしている。日本人ばかりのその空間はなんとなく地味で、かつホームに戻ってきたなという和やかさも感じた。

　まず政策課長に挨拶をし、次に顔を合わせたのは久しぶりの槙木さん。ひと足先に本省勤務になっていたのだが、同じ部署に配属になったのには驚いた。

　フランスにいた時はショートカットだった髪が、今では肩につくくらいまで伸びている。なんだか以前より女性らしさが増した印象で、三十五歳になるが実年齢より若く見える。

　俺に手を振る彼女の笑顔は、せっかちに現れた夏の太陽のごとく明るくエネルギッシュだ。

「石動くん！　待ってたわよ～。全然変わってないわね」

「お久しぶりです。槙木さんこそ、いつまでもお若いですね」

「あら!?　パリジャンに揉まれて褒め言葉を使えるようになったのね！　あの石動くんが」

「俺、そんなに無神経でした？」

　珍獣を見るような目をする彼女に、口の端を引きつらせた。俺はお世辞というものが嫌いな節があるとわかっているからそう言うのだろうが、今のは本当に思ったことを口にしただけだ。

「これから馬車馬のように働いてもらうから、よろしくー」

「嫌に決まってるでしょう」

「あ！　ねえ、今晩アンダーフォーティだけで歓迎会しましょうよ。石動くんの話をしたら、研修中の子たちも会いたがっていたから」

「急すぎますよ」

　ツッコミどころが多すぎて脱力する。歓迎会はありがたいし明日まで俺は休みだが、さすがに帰国したばかりで飲みに行くのはきついだろ。

　相変わらず強引な槙木さんは、残念そうに口を尖らせる。

「やっぱりダメかぁ。近くにできた居酒屋が今日までビール半額だったのに～」

「すみません。部屋の片づけもしなきゃいけないので。明日も用事があるし」

「なによ、デート？」

「まあ、そんなところです」

　冗談っぽく聞いてきた彼女は目をしばたたかせた。俺がそんな風に返すとは意外だったらしく、本心を探るような目で見てくる。

「今のは適当？　それとも本当？」

「さあ、どっちでしょうね」

　俺は含み笑いして濁し、頬を膨らませる彼女に「明後日から、またよろしくお願いします」と頭を下げた。




　翌日は予定通りひぐれ屋に向かった。念願の花詠に会えて気分が高揚するも、この場所では接し方を変えねばならないとはたと気づく。

　彼女の両親がいるかもしれないのだ。親密な雰囲気を漂わせたら、内緒で会っていたことに感づかれてしまう可能性がある。

　咄嗟に学生時代のような塩対応に徹し、ふたりきりになったところでようやく再会の喜びに浸れた。久しぶりに見た着物姿は以前にも増して美しく、ただただ愛おしい。

　そこで知ったのは、ひぐれ屋の経営が悪化しているという現状。なにか力になれないかと考えて、すぐに浮かんだのがラヴァルさんの件だ。

　帰国する前に参加したパーティーで彼と会い、近々日本へ行くと話していたのを思い出した。ひぐれ屋なら、日本に何度も来ている彼でも満足させられるだろう。

　ラヴァルさんとは個人的に連絡を取れるため、さっそくこの件を伝えるとふたつ返事で了承してくれた。俺とも食事をするという条件つきだったが、お安い御用だ。

　それがきっかけでひぐれ屋に足を運べるようになったのはよかったものの、やはり思うように花詠と話せない。周りは〝石動家の息子よ〟と軽蔑するような目で見てくるし、なにより彼女の両親がいるからだ。

　特に父親に会うと学生時代の一件を思い出し、どうしても対抗心に似たものが湧いてくる。もうおとなしく言うことを聞く子供ではないとわかってもらうためにも、遠慮なく物申すことにした。

　本当は早く花詠に想いを伝えたい。だがその前に、念のため外堀を埋めておこうと考えている。

　両親たちの不仲を解消すれば、大きな障害がひとつなくなる。そのためには、事業を絡めてもう一度協力関係を作るのが最善策ではないだろうか。俺も家族に会って、石動グループの近況を詳しく調べてみよう。

　俺が本省に戻ると母に連絡した時から、数年ぶりに家族全員で集まろうという話になっている。この機会に聞く他ないと思い、帰国から約一週間後に実行する運びとなった。

　海外が好きな両親のおかげで、実家はアメリカの西海岸風の邸宅だ。ラップサイディングという白い外壁、広々としたウッドデッキに大きな屋根がついたカバードポーチが目を引く。

　芝生を通って懐かしい玄関に入ると、まず母が出迎えてくれた。満面の笑みでハグしてくるのも、父と一緒に海外によく行っていた影響である。

「おかえり、悦斗！　あ～生きててよかった～」

「大袈裟だな」

　軽くハグをして呆れにも似た笑いをこぼすと、母はほんの少し真面目な顔になって言う。

「生きててよかったってのは、私じゃなくてあんたのほうがね。日本にいればニュースを見られるから、なにかあればすぐわかるし連絡も取れるけど、海外はそうもいかないじゃない」

「ああ、無事でなによりだ」

　後ろから笑みを湛えて姿を現した父も、白髪が増えたが特に変わった様子はない。俺もほっこりしながら「ふたりも元気そうでよかったよ」と返した。

　ミッドセンチュリー家具で統一され、ロフトもついている広いリビングダイニングに入ると、三歳上の兄の実み弦つるがソファでくつろいでいた。キッチンにはここで同居している彼の妻の紗さ千ちさんが立っていて、俺にふわっと笑みを向ける。

「悦斗くん、おかえり」

「久しぶり。お前、ちょっと痩せた？　ちゃんと食ってるか？」

　腰を上げて心配そうに近づいてくる兄は、この通り少々過保護なところがある。昔から俺を気にかけてあれこれサポートしてくれる人で、俺と違ってわかりやすく優しいタイプだ。

「大丈夫だよ。兄貴たちも仲よくやってる？」

「もちろん。そろそろ子供作ろうかって話してるところだよ」

　ざっくばらんな兄に、紗千さんは照れた笑みを浮かべた。彼女はおしとやかな性格で、俺より一歳年上だがいつまでも初々しい雰囲気を醸し出している。

　兄たちも昔からの許嫁で、俺と花詠とは違って順調に愛を育み、二年前に結婚した。といっても、付き合いが長いのでいろいろあったとは思うが、少なくとも親同士は良好な関係を築いている。

　同居もうまくいっているようだし、相変わらず仲なか睦むつまじくていい夫婦だ。穏やかな気持ちで紗千さんにフランス土産を渡し、喜ぶ女性陣を見ながら席につく。

「幸せそうでなにより」

「ああ、家族がいるのはいいぞ。悦斗も結婚考えたら？」

「考えてるよ、一応」

　花詠を手に入れられたら、その先にあるのは俺の中では結婚しかない。一年前までは頭になかったその選択肢が新たにできたことを口にすると、兄は一瞬キョトンとした後、目を丸くして声を上げる。

「おぉ、ついに悦斗にも大事な人が!?」

「えっ、彼女ができたの!?」

「なにぃ!?　見合いをしない代わりに彼女ができたら紹介する約束だろう！」

　紗千さん以外の三人が次々と声を上げて取り囲んでくるので、俺はうんざりしながら「うるさい家族……」と呟いた。適当にごまかしておいたが、花詠の名前を出したら余計うるさくなるだろうな。

　両親は性格も大好きなアメリカ人に影響されたようで、自己主張は強めだし皆でわいわい騒ぐのが好きだ。今夜のパーティーも、たくさんの料理を並べて賑やかに始まった。

　食事しながら石動グループの近況を聞いたが、以前は進出していなかった地域にもホテルを建設するらしく、特に経営の面で問題はなさそうだ。酒を嗜みつつ、なにかいい手はないかと模索する。

　数時間が経ち酒も進んだところで、俺は夜風に当たりたくなってウッドデッキに出た。デッキチェアに座り、遠くにそびえるビルの明かりを眺めていると兄もやってきて、静かな夜の中でぽつぽつと語り合う。

「実は、仕事のほうで少し問題があるんだ」

　しばらくすると気になる話が出てきたので、俺はぴくりと反応して彼を見やる。

「親父はあえて言おうとしないが、海外にあるウチのホテル、客足が伸び悩んでいるとこが多いんだよ。サービスも価格も悪くないはずなんだけどな」

　兄は浮かない顔をして、海の向こうの異国を眺めるように遠くを見つめていた。

　父の跡を継いで石動グループの副社長に就任している兄は、自らも海外へ出張して他国でのホテル建設に携わっている。兄が担当したアジアにあるホテルには俺も泊まったことがあるが、なにか問題点はあっただろうか。

　もしかしたら、似たような悩みを抱えている暮泉家と協力し合えることがあるかもしれない。糸口を見つけられたらと、無意識に前屈みになって「詳しく聞かせてくれ」と促した。




　――兄から話を聞いてひとつの案を思いついた俺は、ラヴァルさんの一件が無事終わったらある計画を実行しようと決めた。

　ラヴァルさんが来日したのは、実家で過ごした日の五日後。プライベートとはいえＳＰを引き連れた彼の周囲にはただならぬ雰囲気が漂っているが、本人は至ってのほほんとしている。

　これがひぐれ屋にとってプラスになればいい。そんな前向きな気持ちで彼を宿まで案内したのはよかったものの、ここで予想外の事態が発生した。

「カエさん。あなたはとても美しいですね。笑顔が桜のようだ」

　そう言って花詠に熱視線を向けるラヴァルさんを見た時、これは危ないと直感した。

　彼は軽い気持ちで誰にでも甘いセリフを吐くような男ではない。だからこそ、花詠と会わせても問題ないと思っていた。

　なのに、部屋に食事を持ってきた彼女と話をしている最中も、明らかに普段とは違うとろけた表情をしていたので、危機感は増すばかり。まさかひと目惚れしてしまうとは……と、頭を抱えたくなった。

　彼女は当然気づいていないだろうし、照れた笑みを浮かべるのを見ていると無性にいら立ってしまう。それをなんとか抑えて談笑していた時、俺について彼女は言う。

「実は人のことをよく考えていて、常に力になってあげようとする、優しくて温かい心も持っているんです。私も何度も助けられましたし、領事は彼にぴったりな仕事だと思います」

　花詠の温かみのある言葉が、棘が立った俺の心を丸くしてくれた。俺を優しいだなんて言う人は初めてに等しいかもしれない。

　しかしその直後、ラヴァルさんは突然「デートに誘いたかった」などと言うものだから、俺は咄嗟に口を開いた。

「Il ne peut pas être autoriséそれは許可できません.」

　花詠にわからないようにフランス語で言うと、ラヴァルさんもなにかを感じ取ったらしく、同じように返してくる。

「Pourquoiなぜ?」

「……Parce que je ne veux la donner à personne.彼女を誰にも渡したくないからです」

　俺の答えに、彼は一瞬目を丸くした。そしてすぐに納得したように頷いたので、諦めてくれるかと思いきや……。

「僕は君が気に入ったよ、カエさん。ずっと日本にいられるなら、毎日会いに来たい」

　まるで俺に宣戦布告するかのごとく甘いセリフを口にするものだから、再び憤りがふつふつと込み上げてくる。この人、まったく諦める気ないじゃねぇか。

　あからさまに不機嫌さを顔に出してしまったので、さすがに花詠も気づいたらしく、遠慮がちに部屋を出ていった。ふたりきりになった部屋に微妙な空気が漂う。

　まず沈黙を破ったのは、お猪口を口に運ぶラヴァルさんだ。

「そういうことだったのか。まさか彼女がエツトの最愛の人だったとはね」

　話しやすいフランス語に変えて、彼は言った。

　その表情には嫌味のない笑みが浮かんでいたものの、次いでやや挑戦的な視線をこちらに向けてくる。

「でも、まだ恋人にはなっていないんだろう？　なら、デートを申し込んだってなにも問題はないはずだ」

「問題あります。俺が嫌なので」

「わがままだな！」

　間髪を容れずに物申すと、彼は子供みたいに口を尖らせた。ライバルなのは困るが、正直で憎めない人なのだ。

　彼は単純に気になった様子で疑問を投げかける。

「そこまで愛している人なのに、どうして今まで野放しにしていたんだ？　無防備すぎるだろう」

　ラヴァルさんの言うことはもっともだ。あんなに可愛くて性格のいい子が、今も誰かのものになっていないのは奇跡かもしれない。俺も自分に呆れているよ。

　しかし、それが最良だと思っていたのだ。彼女と再会するまでは。

「俺はずっと日本にいられるわけではないし、花詠が若女将の仕事を辞めたくないのもわかっています。そばにいられないなら、今の関係のままでいたほうがお互いのためでもあると思っていました」

　正反対な仕事の都合と、両親たちの関係も懸念して、俺たちは一番安全で平和な方法を取ってきたのだ。

「ですが、それはただ逃げていただけかもしれないと、遅ればせながら気づきました。俺がどれだけ愛しているか、これからはあいつに伝えていきます。あなたに負けるつもりもありません」

　一歩も引く気がないことを力強い視線で訴えると、ラヴァルさんは驚いたように目を見張った。そしてくしゃっと髪を掻き上げ、頷きながら苦笑を漏らす。

「エツトの気持ちはわかった。君が女性のことで熱くなるなんて意外だな。僕も日本人女性にひと目惚れしたのは初めてだから、正直戸惑っているんだよ。諦めがつくかもわからない」

「諦めてください」

「本当に遠慮がないなぁ！」

　即座にぴしゃりと返した俺に、ラヴァルさんはそうツッコんで天を仰いでいた。こういうところが憎めない。

　彼がどこまで本気なのかはわからないが、俺はとにかく彼女への想いを貫くだけだ。

　お互いに腹を割って話したので幾分かイラ立ちは収まり、会食は和やかに済んだ。しかし、帰り際に会った花詠は口説かれるのもまんざらではなさそうで、嫉妬が膨れて棘のある口調で忠告してしまった。

　彼女はそれにムッとした様子で言い放つ。

「私は好きな人とずっと一緒にいたいし、外国にいる人と付き合おうなんて思わない」

　そのひと言は、思いのほか胸に刺さった。ラヴァルさんにではなく、俺に対して言っているように聞こえて仕方がない。

　だが、もうなにがあろうと引きはしない。むしろ、早く想いを伝えたい気持ちが勝り、翌日仕事を終えてから再びひぐれ屋に足を運んだ。

　外堀を埋めて互いの両親が不仲という大きな不安要素をひとつなくしてからのほうが、彼女の気持ちも俺に向きやすくなるだろうと考えていた。しかし彼女に迫る男が現れた以上、悠長にはしていられない。

　花詠はだいたい午後七時過ぎに上がると以前から聞いている。それまで少し時間があるので、茶房で待つことにする。

　暖簾のれんをくぐり、暗めの照明が落ち着いた雰囲気を感じさせる茶房に入ると、仲居さんと同じ着物を着た若い女性が俺を見て目を丸くした。

「い、いらっしゃいませ！」と声を裏返らせる彼女は、確か帰国してすぐここに来た時に花詠と話していた子だ。一瞬ギョッとしたように見えたが気のせいだろうか。

　微妙な引っかかりを覚えつつもカウンター席に座り、車なのでとりあえず茶を頼む。そういえば花詠にメッセージを送っていなかったなとスマホを取り出した時、店に数人の客が入ってきた。

　なんとなくそちらに目をやると、和服姿の懐かしい顔の男がいる。客を案内していたらしい彼は、俺の視線に気づいて目を見開いた。

「あれっ、悦斗さん!?」

　もう何年も会っていないのにすぐにわかったようで、こちらに向かってくる彼に自然に表情がほころぶ。

「祥、久しぶりだな」

「お久しぶりです！　皆から話は聞いています。ラヴァルさんの件、ウチに協力してくれてありがとうございました」

　人懐っこい笑顔で頭を下げる祥は、花詠に似てとても愛想がいい。軽く首を横に振って「ただ紹介しただけだよ」と言うと、彼はニコニコしながら話す。

「彼、すごく感じのいい人ですね。今日の午後、この茶房にも来てくれたんです。姉ちゃんとふたりで話してたからびっくりしたけど」

　……は？

　思いもよらない事実がさらっと告げられ、みるみる顔が強張る。

「花詠と？」

「はい。なんか姉ちゃん、すげー口説かれてましたよ。甘い微笑みで〝君に会えてよかった〟的なことを言われてて。フランス人ってさすがですね」

　祥が感心したように頷きながら話すのを聞き、急激に危機感を掻き立てられた。

　あの人、朝チェックアウトして帰ったんじゃなかったのかよ。花詠のことだからきっと彼のためにここを紹介したんだろうが、ふたりきりになっていたというだけで心は穏やかじゃいられない。

　無意識に眉根を寄せていると、祥は「あ、そうだ」と言いながら、羽織に特別についているらしいポケットからスマホを取り出す。

「スマホ持ったままでよかった。ほら、写真も撮ったんです。なにげにお似合いかも」

　素早く操作して見せられた画面には、ラヴァルさんに肩を抱かれ、楽しそうに笑い合う花詠の姿が映し出されている。胸の奥から黒い感情が込み上げてきて、もう抑えられそうにない。

「帰り際にはキスまでされてたし！　姉ちゃん、いつもより早く上がったんで、もしかしたら今夜会うって約束でもしたんじゃ――」

　祥がニヤニヤしてそう言った瞬間、俺は弾かれたように立ち上がった。驚く彼に、焦燥を露わにして確認する。

「花詠はもう帰ったのか？」

「あ……たぶんそろそろ着替え終わった頃じゃないかと」

　彼は目をしばたたかせて教えてくれた。

　さすがに今夜も会うなんてことはないだろう。でもそれは関係なく、今すぐ会いたい。あいつがどう思っているのかもはっきりさせておきたいんだ。

　先ほどの女性が持ってきた茶を手に取ると一気に飲み干し、唖然としている彼女たちをよそに千円札を一枚テーブルに置く。

「ごちそうさま。釣りはいらない」

「えっ、石動さん!?」

　戸惑う彼女の声を背に、急いで茶房を飛び出した。

　本館の入り口へ向かうと、ちょうど花詠が出てくる。俺を見て驚く彼女の手を引いて人気のない脇道に入り、この腕の中に閉じ込めた。

　……甘い香り、柔らかな身体、少し乱れた息遣い。触れるたび愛しくてたまらなくなる。

「俺のそばにいろ。この先もずっと。あの人にも、誰にも花詠はやらない」

　堰せき止めていた水を放出するかのごとく、何年も前から押し殺していた想いを吐き出した。彼女はもがきもせず、瞳を潤ませて俺に抱かれている。

　溺れてしまえばいい。この愛の中では、ただ幸せになるだけだから。

　俺の想いを聞いて、夜よ露つゆのように輝く涙を溜めた花詠の頬に、そっと手を添える。

「泣くほど嫌か」

　彼女は首を横に振り、可愛くしがみついてくる。嫌がられていないことくらいわかっていたが、あえて確認してみたんだ。

「私もずっと、大好きだったから」

　――お前の唇が紡ぐ、その言葉が聞きたくて。

　長い長い片想いに、ようやく終止符を打てた。まだまだ問題は残っている。だが今は、気持ちが通じ合えただけでいい。

　この瞬間だけはなにもかも忘れて、手に入れたものの大切さを噛みしめていた。










６．策士なプロポーズは突然に




　悦と恋人同士になれた夜、離れがたくて少しだけ彼の家にお邪魔した。

　あのすぐ後、棗ちゃんから【私と夕飯食べるってことにしておいていいですよ！　石動さんとごゆっくり】という、ハートつきのメッセージが届いた。茶房での詳しい話を聞いて察するに、私たちが想いを打ち明けたのもお見通しなんじゃないだろうか。

　ちょっぴり恥ずかしいけれど、正直とってもありがたい。気が利く棗ちゃんにはお礼を、母には彼女と急きょ食事をしに行くという旨を送っておいた。

　悦が茶房を飛び出した時に祥もいたらしいし、彼にも気づかれているかもしれない。だとしても両親に告げ口する子ではないし、棗ちゃんが口止めしておいてくれるはず。

　親に嘘をつくのは多少の罪悪感があるけれど、今はとにかく幸せに浸っていたい。

　彼の住処は、外務省から車で十分ほどの麻あざ布ぶにある二十九階建てのタワーマンション。ラグジュアリーなその中を手を繋いで歩いている最中も、足元がふわふわしてまるで夢の中にいるみたいだ。

　二十六階にある彼の部屋は、ストラスブールにいる時とはまた違ってよりスタイリッシュな雰囲気だった。広々としたリビングの窓からは、赤く輝く東京タワーがとても綺麗に眺められる。

「ここが日本の悦の部屋なんだぁ。すごい、夜景がめちゃくちゃきれ――」

　感嘆の声を上げている最中、後ろから急に抱きしめられて心臓が飛び跳ねた。

　やばいやばいやばい。幼馴染の域を越えた途端、こんなに甘くなるなんて予想外すぎて！

　すっぽり包まれた腕の中でぎこちなく振り向くと、待ち焦がれたように唇を奪われた。舌を差し込まれ、口内で交わって、強張った身体から力が抜けていく。

　息継ぎの合間にうっすら目を開けると、とんでもない色気を放つ瞳と視線が絡み合い、ドキドキしすぎて窒息しそうになる。全然嫌ではないのにストップをかけたくて、適当な言い訳を口にしてみる。

「ね、悦……まだちゃんと部屋見てない」

「そんなの、これから何度も来られるんだからいいだろ」

　くだらない、といった調子でそう言った彼は、私の腰に手を回してソファへ誘う。先に腰を下ろした悦は、手を引いて自分の脚の上に私を座らせた。

「今はこっち。花詠を堪能させて」

　甘えるように私を見上げる彼に、胸がキュンキュン鳴っている。これまでとは全然違う愛が溢れているのがわかるから、文句なんて出てこない。

　再び顔を寄せ合い、何度も唇を重ねた。舌が絡む水音と、色っぽい吐息がこぼれていやらしい気持ちになっていく。

　息が上がる私をとろける瞳で見つめた彼は、重ねていた唇を首筋に移動させ、ちゅっとキスをした。

　くすぐったさと快感で身をよじらせていると、彼の手が胸の膨らみに触れ、びくんと身体が震える。

「あっ、んん……っ」

　思わず声が漏れ、咄嗟に手の甲を口元に当てた。

　あの一夜で覚えた感覚が蘇ってきて、敏感に反応してしまう。まさか、今日もキスだけでは終わらない……？　どうしよう。行為はあの一回だけで一年弱なにもなかったのだし、今日は酔ってもいないし、気持ちは処女同然なんだけど！

　さらに、もう片方の手は自然な手つきでするりと服の中へ滑り込み、背中を直に撫でる。その瞬間、頭の中に赤信号が点灯して彼の胸を押した。

　これ以上は、今日は無理！

「ちょ、ちょっと待った！」

「あぁ？」

　眉間にシワを寄せてギロリと見上げる彼は、危ない組の人さながらの迫力がある。私は口元を歪ませて「怖いって」と物申した。

　餌を取り上げられた獣のごとく不満げにする彼に、私はバツの悪さも感じつつ真っ赤になっているだろう顔を俯かせる。

「あの、今日はここまでで……。両想いってわかっただけで十分っていうか」

　もちろん身体も愛されたいけれど、今はなんだかもったいない気がしてしまう。今日は想いが通じ合えたピュアな喜びに浸っていたい。

「これ以上幸せにさせられたら、ドキドキしすぎて死んじゃうかも」

　恥ずかしいだけでなく、語彙力のなさにも顔を覆いたくなるけれど、これが率直な気持ちだ。

　悦の顔からは獣の荒々しさが瞬時に消え、呆れたような、それでいて嬉しそうな笑みをふっとこぼした。そして、私を安心させるようにぽんと頭を撫でる。

「最初から今夜する気はなかったよ。時間もねぇし。でも今さらそんな純情なこと言って……俺の下でめちゃくちゃ色っぽく乱れてたのに」

「言わないでぇ～。私だって初めてであんなに……き、気持ちよくなるなんて思わなかったよ……」

　恥ずかしすぎて尻つぼみになり彼の胸に顔を埋めると、クスクスと笑う声が響く。そして、彼は私の髪を撫でながら思いのほかほっとしたような声で言う。

「そうか、よかった。花詠の全部を知るのが俺だけで」

　二十代半ばにして処女だった私にも引かず、むしろ嬉しそうにしてくれていて胸が軽やかに鳴る。

「世界中のどこを探しても、お前ほど可愛くて愛したい女はいないよ」

　とびきり甘い言葉が耳から流れ込んできて全身に染み渡り、心は喜びで震えた。

　なんて大袈裟なセリフ。でも、本当に世界を飛び回っている彼だと真摯な愛を伝えてくれているのだと感じられて、私は幸せを噛みしめて彼に抱きついた。

　ひとしきりくっついた後は、隣に腰を下ろして帰るまでのつかの間の時間を過ごすことにした。

　私は悦の肩に頭を載せ、彼もそれを受け入れてまったりと話をしている。

「これからしばらくは、まだ犬猿の仲を演じたほうがいいと思う」

「〝逆・仮面カップル〟って感じだね」

　表面上は仲睦まじく見せているふたりを仮面カップルや仮面夫婦と呼ぶなら、私たちはそれの逆バージョンだ。

「やっぱり内緒にしなきゃダメかな」

　本音は声を大にして言いたい。私たちは愛し合っているんだって。

　ちょっぴり不服そうにしていると、彼はぎゅっと眉根を寄せて私の父のマネをし始める。

「〝ふたりで隠れてイチャコラしてたのか！　俺があれだけ関わるなと言ったにもかかわらず！〟って、激怒した親父さんが引き離そうとする未来が見える」

「た、確かに……」

「ただ付き合ってるって報告するんじゃなくて、親父さんたちも納得して俺たちの交際を認めるのが一番いいだろ」

　悦の言う通り、父たちに有無を言わせない理由があれば厄介事は避けられるだろうけど、それは難しそう。

　うーんと唸る私の手に、彼は自分のそれを重ねて頼もしい口調で言う。

「心配するな。俺に考えがある。それを実行するために聞いておくけど」

　言葉を区切ってこちらを向く彼の綺麗な瞳と、視線を絡ませる。

「お前、俺と結婚できる？」

　唐突にドキッとする質問を投げかけられ、私は目をしばたたかせた。

「え……けっ、こん？」

「ああ。旅館のこととか、俺が外交官だとか。そういうの全部抜きにして、俺との結婚を考えられるか？」

　彼の表情は真剣だ。でも、これってプロポーズ……ではないよね。

　どうして急に結婚の話が出てくるのかわからないけれど、諸々の問題をないものとすれば、もちろん私の答えは決まっている。

「そんなの……ずっと前から考えてたよ。許嫁、だったんだから」

　悦の気持ちがわかりかねるので、私も曖昧な返答になってしまった。許嫁だったからというのもあるけど、それだけじゃなくて、一番の理由は彼が好きだからなのに。

　無意識に重ねられた手をきゅっと握る。悦はひとつ頷き、「そうか。なら問題ない」とあっさり返した。

　やっぱり甘い意味はないんだろうなと、なんとなく切ない気分になる。本当に、この人は一体なにを企んでいるんだろうか。

「なにをするつもり？」

「とりあえず、近々集まって話し合いをしよう。石動家と暮泉家の皆で」

　それ以上は詳しくは教えてもらえそうにない。話し合いがうまくいくとも思えないし、すっきりしないままだけれど、ひとまず「わかった」と答えた。

　悦はおもむろに指を絡めて手を繋ぎ直し、口を開く。

「ちなみに俺は、花詠と結婚できないなら一生独身でいるよ」

　さらっと告げられたひと言で、ストラスブールでの会話が蘇ってくる。

　あの時、悦は『この仕事をするって決めた時から結婚は諦めてる』と言っていた。あれってもしや、私が日本にいるから諦めていたの？　だって今の発言の裏を返せば、私とじゃなければ結婚する気はないという意味で……。

　いやもう、ほぼプロポーズみたいなものでは!?　これ以上幸せにさせられたら死ぬと言っているのに！

　ぼっと熱くなる顔を両手で覆って悶える私を見て、悦はクスクスと笑っていた。

　私たちでは結婚なんて無理だと思っていた。でもラヴァルさんが言っていた通り、そう決めつけていたのは自分なのだから、ふたりで話し合えば解決策が見つかるかもしれない。

　ようやく繋ぎ合えたこの手は、簡単に離しはしない。

　ゴールデンウィーク最終日の日曜である今日、悦の働きで石動家と暮泉家の食事会が開かれることになった。どうやって実現させたのかというと……。

　私は彼に言われた通り、両親に『ひぐれ屋にラヴァルさんが来た話を悦がご両親にしたら興味を持ったらしくて、ぜひ今のひぐれ屋を訪問したいって』と伝えた。本当に訪問したいと言っているかどうかはわからないが。

　ふたりは最初は渋った様子を見せていたものの、まんざらでもなかったようで、少し説得を続けたら招待しようじゃないかと乗り気になってくれた。たぶん、少なからず自慢したい気持ちがあるんだろう。

　逆に石動家には『暮泉家が石動グループの経営戦略を事業の参考にしたいそうだ』と伝えたらしい。ウチは一切そんなこと言っていないのに。

　彼らもそれなら教えてやろうじゃないかと、ひぐれ屋に来ることを約束してくれた。悦の〝とりあえずお互い下手に出させよう作戦〟は、ひとまず成功したというわけだ。

　例年に比べて宿泊客が少ない連休最終日、すべてのお客様がチェックアウトした後、特別に会席料理を大広間に用意している。

　約束の十二時、石動家の四人がやってきて、私たちも総出で出迎えた。

　石動夫妻は海外セレブのような装いで、ふたりとも若々しい。幼い頃の記憶しかないが、綺麗に年を取っているなと感じる。

　お兄さんの実弦さんも、最後に会ったのは私が中学の時だっただろうか。悦より少し優しい顔立ちをしていて、彼も容姿は完璧だ。

　まず口を開いたのは、うっすらと笑みを湛える悦のお父様。

「久しぶりだな、暮泉」

「ああ……君たちがここに来るのは二十年ぶりくらいか」

　あら？　私の父の表情も声色も穏やかで、わりといい雰囲気が漂っている。もしかしたら、時間が溝を埋めてくれたのかも。

　……なんて希望を抱いたのもつかの間、ロビーに置いてある貴重な花瓶を眺めていたお父様が、意地悪そうに口角を上げる。

「陶芸作家、紀き藤とう修しゅう悟ごの作品か。現存するものはほぼ偽物だと言っていたぞ」

「残念ながらこれは本物だ。そっちこそ、絵画のレプリカばっかり掴まされているくせに」

「掴まされているんじゃない。好きで買ってるんだ」

「ああそうかい。オレオレ詐欺に引っかかるなよ」

「あんたもな」

　子供か！とツッコみたくなる言い合いが始まり、私も悦も脱力して大きなため息を吐き出した。なんだかレベルの低い争いだな……。

　一方私の母は、黒のタイトなリブニットワンピースに身を包んだ悦のお母様ににこりと笑顔を向けている。

「相変わらず素敵なセンスね。還暦間近でこんな若作りな服を着るなんて、私にはマネできないわ」

「あら、ありがとう。スタイルも維持しなくちゃいけないから大変なのよ。確かに、あなたにはハードルが高いかもしれないわね」

　ふたりともニコニコしているのに会話は嫌味のオンパレードで、私たちはさらに頭を抱えた。どちらの夫婦も敵対心むき出しではないか。

　しかし、子供である私たちは違う。実弦さんは両親に呆れるどころか素知らぬ顔で、私と祥をまじまじと見つめて感激している。

「ふたりとも、こんなに立派になって……！　特に祥くんなんて、軽々抱っこできるくらい小さかったのに」

「俺、実弦さんの記憶ほとんどないや。でもやっぱイケメンっすね～」

　腕を組んでへらっと笑う祥に、母が「品を保ちなさい、品を！」と注意した。

　私は両親の顔色を窺いつつ、当たり障りのない挨拶をする。

「実弦さん、お久しぶりです。紗千さんとご結婚されたんですよね。おめでとうございます」

「ありがとう。そういえば昔、紗千も入れて四人で遊んだことがあったっけ。なあ、悦斗」

　彼はあっけらかんとして悦に話を振った。しかし、両親たちはのほほんとした私たちに〝なに親しげにしてるんだ〟と言いたげな視線を向けてくる。

　口の端を引きつらせていると、悦がにこりともせず口を開く。

「さあ、記憶にない。覚えているのはこいつに〝悪い男〟の烙印を押されたことくらいだ」

　めちゃくちゃ懐かしい話を持ってくるな……塩対応も完璧だし。

　小学校時代を思い出し、私は決まりの悪さを感じつつ言い返す。

「意外と根に持つタイプなんだね。そういう人はモテないよ」

「モテなくて結構。間に合ってるんで」

　彼はそう言い、意味ありげな視線を向けてきた。

　それってつまり、私がいるからモテる必要はないってことか。……さりげなく恋人アピールしてこないでほしい！

　ぽっと頬を火照らせて黙り込む私に、悦はボソッと呟く。

「花詠に俳優は無理だな」

「余計なお世話！」

　素で言い合う私たちを、仲居さんたちが「本当に仲がよろしくないのね……」とコソコソ話しながら気まずそうに静観していた。

　やんややんや言いながら大広間に移動し、仲居さんに協力してもらって料理の準備が整うと、形式的に父が簡単な挨拶をして食事を始めた。

　悦のご両親は、前菜の蓬よもぎ豆腐や粽ちまき寿す司しを口へ運ぶと、笑顔で「うん、美味しい」と褒めてくれた。ただ、両親にではなく私や祥に顔を向けていたが。

　おふたりはいいものはいいと素直に褒め、悪いところははっきりダメ出しするタイプの人たち。悦の遠慮のなさも似ていると思うし、私は彼らの性格は嫌いではない。

　逆に、私の両親は頭が硬くてとても古風なタイプなので、元から合わないのかもしれない。でも、先ほどの言い合いを見ていると、どうにかすれば〝ケンカするほど仲がいい〟と言えるような関係になれるんじゃないかとも思う。昔は友好的だったわけだし。

　食事しながら思案していた時、くいっと日本酒を呷あおった悦のお父様が口を開く。

「それで、ひぐれ屋はついに私たちの力を借りたくなるほど経営難に陥ったのか？」

　本題に入った感じがして、一瞬で場の空気がピリッと張り詰めた。皆の箸が一旦止まり、父がなんと返すのかに注目する。

　眉間のシワをさらに深くした父は、箸を置いて向かいに座るお父様を睨みつける。

「相変わらず失礼なものだ。今日ここへ来た本当の目的は嫌味を言うためか？　だったら、今すぐお引き取り願いたい」

「助けてほしいなら素直にそう頼めばいいものを。頑固で融通が利かないのは昔から変わっていないな」

「誰が頼むか。そもそも経営難なんかではない」

「ひぐれ屋が苦戦していることくらい、同業者なんだから知っている。手遅れになる前に、その硬い頭をよーく揉み解したほうがいい」

「余計なお世話だ！」

　ああ、また始まった……と、父ふたり以外は呆れ気味だ。でも、悦はお互いの両親に違うことを言って今日の場を設けたのに、なにげに話が噛み合っているのがすごい。

　悦にちらりと視線を送ると、平然となりゆきを静観していた彼がすっと手を挙げた。

「ひとつ、ご提案させていただいても？」

　冷静な彼のひと言で、罵ののしり合っていた父たちが黙り込んだ。一体なにを言おうとしているのだろう。

　静まり返る中、悦が落ち着いた口調で話し始める。

「俺も、ひぐれ屋さんがかつての勢いを取り戻すためには新しい手段、石動グループの力が必要だと思います。宿泊客が減っているのはなにが原因か、花詠はわかっているよな？」

　悦が急に私に話を振ってきたのでギョッとした。皆の視線がこちらに集まり、変な汗が滲む。

　いきなり無茶振りはやめてほしい……が、この際言いたいことを言ってしまおう。彼はきっとそうしてほしくて私に聞いたのだろうから。

「……私は、時代遅れなんだと思う」

　姿勢を正し、思い切って言った。母が嗜めるように「花詠」と呼ぶけれど関係ない。

「ひぐれ屋は歴史のある宿だからって、ずっと同じことを続けるのに執着して時代の変化についていけてない。もっとネットを使って宣伝したり、予約方法を変えたりしないと集客はできないよ」

　家族の中だけでこの話をしても取り合ってもらえなかった。でも、石動家もいる今ならなにか変わるかもしれない。その証拠に、お父様たちは私の意見に賛同するように小さく頷いている。

　さらに、私の隣に座る祥が口を開く。

「俺も姉ちゃんに一票。ていうか、前からそう言ってるのに父さんが聞く耳持たないのがいけない」

　しれっと率直な発言をする彼に、父は煙たそうな顔をして対抗しようとする。

「祥、お前は……！」

「子供たちは正しいぞ。なにが問題かはっきりわかっているじゃないか」

　父の言葉を遮って、悦のお父様が私たちの援護をしてくれた。父は苦虫を噛み潰したような顔でぐっと押し黙り、私は祥と少しほっとしながら顔を見合わせた。

　話が途切れたところで、悦が再び口を開く。

「石動グループは、ウェブを活用して集客するマーケティングに長けています。コンサルティングを行って売上改善に成功した事例も多くある。一度頼ってみてもいいんじゃないでしょうか。ひぐれ屋の存続と、家族や従業員のために」

　責めるのではなく、親身に寄り添うような彼の説得に、父は黙ってなにかを考えている。気持ちが変わってほしいと願っていると、お父様が真剣な表情で説得に加わる。

「暮泉、昔のやり方を貫くのは時に賢明ではないこともある。宿が潰れてしまったら元も子もないぞ。俺たちに助けを求めるなら、昔のいざこざは水に流して手を貸してやろう」

「助けなどは必要ない。少なくとも、石動グループだけは願い下げだ」

　本当に頑固なんだから！とため息をつく私。せっかくお父様が手を差し伸べてくれているのに、意地でそれを突っぱねるんだもの。こっちはもどかしくてたまらない。

　しかし、ここでも場をまとめるのはやはり悦だ。

「では、こうしてはいかがでしょう。石動グループも暮泉さんの力を借りるんです」

　この提案にはふたりとも意表を突かれたらしい。ぽかんとした表情になって悦を見やり、お父様も「なに？」と声を漏らす。

「石動グループも、海外進出しているホテルのいくつかは客足が伸びていない現状がありますよね」

　公になっていない事実が明かされ、皆が目を見張る。

「ああ、そうだ」

　潔く認めたのは実弦さんだ。お父様は〝やられた〟と言いたげに肩を落とす。

「実弦……悦斗に言ったのか」

「家族の雑談の一環でね」

　したり顔の実弦さんはさすが副社長、お父様とも対等という感じがする。腕を組む彼の纏う空気が、仕事モードのきりりとしたものに変わる。

「海外がいまいちな理由のひとつは、ターゲットが日本人の旅行客だからだろうと、悦斗と話していてわかった。従業員も自然と日本人が多くなって、地元の外国人に馴染まなくなっているんだ。もっと全世界の人たちへ目を向けないと」

　彼はまるで会議中のような調子でそう語った。

　日本のホテル事業ではトップクラスの石動グループが、海外ではそんな問題を抱えていたなんて。意外だけれど、私たちと同じ悩みがあったんだなと、少しほっとした気持ちにもなる。

　悦もひとつ頷き、自分の考えを話す。

「世界各国の旅行客を集めるために、日本らしい〝おもてなしの心〟を押し出してみてはどうかと。そこで、一流のサービスを提供しているひぐれ屋さんの知恵をお借りするんです」

「なるほど……いいかもしれない」

　悦の言葉に私たち暮泉家の皆が大きく目を見開く中、実弦さんは表情を明るくして頷いた。

　私たちが行っているサービスを対価にしようとするとは。考えもしなかった案に驚いていると、ふいに悦のお母様が口を開く。

「あのね、実は私感動してたの。今日のおもてなしに」

　予想外の言葉を口にした彼女は、私の母に優しげな眼差しを向ける。

「私が左利きだって覚えていたのね。ちゃんと箸の持ち手を左にしてくれてあったわ。こんなに細やかな気遣いができる人、今の石動グループにどれだけいるか。簡単にはできないことよ」

「美み波なみさん……」

　作りものではない笑みを浮かべる彼女に、母は驚きと感動が交ざった様子で名前をこぼした。

　皆の箸を用意したのは仲居さんだったから、母が気づいて変えておいたんだ。お客様が少しでも心地よく過ごせるようにするのは、母にしてみれば当然のことなのだろうけど、敵対している相手にも同じ心遣いをしてくれて私も嬉しい。

　母たちの雰囲気がみるからに温かくなる。やっぱり、相手を思いやる心はその人たちの関係も良好にするのだ。

　母たちだけでなく私も、悦も自然に口元がほころんでいる。

「ひぐれ屋は石動グループの集客施策のノウハウを、石動グループはひぐれ屋のおもてなし精神を伝授し合う。協力関係を築けば、両者にとってプラスになるのは間違いないと思いませんか？」

　希望に満ちた提案をする悦に、私は尊敬の眼差しを向ける。

　彼はきっと、こういう方法で両親の関係を修復させようと考えていたのだ。交渉も上手だし、さすが外交官様。

「すごいです、悦斗さん。俺は賛成」

「私も」

　私と同じく目を輝かせて悦を見つめる祥が賛同し、私もそれに続いた。

「……うん。いいと思うわよ」

　さらに、前向きな反応を見せたのは母だった。母は以前から私たち寄りの考えだったけれど、今しがたの美波さんとのやり取りも後押しになったのかもしれない。

　ただひとり、父だけはなんだか情けない顔をして嘆く。

「お前まで……！」

「今のままではいけないって、あなたも本当はわかっているんでしょう。悦斗くんの言う通り、大事な周りの人たちのためにも古くて意味のない習慣は変えるべきだわ」

　母の説得に、父はむすっとして一旦黙り込む。皆に言われてこれまでよりかは父の心に響いているようだが、まだまだ折れはしない。

「石動グループには何度も裏切られてきたんだ。信用できない。ウチの内部事情を探って弱みを握り、最悪の場合潰そうとしてくる可能性だってある」

「それはお互い様だろう。というか、昔のあの件なら俺たちがチャンスを掴み取るのに成功しただけで、裏切ったなんていうのはお門違いじゃないか」

「なんだと？」

　結局この流れになるのかー！と心底呆れていたその時、悦が言い合うふたりを黙らせるように「じゃあ」と声を張る。場が静まり、皆を見回した彼が息を吸い込む。

「俺が花詠と結婚します。両家が信頼関係を結んだと公にすれば、お互いに妙な動きはできないでしょう」

　――へ？　けっ……結婚を宣言した!?

　とんでもない発言が飛び出し、数秒の間を置いて各々が驚愕の声を上げた。

　私の両親は金魚のように口をぱくぱくさせていて、「なっ、な……！」と言葉になっていない。口元を片手で覆っている祥だけは、密かに歓喜しているのが私にはわかった。

　石動家も困惑していて、中でも実弦さんは心配そうに悦の肩を掴む。

「お前、本気なのか？　簡単に結婚なんて言ったら……」

「覚悟してるに決まってんだろ」

　真剣な顔で言い切る彼に、実弦さんははっとした様子で手を離した。

「俺たちは元々許嫁だった。そんなに驚くことじゃないでしょう。その当時も別に親父たちは特別仲がよかったわけじゃなくて、事業のために俺たちを結婚させようとしていたんじゃないですか？」

　悦の鋭い視線を受けた父ふたりは、なにも言い返せないようだ。

　よくよく考えれば、私たちが許嫁だった背景に仕事や利益が絡んでいないはずがない。政略結婚とはそういうものなのだから。

　悦は実弦さんに視線を戻す。

「兄貴は会社を継いで嫁さんももらってる。今度は俺が親孝行するべきだろ」

　もっともらしく言う彼を見つめながら、私はこの間悦が結婚について聞いてきた理由がやっとわかって納得していた。

　両親の関係の修復と私たちの結婚、同時に認めさせようとするとは……策士すぎてあっぱれだわ。

　当然、私の両親は戸惑いまくっていて、母が身を乗り出して止めようとしてくる。

「でも、花詠の気持ちが――！」

「いいよ。結婚する」

　彼女の言葉を遮って私も力強く宣言すると、再び両親が唖然とした。

　せっかく悦が作ってくれたチャンスに乗らない手はない。ただ、まだ愛が芽生えていない体を装わなければ。

「ひぐれ屋のためになるなら、私も協力したい」

「花詠……！」

「お母さんたちも、そろそろ私に結婚してほしかったでしょう。この年まで出会いもなかったんだから、いい機会じゃない」

　納得してもらうために建前の理由を述べる。とはいえ、ひぐれ屋のために協力したいというのは本当だ。

「私も、本当はずっと覚悟してたもの。悦が許嫁だって言われた時から、この人と結婚するんだって」

　本音を交え、最愛の人と視線を絡ませた。彼の表情は変わっていないものの、私だけはまっすぐなその瞳に情熱が宿っているのがわかる。

　見つめ合う私たちに、父が珍しく慌てた様子で待ったをかける。

「おいおい、勝手に話を進めるな。悦斗くんと結婚したら、花詠は海外に行くことになるじゃないか。ひぐれ屋には花詠が必要だ」

「俺が海外へ行くのは、最低でも五年後です。その間に解決策は見つかるでしょう。どうするかは俺たちが話し合って決めればいい」

　悦が冷静に返し、自分の中にずっとあった複雑な気持ちも整理されていく。

　私もその問題についてはまだ答えを出せない。仕事で必要とされているのは嬉しいし、私も若女将を続けたいけれど、また何年も悦と離れるのは耐えがたい。

　でも、これからはひとりで悩まなくていいのだ。彼が一緒に生きてくれるから。

「安心してください。結婚した暁あかつきには、花詠の幸せを第一に考えます」

　悦は凛とした眼差しで父を捉え、しっかりと宣言した。今のはきっと彼の本心だと信じられる。

　胸がじんとして、つい緩みそうになる口元を引きしめる。

「ですから、あなた方もいいビジネスパートナーになってください」

「そうだよ。お父さんたちも仲よくしよう？」

　やや軽い口調になった悦に続いて私もそう言った。

　父たちはバツが悪そうに目を泳がせていたものの、他の皆は私たちの意見を認めるように穏やかな表情をしていて、流れる空気に息苦しさは感じなかった。




　その後も父は渋っていたが、食事を終える頃には私たちの婚約を認め、石動家と協力することを一応約束してくれた。

　食事の後、悦はさっそく『今後の話をしよう』と皆の前で私を誘った。一旦家に帰って着物から普段着に着替えた後、連れてこられたのは彼のマンション。

　時刻はまだ午後三時だ。明るい日が差し込むリビングに入ると、なんだか途端に気が抜けてソファに腰を下ろした。

「私たち、婚約者になれたんだ……。ふたりで会っても、もう文句言われないんだよね？」

「だから今ここにいるんだろ」

　ふっと笑いをこぼした悦は、スーツのジャケットを脱いでソファの背にかける。私は安堵と喜びに満たされた気分で、彼を見上げて微笑んだ。

「ありがとう。お父さんも考えを改めてくれそうだし、全部悦のおかげだよ」

「いや、俺はただきっかけを作っただけだ。これからも言い合いが続きそうだけど、なんだかんだ協力するだろうな」

　確かに、石動夫妻はわりと前向きな様子だったし、お互いにちょっと歩み寄ればよかっただけなのだと思う。それができないのだから呆れてしまうが、父にとっては難しかったのだろう。

　でも、確実に関係は変わってきている。両家で顔を合わせた今日が、その大きな一歩になったのだ。それは間違いなく悦のおかげ。

　なにはともあれ、私たちが堂々と付き合えるようになったことが嬉しい。急に皆の前で親密にはできないが、これから徐々に〝惹かれ合っている感〟を出していこう。

　心穏やかにぼんやりと今後のことを考えていると、悦がネクタイを緩めながら問いかける。

「さて、今日は耐えられるか？」

「へっ？」

　彼は首元がルーズになったセクシーな状態でこちらに近づき、ソファにもたれる私の横におもむろに手をつく。

「もっと幸せにしてやってもいいか？ってこと」

　どっくん、と急激に心臓が大きく動く。彼の瞳にはすでに燃えるような情熱が宿っているように見えて、もう逃れられる気がしない。

　……いや、私も逃げる気はない。ちゃんと愛し合っていると自覚した状態で抱かれたらどうなってしまうのか、本当に幸せすぎて死ぬんじゃないかと思うけれど、やっぱりその幸せを味わいたい。

　ドキドキしまくりながらも、大好きな人を見上げて「お願いします」と返すと、彼は愛おしそうな表情を浮かべた。

　ただ、真っ昼間からするっていうのもどうなんだろう？と、はっとする。明るいと身体の隅々までよく見えてしまうのでは!?

「でも！　もうちょっと暗くなるまで――」

「待てるわけないだろうが」

　慌てて制そうとするも、ぎゅっと眉根を寄せた悦は完全拒否。すかさず私を抱え上げるので、「ひぇっ！」と色気のない声を出して彼の首に掴まった。

　お姫様抱っこを実際にされると、嬉しさよりも自分の体重が気になっていたたまれない。が、あっという間に寝室に移動してしまい、そんなことを気にする余裕はなくなる。

　キングサイズのベッドに私を下ろして組み敷く彼は飢えた獣のような目をしていた。

「あの夜からもうずっと我慢してるのに、まだおあずけするのかよ。さすがに限界」

　耐えられない、といった様子で性急に唇を奪われ、荒々しいキスをする。もうなにも言えなくて、理性もどろどろに溶けていく。

　彼は首筋にも噛みつくかのようにキスをしながら、遠慮なく私の服を捲り上げた。下着で隠された部分以外の素肌を彼の指がなぞるだけで、ぞくぞくとした快感が駆け巡る。

「ひっ、あ……！」

「お前がどんどん可愛くなるから、早く愛したくてたまらないんだ」

　耳元でとびきり甘い言葉を囁かれ、冗談じゃなく死ぬんじゃないかというくらい心臓が激しく脈打っている。でも、泣きそうなほど嬉しい。

　繰り返されるキスは徐々に甘さが際立ち、糖度が高まった頃には服が取り払われていた。悦もいつの間にか上半身が露わになっていて、綺麗に割れた腹筋やその逞しさに見惚れそうになる。

　しかし最後に残ったブラも外された瞬間、私は咄嗟に胸を隠してしまった。悦は不思議そうに小首をかしげる。

「なんで隠すんだよ。前にも見てるのに」

「や……あの日、酔ってたのと夢中になってたのとで、実はよく覚えてないところが多くて……。今、めちゃくちゃ恥ずかしい」

　素面しらふで裸を見られるのって、こんなにいたたまれないんだな。スタイルは至って平凡だし、胸もそこそこしかないし。

　悦は合点がいったらしく、ふっと口元を緩める。

「なるほどね。じゃあ、もう一度わからせてやらないとな」

　彼はそう言い、胸を隠す私の手をそっと取った。その手にキスをして、垂れる前髪の隙間から優しい目で私を見つめる。

「どんな花詠も嫌いになんてならないから。安心して、俺に委ねてろ」

　私をまるごと受け入れて包み込んでくれる言葉が、じんわりと胸に沁み込む。彼の寛大な愛に浸りつつ、私は身を預けた。

　無防備な胸に、いたずらな指が、熱い舌が這う。蜜が滴る敏感な部分に触れられるたび、抑えられない声が漏れる。

「あっ、ん、ん……っ」

「可愛い、花詠。身体も、声も」

　何度もそんな風に甘やかしてくれるから、気持ちよさが何倍にもなって襲ってくる。

　電流が流れたみたいに身体がずっとびりびりしていても、その感覚すらも嫌じゃない。部屋に響く水音が、自分がどれだけ感じているかを表している。

　久しぶりにもかかわらずひとつになる瞬間も痛みはなくて、身体は悦ぶように彼を迎え入れた。

「んんっ！　え、つ……」

「今、全部入ってるよ。俺のが、お前の中に」

　吐息交じりの声で囁かれて目を開けると、私の頭を撫でて色気が溢れる笑みを浮かべる悦が映る。そんな風に実況されると恥ずかしくて仕方ないけれど、繋がれた幸せを全身で感じられた。

　しばらくそのままでいた彼は、私を気遣いながらゆっくり動き出す。これまでとまた違う快感と、彼の息遣いをすぐそばに感じて、余裕がなくなってきている様子の顔に手を伸ばし、乱れた呼吸をしながら問いかける。

「悦も、気持ちよくなれてるの？」

「最高。花詠とだからだな、こんなにいいのは」

　満足そうな様子に、私の心も満たされる。「よかった」と微笑むと、彼はほんの少し切なげに眉を寄せ、濃密に唇を重ねた。

　律動が激しくなり、肌と肌がぶつかるたび甘い声が漏れる。限界が近づいていそうな彼は、荒い息を吐いて私をしっかりと抱きしめる。

「もう、片時も離してやれない……。ずっと、そばにいてほしい」

　自分はこんなに愛されているのだと伝わってきて、熱いものがじわっと目に込み上げる。「私も」と答え、汗ばんだ背中に手を回して抱きしめ返した。

　あなたがとても愛しくて、どこに行こうとついていきたい。その気持ちだけは本物だと、ひとつに溶け合いながら胸が痛くなるほど強く感じていた。










７．蜜月プロトコル




　ゴールデンウィークが明けたひぐれ屋では、〝暮泉家と石動家の子供同士が再び婚約!?〟と、まるで芸能人の熱愛報道ばりに話題になっている。そう、棗ちゃんから聞いた。

　ずっと共演ＮＧ状態だったふたつの家が急に和解の方向へ進んでいるのだから、驚くのも無理はない。やっぱりすぐには親密にできなそうな雰囲気だ。

　両親たちはさっそく打ち合わせをしていて、文句を言い合いながらも今のところ大きな問題はなくやっているみたいだ。これで経営のほうにもいい影響が出てほしい。

　一方私は、恋にのぼせ気味になっている自覚がある。

　悦のことを考えると、愛し合っている最中の記憶も鮮明に蘇ってきて子宮の奥が疼くようになってしまった。欲情を露わにした彼に何度も求められて、そのうち私も自分からねだったりして……。

　って、仕事中だけは絶対にこんなこと考えないようにしないと！

　今日も気を引きしめて出勤し、チェックアウトのお客様をすべて見送った。カウンターの中で帳簿を整理していると、調理白衣を着た若い男性が厨房のほうからやってきた。どうやら小休憩をしに出てきたらしい。

　彼はこの春、専門学校を卒業して板前修業をしに入ったばかり。背が高く体格もよくて大人っぽく見えるが、弟と近い二十歳なのでなんとなく気にかけている。

「お疲れ様です。板前修業はどうですか？　順調？」

　笑顔で話しかけると、見習いくんも愛想よく会釈して元気よく答える。

「はい！　毎日勉強になることばかりで。料理長は怒ると怖いですけど」

「だよね。今はパワハラになりますよ！ってしつこく言ってあるから大丈夫」

「それ、なんか逆に不安が」

　彼はとてもいい人なので話が弾み、笑い合いながらしばし近況を聞いていた。

　その時、玄関の扉が開いて誰かが入ってくる。目をやった私は、いつかと同じように突然やってきた人物にドキリとした。

「花詠、お疲れ」

　クールな表情で近づいてくるのは、私服姿の悦だ。そういえば、今日は土曜日か。

　せっかく考えないようにしていたっていうのに、本人が来ちゃったらもう無理だよ！　今、絶対顔が赤くなっている。

　でも、なんだか今日の彼は冷ややかな空気を纏っていて、またしても不機嫌そうだ。これも皆を欺あざむくための演技だろうか。

　ここは仲居さんもよく通るので、私も反射的に親密さを隠そうと口を尖らせる。

「ちょっと、また時間外に……！　来るなら来るって連絡してください」

「婚約者特権だ。突然来られたらマズいことでもしてんのか？」

「してないけど！」

　なんとなく棘がある口調の悦は、鋭い瞳を私ではなく見習いの彼に向けている。

　それを見て瞬時に察した。今悦は犬猿の仲を演じているわけではなく、単純に嫉妬しているのだと。

　私が男の子と笑って話していたからか。ラヴァルさんの件といい、案外ヤキモチ妬きなんだな。……可愛い。

　口元が緩みそうになる私に対し、睨まれた見習いくんはぴしっと背筋を伸ばす。「じ、じゃあ僕はこれで！　失礼しますっ」と早口で言い、そそくさとこの場から逃げ出した。

　なんかごめんね……と心の中で謝った私は、じとっとした目で見送る悦を一瞥してボソッと呟く。

「威い嚇かくしちゃって」

「なに？」

「いえ、別に。それよりどうしたの？」

「今度の休みの予定を決めるついでに、花詠の顔を見に」

　悦はやや声をひそめ、さらっと嬉しいことを言った。休日にわざわざ職場にまで会いに来るなんて、彼に似合わぬ甲か斐い甲が斐いしさで胸キュンなんですが。

　私は内心とても喜びつつ、表面上はあくまで冷静にロビーを指差す。

「じゃあ、そこで待ってて」

「茶もお着き菓子もいらないぞ」

「最初から出す気はありません」

　人前では塩対応になるのが癖になってきているな……と、複雑な気分でロビーのソファに座る彼を眺める。そこへ、物陰からこちらの様子を見ていたらしい仲居さんのおばちゃんふたりが、ササッとやってきた。

　ベテランのふたりは暮泉家と石動家の確執についてもよく知っているので、カウンターに身を乗り出して心配そうに声をかけてくる。

「花詠ちゃん、あの彼になにか酷いことされたらすぐ言うのよ」

「そうよ、私たちも相談に乗るから。ねっ？」

　どうやら今も、私たちがケンカしているように見えたらしい。私は「あはは……」と苦笑を浮かべ、曖昧に頷いておいた。

　私もカウンターを出て悦の向かいのソファに腰を下ろすと、王様のように悠々と座っている彼と控えめな声で話す。

「もう、急に来るからびっくりした。心の準備が……」

「俺に会えてドキドキしてんの？　可愛いな」

　いたずらっぽく、かつ甘い笑みを浮かべる彼に、私のハートが撃ち抜かれた。

　さっきまでヤキモチ妬いていたくせに、すっかり余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくだし……はあ、好き。

　悔しいやら嬉しいやらで騒がしい胸を抑えていると、彼はさっそく本題に入る。

「で、次の土曜は花詠も休みだろ。どこか行かないか？」

「行く！　デートしたい！」

　願ってもないお誘いに、ぱあっと顔を輝かせて即答してしまい、慌てて口元を手で覆った。だって、悦とふたりでデートなんて初めてだから。

　歓喜する私に彼はクスッと笑い、「行きたいこととか、やりたいことある？」と問いかけた。

　彼と行きたい場所は山ほどあるけれど、その中でもずっと憧れていたところがある。私は胸をわくわくさせて意気揚々と答えた。




　約束の翌週の土曜日、私は高級車メーカーのエンブレムが輝く彼の車に乗せてもらい、東京の街を走っていた。運転する彼はもう何度か見たが、この人はなにをしてもカッコいいんだなと毎回感服している。

　そうして、私たちは都内の遊園地にやってきた。

　ぐねぐねうねるジェットコースターに象徴的な観覧車、ポップコーンの香り。家族連れやカップルで大賑わいの非日常なパークの中を見回して、私は目を輝かせている。

「遊園地なんて来たの何年ぶりだろう～。わくわくが止まらない……！」

「子供を連れてきたつもりはないんだけどな」

「だって嬉しいんだもん」

　手を繋いで歩く悦に素直に返した。子供みたいだと自負しているけれど、これは長年の夢だったから。

「私、遊園地デートに憧れてたの。学生の頃からずっと、悦と来たいなって思ってたんだ。だからすごく幸せ」

　笑顔で見上げると、彼は愛しそうに微笑んで私の頭を引き寄せる。たくさんの人がいるにもかかわらず額に軽くキスされ、ぽっと頬が火照った。

「遅い青春だな。あの頃できなかった分、これからふたりでいろんなところに行こう」

　悦の言葉が嬉しくて、私は破顔して「うん！」と頷いた。

　手始めに易しいアトラクションに乗り、慣れたところでいよいよジェットコースターの列に並ぼうとしたものの、なぜか悦の足が止まった。

　そこでピンときた私は、確かめるように彼の顔を覗き込む。

「もしかして、悦って絶叫系苦手？」

「苦手じゃないが乗りたくない」

「苦手なんじゃん！」

　ポーカーフェイスのまま頑かたくなに動こうとしない彼にツッコみ、笑い声を上げた。

　絶叫マシンが苦手だったなんて知らなかった。涼しい顔して余裕で乗っていそうなのに、このギャップもたまらなく母性本能をくすぐられる。

　悦の新たな一面を知れて嬉しい。が、あまりからかうと今度は私が苦手なお化け屋敷に連れていかれそうなので、無理強いせず絶叫系は避けよう。

　それからも気ままにアトラクションを回り、お腹が空いたところでパーク内のレストランに入った。

　ランチを食べてから彼がお手洗いに向かい、私はスマホを取り出して今日撮った写真をニンマリと眺めていた、その時。

「ふたり、いい感じじゃん～」

「ラブラブですね！」

　聞き慣れた声が耳に入ってバッと振り仰ぐと、テーブルの横にひと組のカップルが立っていた。私は驚愕して身体を引き、これでもかと目を見開く。

「ええっ!?　祥、棗ちゃん、なんで!?」

　そう、まさかの弟カップルがいたのだ。同じＴシャツを着た、示し合わせたようなおそろいコーデで見るからに仲睦まじい。

　こんなところで知り合いに会うとは思っていなかったので、一気に現実に引き戻される。呆気に取られている私に、祥がニヤニヤしながら言う。

「姉ちゃんたちがデートするって聞いたら気になっちゃってさ。ちょうど俺たちも休みだから偵察してみようぜって棗を誘ったわけ」

「偵察って。そんなこと言って、祥もここで遊びたかっただけじゃないの？」

「それもある」

　素直に認める弟に、呆れた笑いをこぼした。

　そういえば、今日のことを棗ちゃんと話していたら祥にも聞かれてしまったんだった。面白がって来たわけね……。ていうか、一体どこから見られていたんだろう。

　今日の浮かれまくった自分を振り返って恥ずかしくなる私に、棗ちゃんはちょっぴりバツが悪そうに言う。

「本当に会えるとは思いませんでした。見かけて思わず声をかけちゃったんですけど、お邪魔してごめんなさい」

「あはは。いいんだよ」

　本当にいい子な棗ちゃんに軽く笑って首を横に振ると、彼女は少し眉を下げる。

「実は、最初に石動さんを見た時、ちょっと心配だったんです。冷たそうだったし、本当に花詠さんを大事にしてくれるのかなって」

　ああ、悦が帰国してすぐにひぐれ屋へ来た時、確かに棗ちゃんはびっくりしていたよね。

　思い返して苦笑するも、彼女はその表情をふっと緩める。

「でもこの間、茶房に来た石動さんが、ラヴァルさんの話を聞いて焦って飛び出していったのを見たら、絶対花詠さんのこと好きだ！ってわかりました。今日も花詠さんを見る目がすごく優しいし、とにかく幸せそうだし」

　悦も周りからそんな風に見えていたんだとわかって、心がじんわり温かくなった。一緒にいて幸せなのは自分だけじゃないのだと安心する。

「うん、私もすごく幸せだよ。ありがとね」

　ふたりが偵察していたおかげでいいことが知れた。彼らを見上げて微笑むと、祥はどことなく真面目な表情になって口を開く。

「なあ、姉ちゃん……」

　なにかを言いかけたものの、直後に棗ちゃんがはっとして祥の袖を引っ張る。

「祥くん！　石動さんが来ちゃう」

「あー、じゃあまた。今日泊まるなら俺たちダシにしていいからね」

　ニヤリと口角を上げる祥に、簡単に動揺させられてしまう私。「と、泊まらないよ！　たぶん」と答えると、ふたりは笑って手を振り、慌ただしく去っていく。

　祥がなにを言いかけたのかも気になるけれど、泊まるという選択肢が割り込んできて胸がざわめきだす。

　明日は仕事だし、お泊まりの用意もしていないから今夜はそうならないに決まっているのに……本当はまた甘い一夜を過ごしたいと思っている証拠なのか。自分がこんなにエッチだったなんて。

　ほどなくして席に戻ってきた悦は、私を見てわずかに首をかしげる。

「なんか顔赤くないか？」

「気のせいだよ、気のせい。ははは」

　なんとかごまかそうと、無意味にほとんど残っていないアイスティーをストローで吸ってみたりする私を、彼は不思議そうに見ていた。

　レストランを出た後も、刺激の強くないアトラクションを目一杯楽しんで、日が沈み始めた頃に観覧車に乗り込んだ。

　ゆっくり上がっていくカプセルの中、向かい合って座る彼に問いかける。

「高いところは平気なの？」

「ああ。振り回されない限りは」

　もはや絶叫系が苦手だと隠さなくなった彼にクスクス笑いつつ、みるみる小さくなる人や街並みを眺める。暗くなっていく空を太陽が名残惜しそうに朱く染めていて、センチメンタルな気分になる。

「楽しい時間が過ぎるのはあっという間だね……」

「俺も、遊園地なんて学生時代以来だったけど楽しかったよ。花詠と一緒ならどこに行っても笑っていられるんだろうな」

　穏やかな表情でそんな風に言ってくれる彼に、嬉しさと愛しさが募る。

「というわけで、月末に在日フランス大使館で行われるイベントのパーティーもさっそく同伴してくれるか？」

　続いて業務のようなひと言が投げかけられ、なんだそういうことかとやや肩を落とした。

　パーティーに同伴してほしいから甘い飴を与えたわけね。外交官のパートナーも出席することが多いというのは知っていたけれど、まだ先かと思っていたから確かに少し躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「まだ結婚してなくてもいいの？」

「ああ、今回はそこまで格式ばったものじゃないから。婚約者だと紹介しておきたいし。万が一、お前の親父さんが〝やっぱり結婚反対！〟って言い出したとしても、周りに宣言しておけば解消しづらくなるだろ」

「なるほどねぇ……」

　念には念を、という感じか。外堀を埋めておく用心深さもさすがだ。

　格式ばったものではないとはいえ、出席するのは大使はもちろん、キャリア官僚や著名人も大勢いるのだろう。その中に私みたいな超庶民が飛び込むのはかなりの勇気が必要だ。

　でも、それはわかりきっていたこと。勇気を出す時が早まっただけ。

「わかった」と答え、私を見つめる彼とまっすぐ視線を合わせる。

「悦のお嫁さんになるって決めた時から、こういうのも覚悟してたから大丈夫。まだ妻として国際貢献するなんてレベルにはなれないけど、悦に恥をかかせたりはしない」

　最低限それだけは気をつけようと、自分自身に戒いましめるように言った。

　一瞬目を見張った彼は、すぐに口元を緩めて温かな笑みを浮かべる。

「俺は花詠のそういうところが好きだよ。前向きで明るくて、簡単には物怖じしないところ」

　ストレートに好きだと言われ、胸がときめいた。照れてしまって少しまつ毛を伏せるも、彼がなにやら動き出すのでそちらに自然に目が行く。

　レザーのサコッシュから取り出したのは、小さな白い箱。蓋が開かれると同時に、私も目を見開いた。

　現れたそれは、薄暗いこの中でも一番星のようにキラキラと輝いている。

「悦、これ……！」

　いつの間にこんな素敵なものを用意していたのか。驚きと感動で言葉にならない。

　彼は上品なダイヤがついた指輪を摘まみ上げると、言葉をなくしたままの私の左手を取って薬指に滑らせる。

「貢献してほしくて結婚するわけじゃないから安心しろ。お前は俺のそばで、ずっと笑顔でいてくれればそれでいい」

　妻になる証が輝く手を握り、情熱的な眼差しを向ける彼に、胸がいっぱいになる。

　パーティーでだけじゃなく、この先もそうであってほしいという彼の気持ちが伝わってきて、じんわりと目頭が熱くなった。

「うん。ありがとう」

　たった五文字でしか感謝を伝えられずにもどかしくなっていると、潤んだ視界に微笑む彼が映る。どちらからともなく顔を寄せ、口づけを交わした。

　空はすっかり夜の色に染まり、頂上を過ぎたようで一段と美しく輝く景色が近づいてくる。薬指を撫でて幸せを噛みしめながら夜景を見下ろし、本音を呟く。

「……帰りたくないな」

「泊まっていけば？」

　悦は私の髪に指を絡め、甘さを含んだ声で誘う。昼間の祥との会話を思い出してドキリとしつつ、ためらいがちに彼を見やる。

「なんの準備もしてないよ。明日も早くから仕事だし」

「じゃあ、朝帰りか」

　いたずらっぽく口角を上げる彼の言葉に、私はぷっと噴き出す。

　ほぼ泊まりと同じような気がするけれど、彼氏の家にお邪魔して朝帰りするシチュエーションにもちょっぴり憧れがあったので、「それもいいね」と答えた。

　遊園地を抜け出した私たちは、すっかりお馴染みとなった彼のマンションへ。若干の背徳感を覚えつつ、時間が許す限り抱き合って甘いひと時を過ごした。




　五月最後の水曜日の夕方、私は初めて在日フランス大使館を訪れた。

　建物は美術館のような外観で、鏡面のように綺麗な壁が木々に囲まれている。官邸内に入ると、航空会社やファッションブランド、食品メーカーなど、協賛の企業の商品がおしゃれにディスプレイされていて、見ているだけで楽しめた。

　今夜行われるパーティーの主催は、フランスと日本のビジネスや文化などを雑誌で紹介している出版社だ。大使館で行われるこういったイベントは、他にもわりと頻繁にあるらしい。

　私は若女将の時の上品な着物とは少し違い、花柄にストライプが入ったレトロなデザインのものにしてみた。でも、参加者の女性はきらびやかなドレスを纏った方がほとんどで、着物の私は浮いているんじゃないかとそわそわしてしまう。

　開会の挨拶は現フランス大使が行い、出版社の社長がそれぞれの国の魅力について説明した後は、食事をしながらの歓談タイムが始まった。

　照明も明るくなり、有名な政治家を数人見つけて、私は圧倒されながら呟く。

「すごい、ニュースで見る人が何人も……」

「挨拶するだけで大丈夫だから」

　私をエスコートしてくれる悦は、当然こういう場には慣れていて軽く笑う。すでに何人か挨拶を済ませたけれど、まだまだ序の口だ。

　美味しそうなビュッフェに心奪われる余裕もなく、ひとまず主要な方のところへ向かう悦についていこうとすると、彼がくるりとこちらを向く。その表情はどことなく険しい。

「ただ、ラヴァルさんにだけはくれぐれも気をつけ――」

「カエさん！」

　まるでタイミングを計ったかのごとく彼の言葉を遮り、聞き覚えのある声が私の名を呼んだ。

　声がするほうを振り向けば、先月も会ったラヴァルさんが笑顔で立っていて、悦は口の端を引きつらせた。

　実は、彼が再び来日してこのパーティーに出席するというのも知っていた。今回はプライベートではなく、国際会議のために来訪しているのだそう。

　なのでこの機会に、悦は彼を警戒しつつも私を婚約者だとはっきり知らしめておきたかったらしい。

「また会えて嬉しいよ。エツトがフィアンセを連れてくると聞いたから楽しみにしていたんだけど、やっぱりカエさんだったんだね」

「ええ。彼女はもう私のものです」

　こちらに歩み寄るラヴァルさんに、悦はこれみよがしに私の腰を抱いて宣言した。表情を変えず独占欲を露わにする彼に内心どぎまぎしつつ、私は丁寧に頭を下げる。

「その節は、ひぐれ屋にお越しいただきありがとうございました。ラヴァル様もお元気そうでなによりです」

　今だけ若女将に戻って挨拶をすると、ラヴァルさんはうっとりとした様子で私を眺める。

「今日の着物姿もとても素敵だ。和の美しさが際立っているよ。後でふたりで話を……」

「俺の存在忘れていませんか？」

　口元は笑っているもののこめかみに怒りマークが見えるような悦が、耐えきれなかったようで口を挟む。飄ひょう々ひょうとしたラヴァルさんは悦の威嚇はどこ吹く風で、私は苦笑するしかなかった。

　その後も大使や外務大臣、政策局長などなどすごい方々に挨拶をして、婚約のお祝いのお言葉をいただいた。皆テレビで見るより穏やかそうな印象で、接しているうちに緊張が解れていく。

　重要な幹部の方にはおおかた挨拶を終えて肩の力を抜いた時、「石動くん！」と呼ぶ女性の弾んだ声が聞こえてきた。

　振り向くと、セミロングの髪の綺麗な女性がシャンパンを片手に笑顔で近づいてくる。ドレスではなくスーツを着ているから、悦の職場の人だろうか。

　とりあえず微笑んだまま推測していると、彼女は悦の背中に片手を回して軽くハグをした。胸がざわめき、笑みが強張る。

　こ、これはきっとただの挨拶なのだろうけど、他の女性がくっつく場面はあまり見たくない……。

　そんな私の心境に気づいているのかはわからないが、悦は至って普通の調子で彼女を紹介し始める。

「彼女は語学研修の時、フランスの大使館でお世話になった槙木さん。今、また同じ部署で働いているんだ」

「はじめまして！　石動くんにはコーヒー買ってきてもらったり、各部署に届け物してもらったり、私のほうがお世話になってます～」

「本当ですよ」

　ややうざったそうに悦がツッコみ、彼女は明るい笑い声を上げた。

　大使館にいたということは彼女も外交官なんだ。だから挨拶も外国式なのかもしれない。

　あと……マキさん、って苗字だよね？　一瞬、名前で呼んでいるのかと思ってしまった。なんか仲がよさそうだし。

　息の合ったやり取りをするふたりにモヤッと嫉妬が芽生えるも、すぐに摘み取って笑顔で挨拶を返す。

「はじめまして。暮泉花詠と申します」

「花詠さん、よろしくね。石動くんのフィアンセさんはどんな子かすっごく気になってたの。会えて嬉しいわ」

　槙木さんは私の手を取って軽く上下に振った。

　綺麗で飾らない印象の、大人な女性だ。悦がどんな人と働いているかも今日初めて見たけれど、こんなに素敵な女性と毎日一緒にいるのだと思うと、今さらながら無性に不安になる。

　その時、悦が先ほども挨拶した外務省職員の男性に呼ばれ、「少しだけ離れてもいいか？」と尋ねる。もちろん仕事の邪魔をしたくはないので、どうぞどうぞと促した。

　彼を見送ると、槙木さんがくるりとこちらを向いていたずらっぽい笑みを浮かべる。

「話が長い人に捕まっちゃったみたい。せっかくだから一緒に食べて待ちましょう。ほら、これすっごく美味しいの。食べた？」

「いえ、まだです。いただきます」

　フォアグラのテリーヌとパンが品よく盛り付けられた小さなお皿を差し出され、私はふふっと笑って受け取った。

　槙木さんって、とても気さくですぐに親しくなれそう。きっと悦とだけじゃなく、皆と仲がいいのだろう。

　彼女のおかげでかなり気が楽になり、なかなか食べられずにいた料理にも手をつけることができた。ショットグラスに入ったムースや、スプーンに載せられたアミューズなどのおしゃれなものも、小さな子豚が丸ごとオーブンで焼かれた豪快な料理も全部美味しい。

　ふたりで舌鼓を打ちつつ、槙木さんとお互いの話をする。

「花詠さんはひぐれ屋の若女将をしているのよね？　レトロな旅館も大好きだから絶対行きたいんだけど、なかなか機会がなくて」

「ありがとうございます。お時間ができればぜひいらしてください。槙木さんも、まだしばらくは日本に？」

「ええ。あと二年は固いけど、もっと長くなる可能性も十分あるかな。今度異動になったらタイとかシンガポールとか、アジア圏に行ってみたいわね」

　生き生きとした表情で語る彼女は、私とはまったく違う世界を見ていて若干の引け目を感じる。悦と同じフィールドに立っているのも、やっぱりちょっと羨ましい。

　尊敬すると同時に羨みを抱いていると、槙木さんは壁際で話している悦のほうを眺めてなにげなく言う。

「それにしても、まさか石動くんが婚約しちゃうなんてねぇ……。彼と恋愛観をわかり合えてるのは外交官の私くらいかと思ってたんだけどな。なんだろう、この寂しい気持ち」

　え、恋愛観をわかり合えてる？　寂しい!?

　本人もよくわかっていないように首をかしげているけれど、私はギョッとしてしまう。まさか、槙木さんも悦のことを……!?

　ライバル登場かとつい彼女を凝視した直後、その瞳がこちらを向いたので慌てて目を逸らす。

「何年後かにまた石動くんが在外公館勤務になったら、花詠さんはついていく？」

　次いで彼女の口から出たのは真面目な質問で、私はまたしてもドキリとした。決断力もありそうな彼女にまだ迷っていることを告げるのは、なんだか後ろめたい気持ちになる。

「……実は、まだ決めかねていて」

「そっか。難しい問題だものね。ゆっくり冷静に決めたほうがいい」

　伏し目がちに答えると、私の気持ちを汲んでくれたような言葉が返ってきて少しだけほっとした。

　槙木さんはシャンパンをひと口含み、どこか遠い目をして話し出す。

「欧米だとパーティーには夫婦同伴が基本だし、外交官の妻っていろんな国の要人と会うことになるから大変よね。刺激的と言えばそうだけど、もし子供ができたら苦労はさらに増えるだろうし。単身赴任っていう方法もあるから、ついていくことにこだわらなくてもいいと思うわよ」

　自らが外交官である彼女の言葉は、どれも重みがあって私の胸にずしりと響いた。

　外国についていった場合の覚悟もしているつもりだったのに、改めて聞くと少々怖気づいてしまう。英語を少しかじっただけの私に、妻として彼を支えることが本当にできるのだろうか。

　それに、将来子供ができた時も、一家そろって各国転々とする生活をしなければならない。私だけでなく子供も、その土地に馴染めなかったら苦痛を強いられるだろう。

　具体的な問題が浮き彫りになって、不安ばかりが湧いてくる。もっとポジティブに考えたいのに、会場も周りの人たちも輝かしいこの場にいるせいもあってか、自分に自信を持てなくなってきている。

　視線を落として考えを巡らせていると、槙木さんがはっとして謝る。

「あ～ごめんね！　外野があれこれ言って……ほっとけよって感じよね」

「いえ！　貴重なアドバイス、ありがたいです」

　私もぱっと顔を上げ、笑って首を横に振った。彼女は私を元気づけるように肩にぽんと手を置き、明るい口調で言う。

「遠距離になったとしても大丈夫よ。奇跡的にまた石動くんと同じ場所に配属になったら、あなたの代わりに私がちゃんと彼のこと見てるから。安心して」

　ニコッと口角を上げて言い、お酒のおかわりをもらいに行く彼女。ぽかんとした私は数秒後、〝いや、安心できません！〟と心の中で叫んだ。

　今のって、嫌味じゃないよね？　やっぱり悦に気があるようにも取れる。本人に自覚があるのかどうか微妙だけれど、遠距離をすすめるのはもしかしたら無意識に私を悦から遠ざけようとしているって可能性も……。

　いけない、深読みしてしまって頭の中がごちゃごちゃしてきた。槙木さんも他の参加者に話しかけられているし、気晴らしに庭へ出てみよう。

　そう思い立ってテラスのほうへ向かう。すでに暗くなり始めているものの、緑が鮮やかな広い芝生の庭はライトアップされていて美しく、遠くにプールらしきものも見える。

　出ている人もわりといるので私もそれに倣おうとした時、会場の隅に置かれたグランドピアノの陰に女の子が隠れているのに気づいた。

　明るい栗色の長い髪に青みがかった瞳で、レースのついたワンピースを着ている。まるで生きたフランス人形のように可愛らしいその子は、五歳になる駐日大使の娘さん、レアナちゃんだ。

　一年前から一家でこちらに住んでいるのだが、現在奥様はふたり目を妊娠中で臨月なのだそう。レアナちゃんが今日のパーティーにママの代わりに参加すると言い張り、特別に連れてきたのだという微笑ましいエピソードを、大使が先ほどのスピーチで話していた。

　その時は『レアナデス！』と元気に挨拶していて、人見知りしない子なんだなと感心していたのだが、今はなんだか落ち込んでいるように見える。

　参加者と話している大使も、周りの大人たちも彼女に気づいていない。私はどうにも放っておけず、勇気を出して声をかけてみることにした。

　さりげなくピアノに近づき、こっそり覗いてみると、レアナちゃんは私を見上げてビクッと肩を跳ねさせた。そして、服を着たうさぎのぬいぐるみを胸にぎゅっと抱きしめる。

「突然ごめんね。レアナちゃん、元気がないみたいだけどなにかあった？」

　笑顔を絶やさず、ひとまず日本語で話しかけてみたものの、彼女はもじもじするだけ。日本語も勉強していると言っていたけれど、やっぱりまだ伝わらないか。

　英語でもう一度問いかけようとした瞬間、小さな唇が動き出したので注目する。ところが返ってきたのはフランス語で、私にはお手上げ状態。

　これは困ったぞと頭を悩ませていた時、誰かが私の肩をトントンと叩いた。

「カエさん、どうしたの？　そんなところで」

「ラヴァルさん！」

　振り向いた先にいたのは、麗うるわしの救世主だ。ナイスタイミング！と、私は胸を撫で下ろしてすぐに説明する。

「レアナちゃん、元気がないみたいで気になるんですが、フランス語がわからなくて」

「ああ、ＯＫ」

　ラヴァルさんは快く通訳を引き受けてくれて、彼女の前にしゃがんで話し始める。どうやらさっき私に言ったのは『誰にも言わない？』という確認だったらしい。

　ラヴァルさんと目を見合わせて笑顔で頷くと、レアナちゃんは胸に抱いていたうさぎのぬいぐるみをおずおずと差し出す。よく見ると、ぬいぐるみの白い服に赤紫色の染みができていて、そういうことかと納得した。

「誰かが置いていたワインをこぼしちゃったのね」

「これ、パパに買ってもらった大事なぬいぐるみなんだって」

　彼女は瞳を潤ませてしゅんとしている。お気に入りのものが汚れて悲しいのと、怒られるんじゃないかという不安もあってここに隠れていたのだろう。

　なにかをこぼしてしまうのは旅館でもよくあること。私はレアナちゃんににこりと微笑みかけ、ぬいぐるみを持つ小さな手に自分のそれを重ねる。

「大丈夫、なるべく染みが残らないようにしてあげる」

　私のひと言に、ふたりはキョトンとした。私は姿勢を元に戻し、ラヴァルさんに尋ねる。

「どこか空いているお部屋はありませんか？　ここだと皆に見られてしまって、レアナちゃんも嫌だと思うので」

　私がなにかをしようとしていると察したらしい彼は小さく頷き、「わかった。こっちに来て」と言ってレアナちゃんを立たせた。

　会場を出て奥まったところにある小部屋に案内されると、そこはこぢんまりとした応接スペースになっていた。レアナちゃんをソファに座らせ、ラヴァルさんがドアを閉める。

「大使には僕がトイレに連れていくと言っておいたよ」

「ありがとうございます」

　ラヴァルさんなら信頼されているだろうから安心だ。感謝しつつ私もレアナちゃんの隣に座り、コンパクトな和装バッグの中からハンカチを取り出す。

　会場を出る時に、ドリンクを提供しているカウンターで炭酸水をもらってきた。グラスに入ったそれを染みの部分に垂らすところを、ラヴァルさんたちが興味深げに覗き込む。

「これはスパークリングウォーター？」

「はい。二酸化炭素が汚れを浮かすんですって。応急処置ですけど、赤ワインは放っておくと取れづらくなるので、こうしておくほうが多少はいいかと」

　ハンカチで優しく叩いて水気を取っていくと、まだあまり時間が経っていないおかげでだいぶ染みが薄くなってきた。見ていたふたりが「Ouahわお!」と声を上げる。

　できる限り綺麗にして、染みが目立たなくなったぬいぐるみをレアナちゃんに返す。

「これでよし。帰ったらお洗濯してあげてね」

「アリガトウ！」

　ゴシゴシと擦こするジェスチャー付きで話したからか、頷いて嬉しそうな笑顔でお礼を言った彼女は、手を振ってあっという間に部屋を飛び出していった。戸口から彼女が会場に戻るのを見届けたラヴァルさんが、私のほうを振り返って笑みを浮かべる。

「やっぱりカエさんは素敵な人だね。こんなこともできるなんて」

「そんな、たいしたことでは。わりと知られている方法だと思いますし」

「いや、まずあの子が元気がないと気づいて声をかけた行動力がすごいなって」

　ラヴァルさんはいつも褒めすぎだ。私は照れつつ、汚れた面を内側にしてハンカチを畳む。

「職業柄ですかね。なにか違った様子の人は、なんとなく目に留まるんです」

「へえ。さすがだね」

　彼は感心したように言い、おもむろにこちらに近づいて先ほどレアナちゃんが座っていたソファに腰を下ろした。

　翡翠のような瞳と視線が絡まり、美しさは健在だとつい見惚れてしまう私に、彼は落ち着いた口調で話し出す。

「思いやりの心って、国や人種を超えて相手に届くものだと思うんだ。だから、そういう心を持ってるカエさんは、エツトと一緒にどんな国に行ってもきっと大丈夫」

「ラヴァルさん……」

　もしかして、さっきの槙木さんと私の会話を聞いていた？　悦についていくことを悩んでいる私を励ましてくれているようで、心が温かくなる。

「でも、別の方法もある」

　やや声に真剣さを増した彼は、急に私の手に自らのそれを重ねてきた。悦とは違う手に包まれ、驚きでびくっと肩が跳ねる。

「僕がカエさんの夫になって、ひぐれ屋を継ぐ方法。そうすれば、君はずっと日本に残れるよ」

　空耳かと疑いたくなる発言が聞こえ、私はこれでもかと目を見開いてのけ反った。

「んなっ……!?」

　なんですと!?　ラヴァルさんが私の夫に……って、本気!?

　この間ひぐれ屋に来た時も、私と結婚したら若旦那になれるのか、みたいなことは言っていたけれど、さすがにそれを鵜呑みにするほど私はバカじゃない。

「じょ、冗談はやめてください！」

「僕は本気だよ。前に言ったでしょう。『どうしても他にやりたいことができたら、これまでのキャリアは捨ててもいいと思ってる』って」

　私を見つめる翡翠色の瞳は、まったく揺らがずしたたかだ。重ねられた手も熱くて、さらに力が込められる。

「たった一度会っただけなのに……フランスに帰ってからも君のことが忘れられなかった。自分でも驚いているけど、こんなの初めてなんだ。どうにかして手に入れたくなる」

　彼の声や表情から真剣さが感じられて、もう冗談だと突っぱねられなくなった。胸が激しくざわめいて、顔に熱が集まる。

　ラヴァルさんが本当に私を想ってくれているならとても光栄だけれど、もちろん告白を受け入れることはできない。なんとか動揺を落ち着けて口を開く。

「申し訳ありませんが、私は……」

「君がエツトのことが好きなのはもちろんわかっているよ。でも、人の気持ちは変わりやすいものだ。僕に心変わりする可能性もゼロじゃない」

　彼はその可能性に賭けようとしているらしいが、それでは彼の大切な時間を無駄にしてしまう。これだけははっきりしている。

「いいえ、心変わりはしません。いくらラヴァルさんが好意を寄せてくださっても」

　きっぱりと言い切り、今度は私が手を重ねて彼のそれを離そうとした。彼はもう片方の手で頭を抱え、憂いのため息を吐き出す。

「まいったな……一途なところも愛おしい」

「なんでそうなるんです!?」

　一瞬ショックを受けたのかと思いきや、まったく効いていなかったので思わずツッコんだ。私を見つめる甘い表情も変わらず、頬にそっと手を伸ばしてくる。

「僕は君の心に惚れたんだよ。エツトに対する愛情すらも綺麗で、全部欲しくなる」

「や、あのっ――」

　なんて断ればいいんだろうと考える前に、身体を引いて拒否しようとした瞬間、勢いよくドアが開かれた。

「ラヴァルさん！」

　焦った様子で部屋に飛び込んできたのは悦だ。私がいなくなったことに気づいて捜していたのだろうか。

　ほっとすると同時に、この状況を見られてしまってギクリとする。

　案の定悦はかなり険しい顔をしていて、ずんずんとこちらにやってきた。私の肩を抱いて立たせると、私を守るように自分の後ろに隠す。

「花詠に近づくのはおやめください。フランスでは、相手が結婚していようが好きになった女性は口説くのが普通なんでしょうが、日本では違います。いくらあなたが友好関係にあるとはいえ、これだけは許せません」

　力強く言い放った彼は「ご了承ください」と軽く頭を下げ、私の手を引いてさっさと部屋を出ようとする。その時、ラヴァルさんも立ち上がって「ねえ」と口を開いた。

「エツトは、カエさんのために自分の地位を捨てられるのか？」

　投げかけられた言葉に反応して、悦はぴたりと足を止めた。張り詰めた空気が漂い、私はひとりハラハラしている。

「君についていくとなったら、カエさんは若女将の仕事も、家族も友人も置いていかなきゃいけない。外国暮らしはいくら愛があっても心細くなるに決まっている。そんな彼女のために、自分が日本に残る選択肢を考えたことはないだろう」

　悦は前を向いたまま動かず、どんな表情をしているかはわからない。ラヴァルさんは彼のすぐそばにゆっくりと歩み寄り、挑発的な視線を突き刺す。

「エツトは結局、自分のことしか考えていないんだよ。それで本当に彼女を守れるのか？」

　やや冷たさを含んだ厳しい声が響き、握られた手の力がぐっと増すのを感じた。

　確かに私も、悦が日本に残るなんて選択肢は考えたことはなかった。ラヴァルさんのように、ひぐれ屋を継ぐなんて言ってくれる人がいるとも思っていなかったし。

　皆が言う通り、日本に残ればラクだけど、私は……。

　黙って考えを巡らせていた時、どこからか着信らしき音が鳴り始める。ひとつ息を吐いて動き出したのはラヴァルさんで、スーツのポケットからスマホを取り出す。

　その直後、忙しないノックの後に再び勢いよくドアが開かれた。

「石動くん！」

　姿を現したのはなにやら切羽詰まった様子の槙木さんで、ラヴァルさんもいるのに気づくと姿勢を正してお辞儀をした。そして、固い口調で告げる。

「ストラスブールで大きな地震が起こったみたい。マグニチュードは五くらいだけど、結構な被害が出ていそうだって」

　ストラスブールで大地震……!?

　報告された途端、悦とラヴァルさんの表情も強張った。ラヴァルさんにかかってきた電話も、もしかしたらそれについてかもしれない。

　フランスは地震が少ない国で、日本のように大きなものは滅多に起こらないと聞く。しかし、だからこそ崩れやすいレンガ造りの建物が多いので心配だ。

　冷静な外交官の顔に戻った悦が、槙木さんと目を合わせて頷く。

「わかりました。ひとまず本省に戻りましょう」

「僕もすぐに帰国する。飛行機は欠航していないかな？」

「ストラスブール国際空港は運航を見合わせているようですが、シャルル・ド・ゴール空港は機能しています。ただ、この先ヨーロッパの天候も悪いようで……」

　一気にシリアスな雰囲気に変わったラヴァルさんも、深刻そうな面持ちでスマホを耳に当てながら、槙木さんと一緒に慌ただしく部屋を出ていく。悦もこれから忙しくなるだろう。

「地震だなんて……心配だね」

「ああ……たぶんすぐにパーティーもおひらきになる。悪いが、ひとりで帰れるか？」

「うん。大丈夫」

　ついさっきの気まずさはあるものの、災害が起こった今はそれどころではない。

　悦は固い表情で私に向き直り、やや早口で説明する。

「どのくらいの被害か詳しくわからないからなんとも言えないが、向こうでの対応が手に負えなくてこっちに要請が来たら、俺はまた現地に行くことになるかもしれない。万が一そうなったら、しばらく会えなくなる」

　そうか、また行く可能性もあるのか……。有事の際は家に帰れないことも多いらしいし、こればっかりは仕方ない。

　でも、行くってどのくらい？　また何カ月も会えなくなるわけじゃないよね？　それに……槙木さんも一緒だったりするの？

　本当はそう聞きたかったけれど、言葉にするのはためらわれた。大変な時に、自分のことを優先させてはいけない気がして。

　本音を飲み込み、口角を上げて悦を見上げる。

「私のことは気にしないで。それより、現地に行くなら悦も気をつけて」

　言いようのない不安や寂しさを笑みで隠すと、彼はやや苦しげな表情を見せ、私を引き寄せた。急に抱きしめられて鼓動が乱れる。

「……我慢ばかりさせてごめん」

　耳元で響いたのは、珍しく弱気な声だった。心地よい腕の中で、私は目を見張る。

　ほんの数秒でそっと身体を離した彼は、「また連絡する」と残して踵を返す。

「悦……！」

　思わず名前を口にしていたものの、彼は振り返ることなく部屋を出ていった。ぽつんとひとり残され、物寂しい静けさに包まれる。

　きっと悦は、さっきラヴァルさんに言われたことを気にしている。私を海外へ連れていくにしても、離れて別々に暮らすにしても、どちらにしろ私に我慢させることになると申し訳なく感じているのだ。

　私は悦が自己中な人だなんて思っていないし、仕事を辞めてほしいわけでもない。彼が外交官を続けるのは、私にとっても当然のことだったから。

　自分が優柔不断なばかりに、彼にまで嫌な思いをさせてしまった。情けなくて、なけなしの自信はさらに削がれ、私は薄紅色に汚れたハンカチをただ呆然と見下ろしていた。










８．ロンリーナイトに愛を誓う




　ストラスブールでの地震はニュースでも報道され、私もそれを見て被害の大きさを知った。

　古い建物の倒壊が相次ぎ、死傷者は数百人に上っているらしい。自分も旅した思い出の地が、酷い状況になっている映像を見ると心が痛む。

　パーティーの翌日、悦から『案の定、俺も行くことになった』と連絡が来た。邦人の安否確認や避難の支援でてんやわんやな上に、領事館で働く外交官も何人か怪我をしており、その代役として即戦力になれる悦が選ばれたのだそう。

　私はもちろん彼を送り出すことしかできず、帰ってくるのをひたすら待つのみ。今頃は現地での対応に追われているだろう。

　地震から四日が経ち、すでに彼が恋しくなっているところに、久しぶりに友人が電話をかけてきた。一日の仕事を終えてお風呂に入った私は、自分の部屋で缶ビールのタブを開けながら、テンションの高い彼女の声を聞いている。

『ストラスブールまで追いかけてった彼と婚約だなんて羨ましすぎる。この裏切者！』

「裏切ってないし。玲れい香かは周りにいっぱい素敵な男の人がいるんだから、早く特定の人つくりなって」

『好きでふらふらしてるわけじゃないわよー！』

　モテまくっているのに、いまだに将来を見据えた男性はゲットできていない彼女が嘆くので、私は苦笑を漏らした。

　同い年の玲香は、私が去年フランス旅行へ行った時に二日目まで行動を共にしていたＣＡだ。今はフライトでニューヨークにいるらしく、『こっちで婚約祝い買っていこうと思うんだけど、なににしようか悩んでて』と電話をくれたのだ。

　彼女とは高校時代に友達伝いに知り合い、学校は違ったものの家が近かったおかげで今もこうして仲よくしている。

　玲香はスタイル抜群のエキゾチックな顔立ちをした美女で、数々のハイスペックな男性を落としてきた恋多き女性。私とは真逆の性格なのだが、あっけらかんとした彼女といるのは楽しいし、恋愛面でもいろいろと勉強になる。

　ストラスブールに行く決心がついたのも、旅行前に悦とのことで玲香からアドバイスをもらっていたおかげだ。

「あの時再会してなかったら今はないかもしれないし、玲香のおかげでもあるよ。その節はありがとうございました」

『ほ～ら、ビズのやり方を覚えておいてよかったでしょう。奥手な花詠が本当に自分からするとはびっくりだったけど』

「……旅の恥は搔き捨てってやつです」

　当時のことを思い出すとなんだか気恥ずかしくて、ビールをぐいっと呷った。

　クスクス笑う玲香は感慨深げなため息をつき、『外交官の妻になるのか～』とひとりごつ。

『もし花詠がどこに行っても、私なら会いに行けるわね。またステイ中に一緒に観光できるって思うと楽しみ』

　明るい声が耳に届き、斜め上の考え方に胸がじんわりと温かくなる。

　玲香も世界各国を飛び回っているひとりだ。私が海外へ行ったとしても友人に会えると思うだけで、とても心強い。

　彼女の前向きな言葉が嬉しくて、「ありがとう」と心からお礼を言った。

『そういえば、ストラスブールが大変なことになってるじゃない。婚約者さん、日本に戻ってる時でよかったわね』

　声色が真面目なものになると共に話題も変わり、私は「あ、うん」と煮えきらない返事をする。

「それが、向こうの領事の人も被災しちゃったみたいで、今彼が助っ人に行ってるの」

『そうなの!?　今、大雨でさらに被害が広がってるらしいわよ』

「えっ？」

　うそ……朝のニュースではそんなこと言っていなかったのに。玲香が航空関係者だからこそ知っている最新の情報かもしれないが。

　急に胸がざわめきだし、言葉が出てこない。私の気持ちを察してか、玲香は落ち着いた声を投げかける。

『領事館は建物も防災対策もしっかりしてるだろうから、きっと花詠の彼も大丈夫よ。何事もなく帰ってこられるといいわね』

「うん……」

　私もそう信じて返事をしたものの、心の中には暗雲が垂れ込めていた。




　電話を終えてからすぐネットニュースを見てみたが、たいした情報は得られなかった。翌朝になってようやく、フランス北東部では一日で一カ月分の雨量に近い大雨になっていると報じられた。

　昨日の朝、私が悦に送ったメッセージは既読になっているが、それ以降はなんの連絡もない。今朝も送ってみたものの、お昼を過ぎても既読にすらならない。向こうは夜だろうから寝ているだけだと思うけれど……。

　漠然とした不安を抱きながら、とあるお部屋に夕食を運んでいた時、お客様が見ていたテレビに映し出されたテロップをたまたま目にして息が止まりそうになった。

【イル川が氾濫。日本人数名が安否不明】

　イル川はストラスブールを流れている川で、悦が住んでいたアパートがその辺りにあった。一気に胸が押し潰されそうになる。

　……いや、きっと大丈夫。悦がその中に入っているだなんてこと、あるわけない。

　そう自分に言い聞かすも、さらに増した不安を消すことはなかなかできない。なんとか笑顔でお料理の提供を終えて部屋を出た直後、深いため息を吐き出した。

「悦……」

　連絡が来ないのは忙しいだけだと思いたい。離れているのがこんなにもどかしいなんて。

　家に帰ってからもまったく落ち着かず、スマホを手元に置いてテレビのニュースばかり見ている。午後十時にもなるとリビングには一家そろっていて、ストラスブールの状況を知って皆浮かない顔になった。

　温かい紅茶を持ってきた母に「悦斗くんから連絡は？」と遠慮がちに問いかけられ、力なく首を横に振った。祥も心配そうに声をかける。

「領事館に電話してみればいいじゃん。いれば代わってくれるでしょ」

「ん……もう少し待って、連絡がなければそうするかも」

　スマホを手に取り、意味なくディスプレイの明かりをつけてみる。今頃向こうは午後二時くらいかなとぼんやり考えていると、難しい顔をした父が「花詠」と呼ぶ。

「外交官の彼と結婚するデメリットのひとつは、こういうつらさが多いことだろう。治安のよくない地域に配属されて花詠もついていくとすれば、お前まで危険な目に遭いかねないし、大使館が襲撃されたというニュースも見る」

「あなた……」

「今ならまだ間に合う。もう一度、結婚についてよく考えてみたらどうだ」

　宥める母に構わず、父は依然として厳しい表情でそう言った。重い言葉が胸に刺さり、なにも返せずまつ毛を伏せる。

　父の指摘は極端かもしれないが、決して間違ってもいない。私はそこまで覚悟できていただろうか。

「父さん、まだ引き離そうとしてんの？　いい加減に――」

「違う」

　うざったそうに文句をつけようとした祥を、父の強めの声が遮った。

「ふたりを認めていないわけじゃない。そうじゃなくて……ただ、花詠が心配なんだ。この結婚で、将来苦しむことにならないか」

　徐々に弱まっていく声を聞き、私は再び父に目をやる。そこには、葛藤している様子で、娘の幸せを願うひとりの父親としての彼がいた。

　父が私を気にかけるのは、娘として愛されているからだと感じて胸が締めつけられる。石動家との確執はもう関係なくなっているようで、それは嬉しい。あとは、私の気持ちの問題だ。

　夜のニュースではちょうどストラスブールの話に変わり、道路に大量の水が流れる映像が映し出された。倒壊した建物がそのままになっている場所も多く、悦と歩いた街は様変わりしている。

「……それでも私は、悦のそばにいたい」

　テレビの映像を目に映しながら、ぽつりと呟いた。

「本当は、ずっと好きだったの。子供の頃から、口ゲンカばっかりしてた学生時代も、離れていた数年間も。いつだって悦は私を助けてくれて、一緒にいたいって思ってた」

　自然に本音がぽろぽろとこぼれ、なぜだか目頭が熱くなる。皆は驚いたような顔をして、けれど黙って耳を傾けている。

「私だって彼を支えたい。離れていたら意味がないの。だから――」

〝どこまでもついていく〟と口にしようとした瞬間、テレビに映った光景に息を呑み、目を大きく見開いた。

　私の異変に気づいた皆も、怪訝そうに私の視線の先を追う。私と同様に目を見開いて前屈みになる祥が、信じられないといった調子で呟く。

「え、あれ、悦斗さん……？」

　避難してきた人々で密集するクレベール広場。数時間前に現地のリポーターが中継したその場面の片隅に、年老いたフランス人女性に手を貸している日本人男性――悦の姿が映り込んでいたのだ。

　彼はお婆さんだけでなく周りの人も気遣い、励ましているように見える。服は泥や埃で少し汚れていて、手助けしていたのが今だけではないのが見て取れる。

　彼のその凛々しい表情に、胸が熱くなる行動に、感極まって涙が溢れた。

　映っていたのはほんの十数秒、彼に視点を当てたわけではなかったにもかかわらず、その姿を見つけられたのは奇跡に近い。

　領事館での対応もかなり忙しいはずだし、これは外交官の仕事の範はん疇ちゅうを超えている。きっとただ助けたいという気持ちで、自分より困っている人を優先したのだろう。

　無事だった……本当によかった。こうしている今も、彼は誰かのために尽力しているに違いない。

　口元を片手で覆って泣く私に、母が優しく微笑みかける。

「なんとなく気づいてたわよ、花詠が悦斗くんを好きなこと」

「ふぇ……？」

「と言っても、彼がひぐれ屋に来るようになってからだから最近だけどね。あんたの顔を見てて、そうじゃないかってピンときたの。実はこんなに思いやりがある素敵な人なんだから、惚れないはずがないわよね」

　うそ、バレていた？　悦はともかく、私は全然親密さを隠せていなかったのか！

　泣いているせいだけじゃなく、恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

「そんなに好きだったのに、私たちの仲が悪かったせいで我慢させてごめんね。これからは自由にしたらいいと思う。後悔したとしても、それが花詠の選んだ人生なのよ」

　母は申し訳なさそうに、そして父のことも諭すように言った。父は考えを巡らせているのか、口を閉ざしたままだ。

　穏やかな沈黙の後、「姉ちゃん」と祥が呼びかける。濡れた頬を拭って顔を上げると、なにかを決意したような真剣な表情の彼がいた。

「俺も、姉ちゃんと悦斗さんを見ていて決めた。ひぐれ屋は俺が継ぐから、そっちの心配はしなくていいよ」

　弟の宣言には皆が驚き、一様に目を丸くする。

「祥……」

「姉ちゃんはずっと俺にやりたいことやらせてくれてたんだから、今度は俺が送り出すべきだろって思ってさ。旅館の仕事が嫌なわけじゃないしね」

　ちょっぴり照れ臭そうに言う祥にじんとする。

　この間、遊園地で会った時になにか言いたそうにしていたのはこのことだったのかもしれない。やっぱりいい弟だ。

　母はみるみる喜びを露わにし、「お父さん、よかったじゃない！」と隣に座る父の腕をバシバシと叩く。安堵と嬉しさが交ざったような顔をしていた父は、表情を引きしめて祥に向き直る。

「これから容赦なくしごいていくからな。いつか花詠が出ていってもいいように、お前が引っ張っていくんだぞ」

「おう、任せろ」

「……本当に大丈夫か？」

　祥が軽い返事をするので、父は怪訝そうにしていて思わず笑ってしまった。けれど、父も私が選ぶ道を見守ることにしてくれたようだ。

　離れたとしても、この家族がいなくなるわけじゃない。ずっと味方でいてくれるのだと背中を押された気分で「皆、ありがとう」とお礼を言った。

　その時、膝の上に置いたままだったスマホの着信音が鳴り始める。画面に表示された悦の名前を見た瞬間、私は飛び跳ねるように立ち上がった。

　悦からの電話だとわかって皆がほっとしたような顔をする。話の内容を聞かれたくはないので、私は急いでテラスへ出た。

　夜風は涼しいものの、身体は熱を持っている。通話ボタンをタップして、スマホを耳に当てると同時に口を開いた。

「悦……！」

『悪い、連絡が遅くなって』

　聞き慣れた声が耳に届いて、息を吐きながら胸を撫で下ろした。姿は見えなくても、声で繋がっているだけで幸せを感じる。

「日本人が安否不明だってニュースで流れてたから心配してたの。無事でよかった」

『心配かけてごめん。観光客が巻き込まれたらしいが、無事が確認できたよ。こっちに着いて早々大雨になって大変だった。今夜はやっとホテルで寝られそうだ』

　領事館に泊まり込むほど忙しかったんだ。連絡できなかったのも無理はない。

　どうか身体も大事にしてほしいと思いつつ、「本当にお疲れ様」と労った。

『今回、被災した人たちを見て改めて感じたよ。いつなにが起こるかわからないから、大切な人と一緒にいられるならそうするべきだって』

　彼はどことなく真剣な調子になり、私もしっかりと耳を傾ける。日本を発たつ前に、ラヴァルさんとした話と繋がっているのだろう。

『俺はこの仕事を辞めるつもりはない。こっちにも仲間がいるし、困っている人もたくさんいて、そういう人たちの力になりたいと思ってる』

「うん」

『でも、俺が彼らを助けてやれるのはその一いっ時ときでしかない。一生、自分の手で守っていきたいのは花詠だけだ』

　クレベール広場で会った警察官の友人や、領事館で働く仲間。悦の大切な人はこれからも行く先々で増えていくだろう。その中で、私は特別なのだと言ってくれている。

『だから、どこまでもお前を連れていく。俺のわがままを許してほしい』

　力強い声が胸を震わせ、心の奥のほうから熱いものが込み上げた。私を必要としてくれることが、本当に嬉しい。

　彼からは見えないのに首を横に振る。

「わがままなんかじゃないよ。私もそうしたいって思う」

『花詠……』

「祥がね、ひぐれ屋を継ぐって決心してくれたの。だから、旅館のほうも心配いらないと思う。私に悦を支えられるのかって自信なくしかけてたけど、海外のことを知らないから不安になるんだよね。今度悦が行く国が決まったら私も勉強する」

　弱気になってばかりいないで知識を増やせばいいのだ。その国の言葉も、文化も。そうすれば、外国の友達だってできるかもしれない。

「一緒に努力するよ。ふたりで幸せになるために結婚するんだから」

　もう迷わずに言い切ると、心にかかった雲が消えていく気がした。彼の元にも繋がっている空を見上げれば、綺麗な月が輝いている。

　すっきりした気分で口元を緩めると、『ありがとう』と温かい声が聞こえてくる。電話の向こうで、彼も微笑んでいるのがわかった。

『今すぐ抱きしめられないのが残念だ』

「ほんとだね」

『……愛してる。花詠』

　甘い言葉が鼓膜を揺らす。すぐそばに彼がいるような心地よさを感じながら、「私も」と返した。




　悦の帰国はそれから二週間後に決まり、あちらの状況が落ち着いてきてからは毎日連絡を取っていた。彼の上司も無事復帰して、街も徐々に日常を取り戻し始めているらしい。

　六月中旬の今日、やっと帰国する彼を迎えに私は羽田空港へ向かう。電車に揺られている最中、なんとなく見ていたネットニュースにフランスの記事が載っていた。

　フランスの要人方が、今回の災害で各国からいただいた支援に感謝しているという内容で、中でもラヴァルさんの名前と共に書かれていた彼のコメントが目に留まる。

【私の友人のひとりでもある外交官が、自国民だけでなくフランスの市民も助けてくれていて、その行動に感激しました。温かい手を差し伸べてくださった、すべての皆様に敬意を表します】

　実はつい二日前、ひぐれ屋にラヴァルさんから電話がかかってきた。『エツトに〝カエさんの番号を教えて〟って言い終わる前に断られちゃって。でも、ひぐれ屋に電話するなら問題ないよね？』とのこと。

　その時もこのインタビュー記事と同じように、悦がどの国の人だろうと関係なく手を貸している姿に感銘を受けたと話していた。

『エツトに感謝を伝えたら、どの相手にも思いやりの心を持って接することをカエさんから学んだんだと言っていたよ。君がいるから、エツトは自分の信念を貫けるんだろう。そう思ったら、悔しいけど僕が入る余地はなさそうだなって』

〝負けたよ〟という風に小さく笑うラヴァルさんにちょっぴり申し訳ない気持ちになりつつも、悦のあの行動に気づいてくれて嬉しくなった。実は悦が私に影響を受けていたということも。

『エツトが嫌になったら、いつでも僕のところに来てくれていいからね』なんて茶化していたけれど、きっとそうはならないことをわかっているだろう。

　そしてもうひとつ教えてくれたのは、レアナちゃんの件。ぬいぐるみにワインをこぼしたのはバレてしまったようだが、『娘を気にかけてくれてありがとう』と、フランス大使が私に感謝していたというのだ。

　大使共々、日本とこれからも親交を深めていきたいと言われ、光栄すぎて恐縮してしまった。

『カエさんも立派に日本の外交を支えてるね』

　ラヴァルさんは最後にそんな言葉をくれて、私はとても励まされた。

　悦の行動はもちろん、私の些細な行いも日本の印象をよくすることに繋がるのだ。やっぱり、どこへ行っても思いやりの心は大事にしていきたい。

　早く悦に会って、このことも話したいな。

　空港に着き、そわそわしながら到着ロビーで待つこと十数分。ぞろぞろとやってくる乗客の中に、愛しい彼の姿を見つけた。

「おかえり！」

　目が合ったので破顔して声を上げると、悦もふっと気の緩んだ笑みをこぼす。

「ただいま」

　温かい挨拶と共に、待ち望んでいた彼の腕に抱き寄せられ、安堵と幸せが広がった。

　今こうしていられるのは決して当然のことではない。運命に感謝して、時間が許す限りいつまでも一緒にいよう。










９．ハッピーライフをいつまでも




　――季節は巡り巡って、悦と結婚して約五年の月日が経った。

　ストラスブールでの災害の後、悦が日本に戻ってきてすぐ籍を入れた私たち。結婚式はそれから五カ月後の秋終盤に行った。

　この頃には両親同士嫌味を言うことも少なくなり、経営の改革も順調に始まっていたので、式はとても和やかだった。どちらの父もうるうるしていたのには笑ってしまったけれど。

　私は今も彼のマンションで一緒に暮らしながら、ひぐれ屋に通う生活を続けている。宿泊客数は右肩上がりになっていて、半年先まで予約がいっぱいの状態なのでありがたい。

　しかし、私が若女将として働くのももうすぐ一旦終わりになる。ついに悦の在外公館勤務が決まったからだ。

　今度配属になったのは、在シアトル日本国領事館。フライト時間もヨーロッパほど長くないし、英語圏でよかった！と、私は内心ほっとしている。

　日本を経つ日を一週間後に控えた九月のある日、私たちの送別会を開いてくれるということで、仲のいい数人がひぐれ屋の大広間に集まっている。

　皆を前に挨拶するのは、今日の会を計画してくれた祥だ。大学も卒業して立派な若旦那となった彼は、いつもの着物姿で頭を下げる。

「今日は皆さん、ようこそおいでくださいました」

「よーこしょおだました！」

　ちゃっかり祥の隣で、彼のマネをして後に続いたのはとっても可愛い我が子。三歳になる娘の美み乃の莉りだ。

　長い髪のサイドを編み込みにして、ふんわりしたワンピースを着た今日の姿も、ちゃんとしゃべれていない日本語も、なにもかも愛しくて悦と顔を見合わせて笑った。

　ふたりきりの生活を満喫した後、思い切って避妊をやめて三カ月後には美乃莉を授かった。妊娠中も産後も、悦は忙しい中私を気遣ってくれたおかげで、大きな問題なく彼女は育っている。

　私の両親も、悦の家族も可愛がってくれて、毎日本当に幸せだ。困ることと言えば、時々どちらの家に遊びに行くかで両親同士がケンカしていることくらいだろう。

　私たちだけでなく、今日来てくれた槙木さんも美乃莉にメロメロだ。

「美乃莉ちゃ～ん、今日も可愛い～！　ほっぺ柔らか～」

「槙木さん、美乃莉が引いてます」

　ちょこちょこ動く美乃莉を捕まえて頬ずりする彼女に、悦がツッコんだ。

　あれから槙木さんとはパーティーで顔を合わせる機会も多かったので、私も自然に仲がよくなり、今では家族そろって親交がある間柄となっている。

「祥くん、構わず挨拶してくれていいよー」と笑うのは、悦がストラスブールにいた時に一緒に働いていたという、領事の桧山さん。去年本省に戻ってきて、部署は違うものの悦を贔屓にしてくれている。

　災害があった時、怪我をした上司というのが彼だったらしい。口元の整ったお髭がワイルドなイケメンで、軽い調子だけれどとても頼りになる人だ。

　桧山さんも槙木さんも、ひぐれ屋を気に入って時々利用してくれて、祥もふたりと仲よくなっているので今日お呼びしたというわけだ。

「姉と悦斗さんの送別会にお集まりくださり、ありがとうございます。日頃の嫌なことや面倒なことは忘れて、パーッとやりましょう。かんぱーい！」

「ぱーい！」

　祥の声に合わせてまた美乃莉が声を上げ、賑やかに各々がグラスを掲げた。

　そんな中、肩をすくめて苦笑するのは、祥の隣に座る棗ちゃんだ。

「すみません。若旦那のくせにノリが大学生で……」

「今日は仕事じゃないし、いいんだよ。棗ちゃんも気にせず飲もう！」

　ビールを片手にあっけらかんと言うと、彼女も笑って「はい」と返事をし、グラスを口に運んだ。

　祥と棗ちゃんは約一年前にめでたく結婚して、暮泉家に嫁入りしてくれた。実は、祥が若旦那になることを渋っていたのは、棗ちゃんのお家柄が関係していたようで……。

『棗の実家は、今も旧華族の血筋を大事にしてる一柳家だぞ？　棗の弟が跡を継ぐ気がなかったら、跡取りがいなくなるだろ。俺が婿入りしなきゃいけないんじゃないかって迷ってたんだよ』

　祥にそう打ち明けられた時は驚いてしまった。まさか棗ちゃんの家の事情や、そんなに先のことまで考えていたとは。

　私と悦が婚約してから、いよいよはっきりさせなければいけないんだと奮起し、棗ちゃんと話し合いをしたのだそう。

　彼女のご両親は本当に理解があり、『血筋にはこだわらないよ。そんなに考えてくれてありがとう』と言ってくれたという。棗ちゃんの弟くんも、今では普通に結婚願望があるようなので、きっと一柳家の未来も明るいはずだ。

　棗ちゃんは今も茶房にいて、私がひぐれ屋を出たら若女将として働く予定だ。彼女なら安心して任せられるし、私自身もこの先どう働いていくかはもちろん考えている。

　こうして始まった送別会。今夜は無礼講ということで、それぞれ気ままに料理をいただきながらたくさん話をした。

　皆いい具合に酔いが回ってきた中盤辺りで、私が桧山さんにお酌をしていると美乃莉がもじもじしながらこちらにやってくる。

「ママ～おしっこ～」

「はいはい、ちょっと待ってー」

　徳利を傾けながらそう返していると、すぐに悦が腰を上げる。

「いいよ、俺が行ってくる。美乃莉おいで」

「ん！」

　娘はパパの元へトコトコと走っていった。優しく微笑んで小さな手を取る彼を見るのはいつものことなのに、私はそのたびキュンとしている。

　しばらくしてふたりがお手洗いから戻ってくると、美乃莉はあぐらをかく悦の間にちょこんと座った。甘えてご飯を食べさせてもらう姿を見て、桧山さんが感慨深げに言う。

「石動がこんなに子煩ぼん悩のうだったとはね。めちゃくちゃ雰囲気柔らかくなったし、人って変わるもんだな」

　ぴくりと反応して一瞬固まった悦は、クールな表情で返す。

「元からですよ」

「いや、実は熱くて優しい男なのは知ってたけど、表には出てなかったんだよ。それが今じゃ、花詠ちゃんと美乃莉ちゃんの前ではデレッデレ」

「桧山さんが勝手にフィルターかけてるだけでしょう」

　塩対応の悦も健在で、ふたりのやり取りに皆が笑った。

　でも、桧山さんは間違っていない。私も、子供が生まれてから彼はさらに穏やかになったと感じるから。

　祥たちも桧山さんに乗っかって悦をからかって楽しんでいると、槙木さんが少々しんみりした調子で口を開く。

「それにしても、もうあなたたちの送迎会だなんて寂しいわね」

「ああ。せっかく俺も本省勤務になったっていうのに、二年足らずでまたすれ違いだもんな」

　桧山さんもやや残念そうに続き、悦はわずかに苦笑を漏らした。

「俺たちはこういう運命なんでしょう。でも、そんなに寂しいならおふたりも家族になったらいいんじゃないですか？」

　不敵に口角を上げる悦の言葉に、槙木さんと桧山さんは顔を見合わせる。次いで、「「家族はないわ～」」と声をそろえて笑い飛ばした。

　実はふたり、相思相愛なのに結婚する気はないと明言しているのだ。

　同じ期間にフランスにいたこともあって仲がよく、私が初めて槙木さんと会ったパーティーの時は、まだ両片想い状態だったらしい。

　あの当時、槙木さんは悦のことが好きなんじゃないかと若干心配していたのが懐かしい。その話をしたら、彼女は驚きつつ『えーごめん！』と謝り、こう話していた。

『石動くんが結婚して寂しいってのはね、推しに対する気持ちと同じようなものだったのよ。まあ、あの時は桧山ともどっちつかずな関係だったから、なんとなく心細かったのもあるかもね』

　桧山さんのことは好きだが、これからも外交官として世界各地で働きたいので、結婚も交際すらも考えていなかったという槙木さん。

　しかし、彼がストラスブールで災害に巻き込まれたのを聞いて、いてもたってもいられなくなり、気持ちを抑えられなくて告白したのだそう。

　桧山さんにとっても槙木さんは特別な存在だったものの、外交官を続けたいという彼女の気持ちもわかっていたから、想いを伝えるのは我慢していたらしい。

　自分たちの考えを打ち明けた結果ふたりが選んだのは、結婚という契約に縛られず、自由に生きていく道。

　別々の国に配属されたらお互いにその土地で頑張って、時々会って愛し合う。遠く離れても、心が繋がっているのがわかっていればそれで十分なのだと、槙木さんは満足げに笑っていた。

「私たちのことを話すと『そんなの不安でしかない！』って言う人もいるけど、私たちにとってはこの関係が一番合ってるの。どこにいたって、相手を想う気持ちさえあればいいって思う」

　槙木さんは今も自然な笑みを浮かべてそう言った。

　彼女の考え方は恋愛を超えたもののようにも感じる。家族や友達に対しても同じことが言えるんじゃないかな。

　私たちはこれから離れ離れになる。でも、なにが一番大事なのかをそれぞれ再確認させられたようで、皆が温かな雰囲気に包まれていた。




　盛り上がった送別会を終え、私たちは三人でひぐれ屋の一室に泊まった。お酒も飲んでいるし、たまには宿泊してみようと思ったのだ。

　部屋の中からはライトアップされた風情のある日本庭園が見え、静かでとても心が落ち着く。美乃莉がすやすやと寝息を立てる中、月明かりと外の照明だけを頼りにして悦と酔い覚ましのお茶を嗜んでいる。

　が、彼の浴衣姿がとてつもなくセクシーなので、私はいまだに酔わされっぱなしだ。たわいのない話をして気を紛らわすしかない。

「お客さんとしてひぐれ屋に泊まるって、なんか不思議な感覚。でも、改めて素敵な旅館だなって思う。昔、悦と遊んだ思い出の場所でもあるし」

　許嫁だった頃の、甘酸っぱい記憶をたぐり寄せる。悦も懐かしい目をして庭を眺めていた。

「花詠は親父さんの大事な植木鉢壊して泣きそうになってたよな」

「悦こそ、あそこの池に落ちそうになってたよね」

　お互いの印象的な出来事を思い出してからかい、顔を見合わせてぷっと噴き出した。

　実家とひぐれ屋を離れるのは寂しいけれど、清々しい気分でもある。ここはいつ帰ってきてもいい場所で、大切な人たちが私を待っていてくれるから。

　穏やかな気持ちでお茶を飲もうとするも、いつの間にか空になっていた。「あれ、もうない」と呟いて急須を取ろうとした瞬間、悦の手が頬に伸びてきて彼のほうへ顔を向けられる。

　唇が近づいてきてキスを受け入れると、温かい液体が口に流れ込んでくる。驚いて目を開け、ごくりとそれを飲み込んだ。

　ひゃあぁ、口移し！と声を上げたくなるも、いたずらっぽく口角を上げる彼はさらに深いキスを仕掛けてきて、私の身も心も溶かそうとしてくる。

　そのうち彼の手は浴衣の襟から中へ滑り、ナイトブラの隙間から膨らみを優しく弄る。甘い痺しびれが駆け巡り、体温がみるみる上昇していく。

「ん、悦……あっ」

「浴衣は脱がせやすくていいな。色っぽいし」

　彼は耳元で官能的な声で囁くと、私の身体を畳たたみに横たえさせた。浴衣がはだけて露わになった素肌に、唇を這わせていく。

　情欲を滾らせ始める彼にも、身体はすでにその気になっている自分にも、なんとかストップをかけようと試みる。

「待って、美乃莉が」

「ぐっすり寝てるよ」

　そう、わかっている。美乃莉は眠りに落ちてからしばらくは起きないって。でも普段は別の部屋で愛し合っているから、すぐそばに我が子がいると思うと……。

　胸の頂を舌で転がされ、同時に熱く溶けた部分に指を沈められて。甘い声を漏らしながらも、なけなしの理性を総動員する。

「っ……やっぱダメ！　集中できない」

　肩を押して制すると、悦はゆっくり顔を上げた。意外にも不服そうではないところを見ると、きっと私が拒否するのをわかっていて意地悪したのだろう。

　わずかに微笑み「残念」と言って、濡れた指にぺろりと舌を這わせる姿が官能的すぎて文句も出てこない。

　彼は私の身体を起こして、乱れに乱れた私の浴衣を直しながら言う。

「まあいい。シアトルに行ったらデートナイトするから」

「デートナイト？」

「子供を親やシッターに預けて、夫婦で夜にデートすること。アメリカは夫婦の時間を大切にする国だからな」

　なるほど。アメリカでは子供中心というより夫婦円満でいるほうが大事だというのは知っていたけれど、そのうちのひとつがデートナイトなのか。

　パパとママになっても、いつまでも男と女の関係でいられるのは素敵だ。そんな時間を過ごせると思うと、この先の海外生活もわくわくしてくる。

「楽しみ」と微笑むと、悦も表情をほころばせて私の頭を優しく抱き寄せる。

「どこへ行こうと、何歳になっても、お前への愛は保証する」

　幾度となくかけてくれる、とびきり甘いご褒美の言葉。酔いはいつまでも覚めやらぬまま、口づけを交わして私も旦那様への愛を誓った。




　約一週間後、私たち家族は大きな荷物と共に羽田空港にいた。暮泉家と石動家の皆がお見送りをしに来てくれて、昔以上に仲よくなっている様子に改めて喜びを感じる。

「花詠ちゃん、シアトルに行ってもよろしくね」

「はい。頑張ります」

　実弦さんと握手をして、私は笑顔ではきはきと答えた。

　頑張るのは海外生活だけでない。シアトルにある石動グループのホテルで、私は時々アドバイザーとして働くことになっているのだ。

　悦についていくと決めてから、海外でも旅館で培つちかった能力を活かせることはないかとずっと考えていた。そうして思いついたのは、世界各地にある石動グループのホテルで働くスタッフの方々と、おもてなしの心を共有すること。

　悦も石動家の皆も賛成してくれて、このたび実現する運びとなったのだ。美乃莉もいるので都合が合う時にのんびりやるつもりだが、これからも宿泊業に携われるのは嬉しいし気分も明るくなる。

「あんまり頑張りすぎないで、とにかく身体に気をつけて。みーちゃんの写真もたくさん送ってね。時間ができたら帰ってくるのよ」

　母の過保護さは健在で、この間から同じことを何度も言う。私はクスッと笑って「わかってるよ、大丈夫」と宥めた。

　父は真剣な面持ちで悦と向き合う。

「花詠と美乃莉のこと、頼んだぞ」

「お任せください。ふたりが安心して暮らせるよう努めます」

　しっかりと答える悦を、私は揺らぎない信頼を抱いて見つめていた。

　ひしひしと名残惜しさを感じながらも、彼らに別れを告げて飛行機に乗り込むと、美乃莉が不安そうに私の手を握る。

「ママ～。じーじたち、いつあえる？」

「そうだなぁ、次に会えるのは来年になるかな。雪が降って、あったかくなってから」

「まだまだ？　しょーくんも？」

「そう」

　正直に答えると、彼女の表情はみるみる曇っていく。お気に入りのリュックをぎゅっと抱きしめていて、うさぎのぬいぐるみを抱くレアナちゃんと重なった。

「やだ……」

「寂しいよな。でも、これからたくさん素敵なことが待ってるぞ」

「そうだよ。ママも初めての場所だからちょっとだけ心配だけど、一緒に楽しもう」

　頭を撫でる悦と一緒に明るく声をかけるも、美乃莉の機嫌はなかなか治らない。彼と顔を見合わせた直後、私はひとつひらめいて「そうだ」と呟いた。

　手に取るのは、バッグに今日もつけてきたあのガムランボール。

　正確には子供の頃のお土産ではなく、新婚旅行でバリ島に行った時に悦が再び買ってくれたものだ。さすがに二十年も前のものは黒ずんでしまったので保管してある。

　同じ形の綺麗なそれを取り外して、美乃莉のバッグにつけてあげた。

　幼いながらにアクセサリーの類いが好きな彼女はすぐに反応を示し、チャリチャリと鳴る小さな玉をキラキラした瞳で見つめる。

「かわいい～。おとがする！」

「ガムランボールっていうの。これを持っていると夢が叶ったり、いいことが起こるんだよ」

　異国の地で奇跡の再会を果たしたワンシーンが蘇り、口元がほころぶ。

「美乃莉にあげる。ママはもう、願いを叶えてもらったから」

　愛しい娘は笑顔で私を見上げ、「ありがと！」とお礼を言う。その様子を優しい表情で見守っていた旦那様と、もう一度目を合わせて微笑み合った。

　これからは自分の手で幸せを掴んでいこう。大好きなふたりと一緒に。

　飛行機が地上に別れを告げる。新しい日常に向かって羽ばたく翼の先には、雲のない青空が広がっていた。
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扇情的ハネムーン




　アンティークのステンドグラスから穏やかな光が差し込み、ゴシック様式の荘そう厳ごんな教会内を照らしている。耳に心地よく響くのはパイプオルガンの重厚な音色。

　ストラスブール大聖堂には到底敵わないが、それを彷ほう彿ふつとさせる場所で、俺は愛しい彼女の隣に立ち神父の言葉を聞いている。

『病める時も健やかなる時も、富める時も貧しき時も、これを愛し敬い、共に助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？』

　お決まりのセリフを投げかけられ、俺たちも定型的に『誓います』と答えた。

　そんな当然のことは誓うまでもないが。と、心の中で物申しつつ彼女と向き合う。

　まばゆい純白のウェディングドレスが、花詠の清らかな美しさを引き立てていて目が離せない。数カ月前に俺の妻となった彼女は、誰よりも輝いていて綺麗だ。

　指輪を交換し、薄いベールを持ち上げる。幸せそうに微笑む彼女が目の前にいるだけで、生きていてよかったと思える。

　唇が触れ合う寸前、彼女にしか聞こえない声で『愛してる』と囁いた。

　――約二カ月前の結婚式の映像が、石動家のリビングにあるテレビに映し出されている。俺と花詠のマンションではなく、西海岸テイストの俺の実家だ。

　誓いのキスのシーンを、ダイニングチェアに座る紗千さんがうっとりと眺めている。

「悦斗くんたちの結婚式、何回見ても素敵ね～」

「ドラマのワンシーンでしょ、これ」

　真面目な顔で感心するように祥が言い、俺はいたたまれずにうなだれた。

　年が明けて数日が経った今日、新年の挨拶を兼ねて両家で集まることになった。皆ほろ酔い状態で、誰かが俺たちの結婚式のムービーを見ようと言い出して今に至る。

　俺の隣に座る花詠も、顔を赤くして恥ずかしそうに縮こまっている。

「両家そろって見るのやめようよ……」

「少なくとも俺たちがいるところで見るな。公開処刑も同然だ」

　うんざりした調子で俺が続くと、兄がワイングラスを傾けながら口角を上げる。

「主役がいないと盛り上がらないだろ」

「この後兄貴たちの式も見てやるからな」

「残念、データは紗千の実家だ」

「くそ……確信犯め」

　こうなることを予測していたらしい兄を恨めしげに睨むと、彼は楽しそうに笑っていた。

　俺たちがダイニングチェアに座って歓談する一方、両親たちはソファに座ってくつろぎながら同じく式の話をしている。

　少々不満げな面持ちなのは、花詠の親父さんだ。

「俺は神前式を推していたのに、また石動家の意見が押し通されてしまった……」

「バージンロード歩く時から涙ぐんでいたくせに」

　俺の父がすかさずツッコみ、おかしそうに笑う母たちが「ふたりが幸せなら結局なんでもいいのよね～」と声をそろえた。

　今言っていた通り親父さんは神前式をしてほしかったらしく、式の準備段階では案の定ケンカが勃発していた。もちろん花詠の意見が最重要なので、彼女が憧れていたというチャペルでの挙式に決定したのだが。

　まだあれこれ言い合っている両親たちを眺めていた紗千さんは、俺と花詠に視線を移して笑いかける。

「お義父さんたち、すっかり仲よしね。よかった、花詠ちゃんたちも一緒になれて」

「本当に。お父さんたちが悪態ばっかりついてたら胎たい教きょうに悪くなっちゃうし」

　いたずらっぽく口角を上げる花詠は、「ねー」と言って紗千さんの腹に手を当てた。

　まだほとんど膨らみはわからないが、彼女はもうすぐ妊娠四カ月になるらしい。つわりは今のところそんなにつらくはないようで、兄共々とても幸せそうだ。

　そのうち花詠たちはソファに移動してガールズトークを始め、俺も兄と酒を酌くみ交わす。

「赤ちゃんも紗千さんも、順調そうで安心したよ」

「ああ、生まれてくるのが楽しみだ。性別もどっちだろうな」

　穏やかに微笑む彼はすでに父性が漂っている気がする。子供ができたら、俺もこんな風になるんだろうか。

　未来の花詠との子を想像してなんだかくすぐったい気分になっていると、兄は俺のグラスに赤ワインを注いで問いかける。

「悦斗たちは、まだ子供は考えてないのか？」

「すぐにじゃないけど、日本にいる間にひとりは欲しいと思ってる」

　初めての育児は、家族がいて手助けしてもらいやすい日本で行うほうがいいだろうと、花詠とも話している。とはいえ、まだふたりきりの生活を楽しみたいので、子作りはもう少し先にする予定だ。

「いいなぁ、子供。俺も将来、三人くらい欲しいかも」

　グラスを片手にこちらへやってきた祥が、羨ましそうに言った。

　祥と棗ちゃんはまだ結婚していないが、彼女も若女将の勉強をして着々と嫁入りの準備を進めているらしい。花詠が安心して海外に行けるように、という考えも含まれているのだと思うと本当にありがたい。

　俺たちの話に交ざる祥は、「ちょっと聞きたいんですけど」と前置きして尋ねる。

「実弦さんと紗千さんは、ずーっと昔から付き合ってるでしょう。マンネリになったりしません？」

「マンネリねぇ」

　兄は記憶を辿るように視線を宙に向ける。

「結婚する前に倦けん怠たい期きっぽい時期もあったよ。いつまでも新鮮な気持ちではいられないしね」

「まあ、そっすよね～。その時ってどうやって脱出したんですか？」

　身を乗り出して質問する祥だが、そんなに聞くなんて棗ちゃんとマンネリ気味なのだろうか。

「お前らうまくいってないのか？」

「超仲いいです！　でもいつかそういう時が来るのかなと思って、今のうちに対策を練っておこうかと」

　きりっとした顔で言う祥に、俺は呆れ交じりの笑いをこぼした。

　花詠から話を聞いていても、そんな対策は必要ないんじゃないかと思うくらい仲がいいのだが、勉強熱心というかなんというか。

　兄も軽く笑い、「なるほどね。んー、俺たちの場合だけど……」と経験談を語り始めた。

　いつもと違う場所に行って違うことをしてみるとか、サプライズもいいスパイスになるだとか、いろいろなアドバイスを俺は話半分に聞く。そうしていて、ふと桧山さんと槙木さんのことを思い出した。

　ストラスブールでの災害が落ち着いて、足を怪我した桧山さんの見舞いに行った時、槙木さんがものすごく心配して電話をかけてきたという話を聞いた。そこで告白されたということも。

　実はふたりが両片想い状態だったのには驚いたが、桧山さんには恋愛関係に踏み出せない理由があったらしい。

『俺たちは、ずっと一緒にいたらたぶんダメになる。お互い縛られたくないし、常に刺激を求めるタイプだから、マンネリ化するのが怖いんだよな』

　そう苦笑していた彼は、槙木さんと話し合って結婚はしない選択をした。他人と一緒に生活していく上で、これはきっと誰もが悩む問題なのだろう。

　ぼんやり考えを巡らせていると、兄がふいに俺に話を振ってくる。

「そういえば、悦斗たちは新婚旅行これからだろ。行き先は決まってる？」

「いや、まだ」

　新婚旅行は行くつもりだが、これまでは式の準備や国会対応で忙しかったのと、花詠が長期休みを取れなかったため実現できていない。

　なぜそんなことを今聞くのだろうかと不思議に思う俺に、兄は意味深に口角を上げてみせる。

「なら、リゾート地に行ってヴィラとか水上コテージに泊まるのをオススメするよ。非日常感がすごいから、それだけで雰囲気がよくなる」

「あー確かに！　ああいうとこ泊まったら燃えそう」

　ふたりは同時に俺に目を向け、にんまりと微笑む。

「「いってらっしゃい」」

「うるさい。俺たちにマンネリは無縁だ」

　勝手に対策をすすめてくるふたりに、俺は据わった目をして断言するのだった。




　――それから約半年後、お互いの繁忙期を過ぎた六月にようやく新婚旅行を実現させることができた。

　選んだ場所はインドネシアのバリ島。『昔、家族と行った思い出の地に、今度は花詠を連れていったら感慨深いだろうな』となにげなく話したら、彼女も乗り気になって決定したのだった。

　神々の住む島と呼ばれるここは、美しいビーチはもちろん、歴史ある寺院や伝統的な舞踊が見られる。

　今日泊まるスミニャックは、文化的な場所からショッピングやグルメまで楽しめる栄えた観光地だ。こちらに着いてすでにいくつか名所を回り、久々の海外を満喫している。

　そしてヴィラにチェックインすると、花詠が目をきらきらと輝かせる。

「すごーい！　めちゃくちゃ綺麗だし開放感あるし、現実忘れる～！」

　彼女がそう声を上げるのも無理はない。

　キッチンがついた広いリビングは高級感のある内装で、開放感たっぷりの大きな窓をスライドさせればすぐに飛び込めそうなプライベートプールがある。もちろん周りからは見えないので、滞在しているのは自分たちだけだと錯さっ覚かくしそうなほど。

　俺は正月でのひとコマを脳裏によぎらせて苦笑を漏らす。

「結局ヴィラになったな……」

「ん？」

「なんでもない。まだ時間早いし、外の通り歩いてみるか」

　俺の提案に、花詠はとびきり可愛い笑顔で「うん！」と頷いた。同時に、胸が甘く締めつけられる。

　いまだにキュンとするという感覚を抱くなんて、俺はどれだけこいつに惚れているのか。やはりマンネリなんて言葉は不要だ。少なくとも俺には。

　一旦ヴィラを出て、あらゆるジャンルのショップが軒を連ねるメインストリートを、手を繋いでのんびり歩く。服屋やスーパーを気ままに巡っていると、とある雑貨屋が目に留まり「あ……」と声を漏らした。

　カラフルな雑貨が絶妙なセンスでディスプレイされているその店は、中に入ればガムランボールが売られているはずだ。

　この風景を見たのは初めてではない。ずっと昔に家族と一度だけ来た。花詠への土産を買いに。

「たぶんここだ。あのガムランボールを買ったところ」

　ショップの前で足を止めて言うと、花詠が目を丸くする。

「そうなんだ！　よく覚えてたね」

「ああ。花詠はもっと可愛いもののほうが喜ぶかなとか、色はどれが似合うかとか、結構悩んで買ったのを思い出すよ」

　適当に選んでいたわけじゃない。なにかをあげたいと思う女子なんて花詠しかいなかったから、毎回人知れず頭を悩ませていたのだ。

　懐かしい記憶を蘇らせていると、花詠の顔に締まりがなくなっているのに気づく。

「なに、ニヤニヤして」

「すごく嬉しくて。悦が、私のことを思って選んでくれてたことが」

　そんな風に言われると、ガラにもなくこっちが照れてしまう。これだけのことで嬉しくなってくれるのか。

　花詠も自分と同じ気持ちかどうかを確かめたくなり、なんの脈絡もなく尋ねてみる。

「お前、俺とずっと一緒にいて飽きない？」

「えー？　飽きるわけないじゃん！」

　唐突な質問にもすぐに当然のごとく答えた彼女は、澄すんだ瞳で俺を見上げてふわりと微笑む。

「こうやって、知らなかった昔の話を聞くだけでも幸せだよ。そのたびに悦を好きになる」

　……ああ、こいつの可愛さには敵わない。またしても胸がくすぐられ、抱きしめたい衝動を堪えて繋いだ手に力を込めた。

　たわいのない日々だって、些細な幸せはたくさん転がっている。俺たちなら、それを見逃さずに生きていけるだろう。




　新しいガムランボールを買い、ディナーを美味しく味わった後はヴィラに戻ってふたりきりの時間を過ごす。

　水着を着るのを恥ずかしがっていた花詠だが、ひとたび夜のプールに入れば、そのラグジュアリーな雰囲気と気持ちよさの虜とりこになっているようだ。

　しばらく健全に楽しみ、肌が触れ合ったのをきっかけに水の中で彼女を抱き寄せる。頬についた髪を除けて、濡れた唇にキスをした。

　時間も人目も気にせずこうやって愛し合えるのは、確かに非日常感満載で興奮する。兄がすすめてくるのもわかる気がするよ。

　キスを繰り返しているうちにいたずらしてやりたくなり、水着のホルターネックの紐ひもを解く。はらりと落ちてくるそれを、花詠は慌てて胸の前で押さえる。

「きゃ!?　ちょっと！」

「また隠す」

「だって外だし！　普通に恥ずかしいでしょ……」

　あられもない格好で、困った顔をみるみる赤く染める姿はとても扇情的だ。情欲がそそられ、今すぐ彼女が欲しくなる。

「誰も見ていないし、声も聞こえない。今ここにいるのは俺たちだけだ」

　ストラスブールで、関係が始まった夜に言ったのと似たような言葉が自然に出ていた。花詠もそれに気づいたのか、キョトンとした後、諦めたように口元を緩める。

「絶対、秘密ね」

　あの時と同じひと言が返ってきて、クスクスと笑い合う。唇を重ねながら、彼女は水着から手を離した。

　星空の下、波打つ水の中やプールサイドに置かれたデッキチェアの上で、まるで動物のように本能のままに抱き合う。

　そのたび花詠は甘ったるい声を漏らして背中をのけ反らせ、身体を震わせる。彼女をこんなに淫らにしているのは俺なのだと思うと、たまらなく優越感を覚えた。

　明日は結婚一周年の記念日を迎える。内緒で用意していたプレゼントのアクセサリーは、朝彼女が目覚めたら渡そう。なんだかんだ言ってサプライズも悪くない。

　幸せな笑顔が見られることを期待しつつ、今は妻を愛すことに専念して、情熱的な夜にどっぷりと浸った。




　――新婚旅行から約三カ月後、俺の誕生日に、花詠はさらに素敵なサプライズを用意していた。

　プレゼントと一緒に渡された、小さなエコー写真。最高の贈り物に、これまでに感じたことのない大きな感動が湧き上がって、今以上に彼女を大切にしようと誓った。

　飽きることのない毎日を、これからは家族三人で作っていく。きっと明日も、その先も、俺たちは愛に満ち溢れているに違いない。
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あとがき




　本作をお読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　人前では塩対応なのに、ふたりきりになると溺愛し合う逆仮面カップルが書きたい！と思い、この作品ができあがりました。お楽しみいただけたでしょうか。

　初めて外交官ヒーローに挑戦しましたが、やはりいくつもの言語を話せて海外で活躍する仕事はカッコいいですね。自分にはまったく縁がない世界なので、小説を書くことで体験できたような気持ちになれて楽しかったです。

　そんな彼と、真逆の環境で働く若女将ヒロイン。私はあまり気遣いができるほうではないので、こうなりたいという理想を詰めていたような気がします。

　そして、ストラスブールという街も今回初めて知りました。調べると素敵な写真がたくさん出てきて、なんて可愛い街なんだ！と女心がくすぐられまくります。食べ物も美味しそうだし、いつか行ってみたい場所がひとつ増えました。

　さて、本編には自作の中からとあるキャラが友情出演していたのですが、お気づきになった方はいらっしゃるでしょうか。

　まず、祥の彼女の棗ちゃん。なんと「見習い夫婦」の主人公ふたりの子供です！　こんなに大きくなって……と、おばあちゃんのような気分で書いていました（笑）

　もうひとりは、キャラが濃くて個人的に気に入っているＣＡの玲香さん。彼女は「俺様パイロットは契約妻を容赦なく溺愛する」に登場しています。彼女の恋愛遍歴も本編で読めますので、ご興味がありましたらぜひどうぞ。

　最後になりますが、担当の野島様を始め、編集協力の本田様、制作に携わってくださった皆様、ご尽力いただき感謝しております。

　秋吉しま先生、柔らかな質感まで伝わってきそうな美しいイラストをありがとうございます。拝見した瞬間、まさに悦と花詠だ！と思わず口にするほど、イメージぴったりで感激しました。

　そして本作をお読みくださったすべての読者様、本当にありがとうございました。私もおもてなし精神を大切にして創作活動を続けていきたいと思います。また次の作品で、皆様にお会いできますように。
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